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当財 団 で は,さ き に初 級 情 報 処理 技術 者 を育成 す るた め の教 材 ,「 初級 情 報

処 理 技 術 者 育 成 指 針 」 お よび 「情報 処 理 初 級 テ キ ス ト」 を作成 し,す で に各企

業・ 官庁 ・ 学 校 等 で広 く利用 され て い る とこ ろで あ りま す
。

しか しな が ら・ 企 業 内教 育 等 にお け る講 師 不 足 へ の対 応 策 と して
,ま た,標

準 的 教 育 の 促 進 や教 育 効 果 のL層 の 向 上 の た め には ,さ らに これ ら教 材 に加

え て各 桓 の補 助 教 材 を開 発 し,そ の利 活 用 を はか る必要 が あ ります。

そ こで,本 年 度は 視 聴 覚教 材 の 中か ら普及 性 が 高 く,操 作 の 簡 単 なOHP教

材 を取 り上 げ,こ れの開発 と利用にっいて の調査研究 を実施 し,そ の成果を とりま

とめ ま した 。

こ こに,こ の事 業 実施 に ご尽 力い ただ い た 関係 各 位 に心 か ら感 謝 の意 を表 し

ます と と もに,こ の報 告 書 が各 方 面で 利 用 され,わ が 国にお け る情報 処 理 技術
`

者 育 成 の一 助 に な ります こ とを念願 す る次 第 で あ ります。

昭和50年3月

財団法人 日本情報 処理開発 セ ンター

副会・長 斎 藤 有
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1.情 報処理技術 者教育に おけ る視聴覚 教育 の意義

● Ll情 報処 理技術者 教育あ現状 と問題 点

情 報処 理 技術 者 を養 成 す る,ため の教 育 訓練 は,か な り盛 ん であ る。 コン ピ

ユご タ'
.メご カ は'も と よ り・各 種 団 体 や研 修所 が そ の教 育 に力 を注 い でい る。

、通称 コンピュータ学校 と呼ばれてい る各種学校 も多い。 それに,こ れ らの教育だけ

で充足 しきれない ζとカら ,企 業内舘 公庁独 自に教育訓練 を実施 してい るところ も

少な くない。

情報鯉 学会の教醐 査研究委 員会が ・973年8Aec調 査 した結果 によると(「企

業 内 情報 処 理 縮 の動 向 調査 報 告 書」 昭 和48年 ・・月
,情 報処 理学会),酪

件 数255件 の うち実 に
.・94件 で{ま企業 内 あ るい は官 庁 内船 の情報 処 理

教 育 を何 らか の 形 式 で 実方観 て い る と・・う.全 体 の7 .・.6%が 社内教 育瀧

レてい るの で あ る。 な お・ 各 種 団体 ・研修 所 を 活用 してい ると ころは186

件(72・9%)・ ・一 轍 計 利 用 してい る と ころは249件(96.9%)

噂 す る・ つ ま り・ 複 鋤 の糖 鯛 細 み 合 わせ て技 儲 の養成 をは か
っ

てい るρが 普通 であ る。

一 方
,各 種 学校 は 情 報 処 理 技 術 者 の不足 の補充 に活 か さ れ てい る

。 オペ レ

ー タ 職 種 の 補 充 に は36
.1%の と こ ろ が,プ ・ グ ラ マ 職 種 の 補 充 に は19

.7

%の ところ が それ ぞ
、れ 活用 して い る。

こ の よ うにみ て くる と,わ が 国 の情報 処 理教 育は 相 当進 ん で い る よ うに思

え る。 しか し・ そ の 内容 と質 あ るい は効果 の面 か ら検 討 して み る と実態 は必

1
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ノ

ず し も満足 し きれ る もの で は ない。 ニー ズか らか け は な れ た教 育,特 定 コン

ピュー タ に片 寄 っ た教 育 内容,不 完 全 な使 用 教 材,大 幅に 削減 され た コン ピ

ュー タ 実 習時 間,未 熟 な 教 育 担 当者 と粗末 な教 育手 法 な ど容 易 に 指摘 し得 る

の であ る。 過 去 の 情報 処 理教 育 は そ の量 的 拡大 が重 視 され 過 ぎ,質 的充 実が

ない が しろ に され た き らい が あ る とい え よ う。 過 去 の調査 か らみ て も,情 報

処 理 教 育 の量 に関 し ては ほ ぼ 満 足 してい る もの の・ そ の教 育 内容・ 使 用 教材・

教 育手 法,講 師,コ ン ピュー タ使 用 時 間 のい ず れ を とっ てみ て も不 満 の傾 向

が 強い の で ある。 と りわ け,実 習 のた め の コン ピュー タ使 用 時 間は,各 種 団

体 ・研修 所,コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ,企 業 内教 育 い ず れ に お い て も大 幅 な不

満 が 提示 され て い る。 十 分 な効 果 を引 き出 す ため の教 育 投 資 とい う視 点が弱

か った の で あ るo

一 方 ,企 業 内情 報 処 理 教 育 に焦 点 を合 わせ て み る と,ま た特 有 の問題 が 山

積 してい る。 「教 育 担 当者 の選 定 確 保 が で きない 」,「 教 育担 当者 の育成 が

困 難」,「 講 師 が教 育 の専 門 家 で な く,実 務 を兼 務 して い る こ とか ら生 じる

問 題」 な ど教 育担 当 者 にか か わ りを持 っ た 問 題 が 深 刻 で あ る。 教 育 担 当者
ノ

の 問題 だ けで は な い。 教 育 カ リキ ュ ラムや教 育 内容 につ い て も種 々 の 問題が

あ る。 「教 育 カ リキ ュ ラ ム,テ キ ス ト,資 料 な どの作 成 の 困難 さ」,「 教 育

内容 の標 準化 の限 界 」,「 自企 業 の使 用機 種,事 例 お よび 問題 が 中心 で あ る こ
ノ

とか ら,教 育 内容 に片 よ りが 生 じる」,「SE,上 級 プ ログ ラマ の教 育 内容

が高 度 で あ るの で,企 業 内教 育 が望 め な い」 とか 「技 術 革 新 が急 速 であ り,

教 育 で カバ ーす べ き範 囲 が 大 きす ぎ る」 な どの声 が きか れ る。 さ らには,「集

中的 教 育 スケ ジ ュー ルが む ず か しい 」 とい っ た 問題 も露 呈 してい る。
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1.2企 業 内 情 報処 理教 育 の 質 的 向上 の'推進

情 報 処 理 技 術 を正 しい 姿 で 浸 透 させ,促 進 してい くため には,そ りため の

教 育 が不 可 欠 で あ る。 しか し,そ のす べ て の教 育 を各 種 団 体 ・研 修 所 とか コ

ン ピュ ー タ ・メ ー カ に委 ね る こ とは 困難 で あ る し,問 題 もあ る。 か な りの教'

育 を企 業 内 で展 開ぜ ざ るを 得 ない 。 それ だ け に企 業 内教 育が 特 に重 要 であ り,

そ の 充 実 が 望 まれ てい る。 しか も,一 方 で は前 述 の よ うな問 題 が 山積 して い

る の も事 実 で あ る。

これ に 対 して,過 去 関係 官 庁 の努 力 もな され,各 種 の施 策 が 実施 され て き

た。 コ ン ピュー タ ・メ ー カ も,プPグ ラ ム 学 習 方 式 をは じめ と した個別 学

.習教 材 や視 聴 覚 教 材 な どを提 供 し,企 業 内 情報 処 理教 育 の健 全 な発 展 を促 進

す る こ とに努 め て きた。

当財 団 にお い て も設立 以 来,各 種 研 修 会 の開 催,初 級 ・中級 ・上 級 の各 情

報 処 理 技 術 者 育成 指 針 の開 発 と提 供,各 種視 聴覚 教 材 の 開発 と提 供 あ るい は

情 報 処 理 技 術 者教 育 に 関 す る調査 研 究 な どの活 動 を通 じて企 業 内 情報 処 理 技

術 者 教 育 の 推 進 に努 め て きた。 中 で も 「初 級 情 報 処 理技 術 者 育成 指針 」 と,

これ一に準 拠 して作 成 した 「情 報 処 理 技 術者 初 級 テキ ス ト」 は,企 業 内 教 育 や

各 種 学 校 で の利 用 度 も高 く,今 後 と も初級 技 術 者 教 育 の標 準 的 な教 材 として,

広 く活用 され る ことが予 想 され る。

と ころ で,こ の指針 とテキ ス トの 利用 範 囲 が 拡 大す るに つ れ て,さ らに そ

の効 果 的利 用 の促 進 とい う問題 が 生 じて きた。 そ こで昭和48年 度 には,初

級 テ キ ス トの効果 的利 用 を 目指 して,実 験 教室 を 開 催 し初 級 テ キ ス トを用 い

た教 育 に関 す る調査 研 究 を行 な っ た6(報 告書M・.48-EOO1「 初級 情 報

処 理 技 術 者 教 育 に 関す る調査 研 究 一初 級 テ キ ス トの効果 的 利 用 を 目指 して一」

3



昭 和49年3月,日 本 情 報 処 理 開 発 セン ター)。 この実験 教 室 で は
,OHP,

・ライ ド・VTRな どの概 説 教 材を多用 し;そ の効用を追求した
。 その結

果,
㌧初級 テキ ス トの効果 的利用 をはか り,教 育の質 を向上 させるには,補 助

教材 としてρ視聴覚教材 の開発 と普及が重 要である との結 論に達 した
。す な

:わち・企業 内1教育担 当者 の負担を軽減 し,標 準 的教育の展 開を促し,ひ いて

は先述
一9各種 問題 の解決 のためには,視 聴覚教材の提供が是非 とも必要なの

'
である・ そ拠 障 り樋 琴 な ことは,・ の ことに よって魂 育の質を高め,

教 育 効果 を あ げ る こ とが で きるo

・の ○ なねらV・の坤 に,相 は手(まじめ・・c初級 テ
,キ・ ・の うちの 「基

礎 と応用」編 の視覚教材を開発す ることにした。視 覚教材を普及 させ るには
,

優れ た姪 用 ソ7ト ゲ ァが醗 され る必要がある。いか臨 硫 視聴覚 機

器,つ ま り教 育 用 ハ ー ド ウ ェ ア が 設 置 さ れ た と し て も,ソ フ ト ウ ェ ア が 効 果

的 な もの で ない と無意 味 で ある。 この こ とは,コ ン ピュー タ利 用 の場合 と全

く同 じで あ る。 し～こがっ て,,効 果 的 な視 覚 教 材 を開 発 し,今 後 の教 育用 ソ フ

トウ ≡ アの ヒ ン トとす る とい う課 題 もあっ た。.こ の教 材 を契 機 と して各所 で

こ の種 の教 材 が制 作 ・利 用 され, 、教 育 の質 の 向上 に寄 与 す る こ とにな れ ば と

い う期待 であ る。 ,'

と ころで,視 聴覚 教 材 を浸透 させ る も う一 方 の鍵 は ,機 器 の問題 で あ る。

一 般 に あ ま り使 用 され て い ない 機 器 だ とか 高 価 な機 器 を活 用 す る教 材 だ
とそ

.の 普 及e;!あ ま り望 めな い。 この よ うな 観 点 か ら検 討 した結 果,OHP(オ ー

バ ヘ ッ ト ・プPジ ェ クタ ー)を 使 用 す る教 材 を 開発 す る こ とに した
。OHP

は す で にか な り普 及 してい .るし,.他 の視 聴覚 機 器 に比較 して さ ほ ど高 価 で も

,な い ・ さ ≒に・第 璋 謹 告 す る よ うに・ 他 の概 餓 器 賜 られ ない ・ う

な特 性 が あ り,操 作 も きわめ て簡 単 で あ る。
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1・3視 聴 覚教 育 の意 義

視 聴 覚 教 材 の効 用 は,古 くか ら論 議 され てい る ので ,今 更 こ こで 指摘 す る

必 要 は な い か も知 れない。しか し,視 聴 覚教 材 の 開 発 や利 用 につ い て盛 んに 論

議 され るほ どに これ が 活用 し きれ てい ない 現状 では ,そ の意義 を見 直 してみ

る こ と も重 要 と思 わ れ る。 また,さ まざ まな問 題 を含 ん だ情 報 処 理 教 育の分

野 では,視 聴 覚 教 材 に特 有 の意 義 を見 出す こと もで き る
。

1.31視 聴 覚 教 育 の一 般 的 意義

人 間が知 識 とか 情報 を吸 収 す るの には,五 感 を用 い てい る。 い わゆ る視

覚,聴 覚,触 覚,味 覚 お よび臭 覚 で あ る。 この 五覚 の 申 込 も,情 報 吸 収 に

員大の貢献 を してい るの醐 覚であ る・一般 に醜 覚 の役割 り・遜 り高
い もの と考 え られ勝 ち で あ るが,視 覚 に比 較 す る と3分 の1以 下 で あ る と

い われ て,1・る。 表1-1に 心 理 学 著 たち が各 所 で 調査 した結 果 を示 してい

るが,い ず れ も視 覚 が 知 識 の吸 収 の60%以 上 を 占め てい る こ とが分 る
。

聴覚 は,7%か ら20%に 過 ぎな い の であ る。 もち ろん,情 報 の種 類,性

格,内 容 あ るい は 情報 を吸 収 す る環境 に よっ て差 が で る。

表1-1各 感覚 器の情報吸収 の割合

情 報 の 吸 収 感 覚
1

A例 B例 ℃ 例 D例

視 覚 60% 75% 87% 72%

聴 覚 20% 13% 7% 13%

触 覚 15% 6% 2% 3%

味 覚 3% 3% 2% 6%

臭 覚 2% 3% 2% 6%'
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しか し,日 常 情報 を吸 収 す る さい視 覚機 能 が 大 い に活 用 され て い る こ と

は否 定 で きない 。 とな る と,教 育 場 面に おい て も視 覚 を最 大 限 生 か す方 法

が と られ るの が一 番 自然 で あ る し,効 果 も期 待 で きる とい え よ う。 と ころ'

が,実 際 には,視 覚 よ り も聴覚 に訴 え よ うとす る傾 向が か な り強 い。 もっ

と,視 覚 と聴覚 を有 機 的 に活用 す る試 みが 必 要 な の で あ る。

視 聴 覚 を結合 した 情 報伝 達 を生 か す別 の理 由 もあ る。 視 聴 覚 を有 効 に生

かす と,"早 く"情 報 が 伝 達 で き,し か も ひ長 く"記 憶保 持 され,"正 確

に"伝 達 で き るか らで あ る。

視 覚 を うま く活 用 し,そ れ を補 うため に聴 覚 を生 か す と,聴 覚 だ け を用

い た 情 報伝 達 よ り も12倍 も早 くな る とい う結 果 が報 告 され て い る。 こ の

こ とは1た とえば 「円 」 とい う概 念 を 全 く知 らな い子 供 に,「 円」 を理 解

させ るの に聴覚 だ けに依 存 した説 明 をす る場 合 を想 定 す れ ば 容 易 に推察 が

つ こ う。 聴 覚だ け に訴 えた の で は1日 間 を要 して も,ほ と ん ど 具 体 的 な

「円」 の イメ ー ジ を植 えつ け る こ とは で きな い で あ ろ う。 と ころ が,「円」

の形 を 手 で示 した り,「 円」 の形 を した 物 を提 示 し視 覚 に 訴 えて 説 明 す る

と,数 分 で 「円」 の 概念 を把 握 させ る こ とが で き る。 つ ま り,視 聴 覚 を動

員す る こ とに よっ て,短 時 間 に 物事 を 理解 させ る こ とが で き るの で あ る。

また,視 聴覚 教 育 は,記 憶 の保 持 率 を 高め る とい われ て い る。 これ を証

明す る具 体 的 デー タが表1-2で あ る。 聴覚 だ け を活 用 し て知 識 を得 た場

合 には,3時 間後 には70%保 持 され てい るが,3日'も た つ とわず か10

%し か 記 憶 され てい な い。90%は 忘 れ られ る運 命 に あ る。 視 覚 だ け に た

よっ た 場 合 も,同 様 の 傾 向 が あ る。 聴 覚 だ け の場 合 よ りも効 果 的 だ が,3

日たつ と20%し か 残 っ て い な い。 と ころが,視 覚 と聴覚 を うま く生 かす

方法 で情 報 を伝 達 した 場 合 には,3日 後 に も65%記 憶 され てい るので あ

/
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る。 こ こに,視 聴 覚 を 活用 した教 育 の大 きな意義 が あ る
。 視 聴 覚 教 育は,

"長 く"記 憶 に と どめ る の に大 きな 効果
があ るので あ る。

表1-2記 憶保 持率

感 覚 器 3時 間 後 3日 後

聴 覚 だ け の 場 合 70%
1

10%

視 覚 だ け の 場 合 72% 20%

視覚と聴覚による場合 85% 65%

さ らに,視 聴覚 教 材 の 意 義 は,正 確 な情報 伝 達 に もあ る
。 テ レ ビな どで

コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ゲ ー ムを行 なっ てい る。 あ る人 が 口頭 で 次 の人 物 に

情報 を伝 達 す る。 そ の人 は,ま た 別 の人 に情報 を 口頭 で伝 達 す る。 これ を

何 回か く り返 した あ と の情 報 のゆ が みは 想像 をは るか に越'え る もの であ る
。

これ は・ 聴覚 だ け に頼 っ た場 合 の情 報 の不正 確性を物 語っ ているの で あ る
。

聴覚 だ け でな く視 覚 機 能 を駆 使 す る と この危 険性 が 排 除 で きる の で あ る
。

視 聴 覚 教 育 は,正 確 な 情報 を 学 習者 に伝 達 す るの に も欠 か せ ない の であ る
。

1.3.2情 報 処 理 教 育 にお け る特 別 な意 義

視 聴 覚 教 育 は,前 述 の よ うな一 般 的意 義 が あ るだ け では ない 。 情 報 処理

教 育 で は,そ の質 的 向 上 を促 進す るた め の特 別 な意 義 が 存 在 す る
。

情報 処 理教 育 で対 象 とす る概 念 や事 象 は,き わめ て構 造 的 で あ りシ ステ

ム的 な もので あ る。 これ らの事柄 は
,言 語 に よる表現 や 聴覚 に 訴 え る伝 達

の仕 方 だ け で は不 十分 で あ る。 そ の具 体 性 を把握 させ る には ,視 覚 化 した
タ

表現 と説 明9そ が必 須 で あ る・ した が っ て・他 の分 野 の 教 育 以 上 に視 覚 的
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＼

教 育 が 要求 され てい るの が情 報 処 理教 育 の分 野 で あ る。

情 報 処 理 教 育 で 対象 とす る教 育 内容 は 非常 に広 い 。 これ ほ どイ ン タデ シ

プ リナ リー な内 容 を取扱 う分 野 は そ うざ らには ない 。 そ れ に・ 技 術 革新 の

変 化 を うけ る度 合 い も大 きい。 い わば,無 限 に近 い 情 報 量 を教 育 内容 とし

て い る し,技 術 革 新 の激 し さか らす れ ぽ 極 め て タ イ ム リー な教 育を 施す こ

とが要 求 され てい るので あ る。 それ ゆえ,短 期 間 に 多量 の 知識 を効 果 的 に

伝 達 す る こ とが 他 のい か な る分 野 よ り も強 く要 請 され てい るの が,情 報 処

理 教 育 て あ る。 そ れ だ けに,こ の要 件 を 満 た す 技 法 が強 く要 求 さ れ てい る

ので あ る。 この た め の効 果 的 手 法 の 一つ が視 聴 覚 教 育 で あ るこ とはい うま

て もない・ したがって・他 の糖 分野以上 に視聴山 育技法 の鞭 的採用

が 必 要 な ので あ る。

過 去 の情報 処 理 技 術者 教 育 の 担 当者 は,情 報 処 理 技術 の分 野 の 専 門家 で

は あ った が,教 育 の専 門家 では な か っ た。 した が っ て,専 門的 知 識 を披 歴

す る こ とは で きた が,効 果 的 な教 育 を行 な うこ とに関 して は かな り無知 で

あっ たrそ れ ゆ㌘ 情報処醐 緒 教育猫 拠 イ祓 われてい るにしては,

その実効 と＼・う観点か らす るとか な りお粗末 とい わざるを得 ない のである。

残 念 な こ とには,教 育 担 当者 が そ の こ とに ほ とん ど気 が つ い てい ない し,

学 習者 も内容 が内 容 で あ るだ け にや む 得 ない こ とだ と考 え て し まっ ている。

この よ うな免 疫 的 傾 向 に刺激 を与 え,情 報 処 理 技術 者 教 育 の質 的 向上 を促

が す に は,教 育 の 専 門家 が制 作 した視 聴 覚教 材 が 大 きな意 味 を もつ。 この

種 の刺 激 が な いか ぎ り,情 報 処 理 技術 教 育 担 当者 は 相 も変 らず 自己 流でい

い力噸 醐 青服 別 つづ けることとなろ う・一 方・ 学瀦 もそ憤 当然

の ζ とと して受 け 入 れ る体 質 にな っ て しま う。 これ で は ど うし よ う もない

ので あ る。 こ の よ うな 弊害 を打 ち やぶ る刺 激 とし て視 聴 覚教 育が 意 味 を も

＼
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ってい るのであ る。

情報処理鞘 の殿 順 い・他の分野の鯛 ・どの鮎 動 もな
い 、,

教育心理緒 や学 翫 ・理学者 の粉 な検討 もな されてい ない
.輔 効果 、

い う観 点 か らす る と・ そ の 縮 内容 も展 開1鵬 もか な りの問 題 を は らんで

い るのが 実 情 で あ る・ ・鳩 聴 す る機 会 は な か な か
つ か め な い.し か し,

視麟 教育の手法が持ち込まれる・・を契熾 過去の教育内容峡 開順

序の妥当性相 輪 れる・・にもなる・蹴 な技法 ・か手法 とか醐 り入

れ られない ことには・ ・れ までの情報処醐 育の誤
ったパ ・一 ンがそのま ・

掴 定 して しま う恐れが ある・ ・の固定イヒを打ちやぶ る使命 の_部 を硫

覚教 育が もってい るといって も過言ではあるまい
。

概 覚教材 を校 定な情報処 理鰭 ⇒ 入す ることは
,そ の内容 の標準

化 に も貢献 しよ う・r鞘 内容 の標準化 の限界」 ・い う醜 も才 分順

討 され・ その有効性鹸 証 された概 麟 材 を導入す ることに よ
って,そ

の限界を打破す る ことに もつ なが るのである
。

以上みて きた ように・概 髄 育の情報処理技術者教育の分 野での可 能

性 と歳 時 散 大 きい のである。 ・の可能性 ・誌 ・を前 向きの姿勢で

受け とめ,そ の有 効活用碩 剣順 討す ることこそカ・
,今 後の情報処理技

縮 教育曜 全でか つ効果的納 容へ ・推進す る足が か り・なるのである
。



'

'



2.OHPの 特 性一





2・(垂遍 性

視 聴 覚教 育機 器 には さ ま ざ まな ものが あ る。 映画,ス ライ ド,テ レビ,マ グ

不 ッ ト,フ リップ ・チ ャー ト(掛 図),OHPな どであ る。 黒板 も立派 な視 覚

教 育機 器 で あ る。 この よ うに数 あ る教 育機 器 のそれ ぞ れ が 個 有 の よい 特 性 を具

えてい る。 しか し,ど の視 聴 覚 機 器 を とっ て も万 能 で あ る とはい え ない。 あ る

場 面 で は,黒 板 が 最 高 の偉 力 を発 揮 す るか も知 れ な い。 別 の 場 面 で は,ス ライ

ドの方 が 効果 を 期待 で きるか も知 れ ない。 大切 な こ とは,ね らい に見 合 った 視

聴 覚 機 器 を 採用 し,し か もそ の機 器 の特性 を最大 限 活 用 す る こ とに つ きる。

・OHPは ,他 の機 器 に比べ て い ろい ろ違 った特 性 が あ る。教 材 制 作 で生か せ

る特 性 と機 器 の操 作 面 で の特 性 とが あ る。 前者 は,効 果 の あ が る学 習 用 ソフ ト

ウェ アの開 発 に欠 かせ ない もの であ り,後 者は そ の ソ フ トウェ ア(つ ま り,視

覚教 材)を 活用 す る さい に重 要 とな る もの で ある。 い ず れ に しろ,OHPは 後

述 す る よ.うな特 性 が あ るが ゆ え に,教 育 場 面で の汎 用 性 が あ る。 この よ うな理

由か ら,多 数 の機器 の うち か らOHPを 選 択 し,そ の特 性 を生 か した効果 的 教

材 の作 成 を試 み た の で あ る。

こ こで は,教 材 制 作 面 で の特 性 とOHPの 操作 面 で の特 性 に大 別 して述 べ て

み る。 教 材 制 作 面 で の特 性 は,今 回のOHP教 材 の作成 に極 力 生 か そ うとした

もの で あ る。 一 方,操 作 面で の特 性 は,こ の教 材 を現 場 で 活 用す る に あた っ て

考 慮 に入 れ て欲 しい もの で あ る。

ノ
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21教 材 制作 面 での 特 性

21.1自 作 容 易性

OHPが 黒板 につ い で よ く利 用 され てい る最 大 の 理 由 は,教 材 制 作 の 負

担PS少 ない ことで あ ろ う。 セ ・フ ァ ン ・P－ ルか プ ラ スチ ック ・シー トが'

あ れ ば手 書 きで容 易 に作 成 で き る。 また,複 写機 を用 意 して おけ ば 原画 を

も とに何 組 もの教 材 が 作 れ る。 今 回 は,感 熱 法 の複 写 機(サ ー モ フ ァ .ック

ス)を 用 い て教 材 を作 成 した。 複 写 機 を用 い れ ば,テ キ ス トの 中 の図や 写

真 をそ の ま まOHPに す る こ とが で き る。 た だ し,こ の場 合 に は 画 面 の 中

の図 や 文字 が小 さす ぎ た り,余 計 な 情報 が 入 っ た りす る.ので 効 果 の 面で は

鯛 が残 る・ したカ1つて・今 回のo耳P教 材casこ の方法 一 切用 いてい ・

な!'。

..、1一

と もあれ,OHP機 器 の ステ ー ジ に のせ る透 明 シー トは17セ ンチ四方,

ttま埣25セ ンチ 四 方 もあ るの で・ 色 を塗?た り・ カ ラー'ブ トを張 っ

た りす る ことが で き る。 レか も,映 画,ス ライ ドあ るい は ビデ オ教 材 とち

が っ て 簡単 に手 細工 で教 材 が 作 れ る。 また,自 作 が 容 易 であ る こ とか ら,

授業 の あい 間 に新 しい 教材 を作 成 し て追 加す る こと もで き る し,気 に入 ら

ない 教 材 に手 を加 え て改 善 す る こ ど もで きる。 ・ 、

21..2'表 現,使 用 法 の 多 様 性

OHPの 教 材 制 作 面 で の第2の 強 味 は,多 彩 な 表 現 が で き る・こ とであ る。

黒板 と同 じ よ うに,補 足事 項 を 書 き加 え なが ら説 明 す る こ と もで き る。 掛

図 や スライ ドと同 じ よ うな表 現 と使 い方 も可 能 で あ る。 しか も,色 彩 を 自

由 に使 うことが で き る。 カラー化 によって,強 調 点 を明 確 に し,識 別 を容易
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にす る と と、もに,色 彩 を効 果 的 に用 い るζ と に よっ て,受 講者 が 自然 に学

習 内容 に引 きつ け られ て ゆ くこ之 も期待 し得 るの であ る
。

OHPの 具 体的 な表 現 法 は 「3.OHPの 基 本 的作 成 パ ター ン」 の 章 で 詳

述 す るが・ 今 回 の教 材 制 作 では,オ ー バ レイ法 … 一 ・法
,実 物投 映法,

スライ ド ・チ ャー ト的 用 法
,マ スキ ング法,平 行移 動 法,偏 行移 動法 な ど

の手 法 を 採 用 した。

な お・OHPは 他 教 材 との併 用 が 容 易 に行 な え る特 性 もあ る
。 テ レビ,

映 画,ス ライ ドな どと併用 すれ ば ,そ れ ぞ れ の持 っ てい る 良い 点 や欠 点 な

どを補 な っ て・ い っ そ うの効果 を あ げ る こ とが で きる
。 また,板 書 とマ グ

不 ッ トとの 同 時併 用 も効果 的 で,変 化 を持 たせ る こ とが で きる。 白板 に投

映 す る方 法 を とれ ば,投 映 画 面の うえ に赤 や 紫 の チ ョー クで補 足 記 入が で

き るo白 板 が使 用 不 能 な らOHPシ ー トの うえ に
,セ ロフ ァン.ロ ー ル を

のせ て おい て・ そ こ噸 加 記 入 して も よ
.L…HP原 図を作 る さい意 図 的

に 未 記 入 の個 所 を作 っ てお き,授 業 場 面 で受 講者 に発 問 しなが ら ブラ ン ク

を補 なっ て ゆ く。 これ は,受 講 者 の 思考 力を 高 め
,学 習 に参 加 させ る手 法

と して極 め て 効果 的 とい え る。 投 映画 面 上 に 記 入す る だけ で な く
,黒 板 に

)板 書 しなが ら行 な うの も
よい。OHP－ 辺 倒 で は あ きが くる し,変 化 が 乏

し くな る。 随 所 で板 書 と併 用 す る こ とで あ る。 本報 告 書 の各 論 の 「原 図 に

対 す る説 明文 」 の 中の"留 意 点"の 個 所 でOHPの 補 足 と して板 書 をす る

必 要 が あ る ことを再 三 強 調 してい るの もこの 理 由に よる
。 しか も,映 画 や

テ レビ と異 っ て・OHPは 必 要 の つ どそ の 場 で板 書 が で き る とい う強味 が

あ る のだ か ら,こ の 特 性 を ぞん分 に生か す こ とであ る
。

今 回 のOHP教 材 で は採 用 し きれ な か っ た が ,マ グネ ッ トの 同時併 用 も

面 白い。 投 映 したOHP画 面 に あ らか じめ 用 意 した マ グネ ッ ト板 を説 明 に

|
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合 わせ ては っ て ゆ く。 マ グネ ッ トで あ るの で 自 由に 動 かぜ る。 した が っ て,

コ ン ピュー タ内 部 で の命 令 の 解'読 と実 行 な ど とい っ た 動 きを説 明 す る場 面

に は うって つ け で あ るo

21.3ス テ ップ ・バ イ ・ス テ ップ の 組立 て

黒板 の特 性 の 一 つは,説 明 の テ ンポに合 わせ て徐 々 に情 報 提 示 を 行 な い,

視 覚 的な組 立 て が実 現 で き る こ どで あ る。 この特 性 は,学 習 者 に最 適 な 情

報 を与 え,説 明 の焦 点 を明 確 に し,し か も学 習 者 の ペ ー スで の展 開 を可 能

にす る。 した が っ て,こ れ は 極 め て効 果 的 な視 覚 投 法 とい え よ う。.

ところ で,こ の よ うな ステ ップ ・バ イ ・ステ ップの 情報 提示 がOHPで

も容 易 に行 な え るの で あ る。 説 明 内 容 に合 わ せ て,新 しい視 覚 情報 を 徐 々

に積 み重 ね てい くオ ー バ ンィ の手 法,画 面の 全 体 または 特 定 個 所 を透 明 な

用 紙 で か くして お き,そ の 用紙 を必 要 のっ ど と りはず しな が ら説 明 して ゆ

くマ ズキ ン グの手 法 な どが これ に あ た る。 精 密 な 画 面や 着 色 した 画 面を 簡

単 に合成 した り,分 解 して 提示 した りす る こ とが 自由 自在 に 行 な え るの で

そ の威 力は 黒板 を しの ぐこ とが で き る。

この よ うな ステ ップ ・バ イ ・ステ ッ プの組 立 て,な い しは 分 解 の特 性 は,

さ きにふ れ た"表 現,使 用 法 の 多 様 性"を ささ え る重 要 な要 素 で もあ る。

今 回 のOHP教 材 の制 作,に 当 っ ては,オ ーバ レイ法 と マ スキ ン グ法 を 随

所 で 採用 し,ス テ ップ ・バ イ ・ステ ップ の情報 提 示 が 行 な え る よ うに極 力

配 慮 した。

21.・4動 画 の可 能 性

OHPは,ス ラ イ ドと同 じ よ うに 静止 画 像 だ け しか 提示 で きない と思 わ
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、

れ が ち であ る。 し か し,ち よっ と工夫 をす れ ばOHPで 動 きを 示 す ことが

で き る。 固定 した 画 面上 に可 動 シー トを うわ 乗 せ して ,左 右 あ るい は 前後

に スラ イ ドさせ る と,投 映 画 面 の平 行 移 動 が 実現 で きる。 固 定 し た 画 面

;(
ベ ー スに な るシ ー ト)上 に 回転 す るシ ー トを スォ

ップ どめす る と,回 転

移 動 が で きる。 また,ベ ー スにな るシ ー トの 紙 枠 に 反 転 で き る よ う に

プ ラ スチ ッ ク ・シ ー トを セ ・テー プ で貼 る と,対 称 移 動 を行 な わせ る こ と

もで き よ う。 さ らに は,偏 光板 を シー トに貼 る こと に よっ て,流 動的 な 表

現 を示 す こ と もで きる。

OHPに 動 画 的 表 現 を 適用 す る と,動 きに よる説 明効 果 を 高 め
,視 覚 教

材 に変 化 を もた らす こ とが で きる。 それ に学 習者 に意 外 感 を与 え る と同 時

に映像 印 象 を 深 め る効 果 もあ る。 今 回作 成 したOHP教 材 では
,こ の種 の

実効 を得 るた め に,前 出 の各 種移 動手 法 の うち の平行 移 動 法 と偏 光 移 動法

を採 用 してみ たo

2.1.5学 習 の プ ログ ラム 化 の効 用

OHPは,多 様 な 表 現 が で き,し か も容 易 に 自作 で きる。 また ,ス テ ッ

プ ・バ イ ・ス テ ッ プの組 立 てが可 能 な こ とか ら視 覚 教 材 と して,他 の教 材

にみ られ ない ほ どの柔 軟 性 と汎 用 性 が で て くる。 その 結果 ,授 業 の導 入 か

らま とめ まで の全 過 程 をOHP教 材 を 中心 に プ ・グ ラ ム化 して ゆ くこ と も

で き る。 綿 密 な学 習 の順 序 を工夫 し,プ ログ ラ ム化 した うえ で ,そ の プ ロ

グ ラ ム内容 を 十分 に反 映 したOHP教 材 を 完成 す ると ,こ れ まで の講 義 で

は考 え られ な か っ た よ うな 精巧 な授 業展 開 が行 な え る。 さ らに,集 団 反応

装 置(ア ナ ライザ ー)と 併 用 し て,プ ロ グ ラム学 習(PI)の プ ログ ラ ム

呈 示 部 分 にOHP教 材 を活 用 す る と,集 団対 象 の プ ログ ラム学 習 の実現 も
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可 能 とな るo

ま た,個 人 や グノレー プに課 題 や 事例 研 究 を出 し,そ の結 果 を シー ト上 に

ま とめ させOHPで 映 して発 表 させ る こと もで き る。 あ るい は,テ ー マ を

与 え,そ の 中か ら どの よ うな 問題 が あ るか を シー トに ま とめ させ て発表 さ

せ る よ うな方 法 もとれ る ので あ る。

2.2操 作面 での特 性

2.2.1操 作 の 容 易 さ

教 育機 器 が有 効 利 用 され るか ど うか の き め手 の一 つ に,そ の 操 作が 簡 単

に行 な え るか ど うか が あ る。 操 作 が 面倒 だ と,購 入 直後 は 活 用 され＼るが,

何 時 の 間 にか敬 遠 され 書 庫 や 教 室 の す み っ こでほ こ りをか ぶ っ て し ま うか

あ るい は,興 味 あ るご く一 部 の人 々 の道 具 として 細 々 と活 用 され る運命 と

な るo

OHPは,そ の構 造 は 大 変 簡 単 であ り,誰 で も操 作 が で き る。 電 源 スイ

ッチ を 入れ,ピ ン トを合 わせ る だ け の こ とだか ら,何 らの操 作 訓 練 も不 要

で あ る。1分 もあれ ば,そ の要 領 は の み こめ る。 そ れ ゆ え,単 に教 師が 使

用 す るだ けで な く,学 習 者 が 何 か を発表 す る場 合 で も楽 に操 作が で き る。

2.2.2近 距離 拡 大 映 写

映 画 や スライ ドの場 合 は,か な り遠 く離 れ た個 所 か ら投 映 し ない と一 定

の大 き さの映像 が得 られ な い 。 しか も,映 写機 を教 室 の後方 だ とか,教 室

の 中央 あ た りに 設 置す る必 要 が あ る こ とか ら,種 々の 不都 合 が生 じて し ま

う。 テ レ ビや掛 図(フ リッ プ ・チ ャー ト)と な る と画 面 の 大 き さが 固定 し
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てい る ことか ら,必 然 的 に学 習 対 象者 の人数 が制 限 され て し ま う。

OHPは,近 距 離 で大 きな映像 を うる こ とが で き,し か も,わ ず かな 前

後 移 動 で 画 面 の大 きさが 自 由 に調整 で き る。 スク リー ンの大 きさ さえ確 保

され て おれ ば,学 習 者 の人 数 に合 わせ て最 適 な画像 の大 きさに で き る。 何

よ りの強 味 は,教 卓のす ぐ近 くにOHP機 器 が 配 置で きる こ とで あ る。 教

師 の無 駄 な動 きは不 要 とな り,ス ク リー ンに投 映 され た 画 面 を直 接 ポイ ン

トしなが ら説 明 で き る。 この ことか ら,投 映画 面 と教 師 が 一 体 化す る こ と

に なり,教 育効 果 は 一 段 と高 まる。 教 師 が 余計 な神経 を使 うこ とは 少 な く

なる し,学 習 者 は視 覚 情 報 と一体 化 した 教師 に だ け焦 点 を 合 わせ れ ば よい

の だか ら,無 用 に 視 線 を動 か した り神経 を使 った りす る負 担 が な くな る。

2.2.3対 面 操 作

OHPは 近距 離 拡 大性 が あ り,操 作が 簡 単 で あ る こ とか ら,学 習 者 と向

い あっ た形 で講 義 を進 め る こ とが で きる。 映画 や ス ライ ドの場 合 は教 室 を

暗 くす るため・学 習者 の学習状況 を把握 することは困難 である。 学習者の反応 を把

握 して,そ れ にふ さわ しい ダイ ナ ミッ クな展 開 な どは 望 め ない。 しか も,

情報 が一 方 的 に学 習 者 に 流 れ るのみ で,そ の 間教 師 が しゃべ る こ と も学 習

者 が質 問 す る こ と もむ ず か しい 。 せ いぜ い 映 写 が終 っ た あ とで,教 師が ま

とめ た り学習 者 が 質 問 す る程 度 に と どま る。

と ころ が,OHPは1枚1枚 教 師 が操作 し,学 習者 に 面 と向 っ て 解説 し

てい くこと に よっ て,学 習 反応 を 的確 に と らえた説 明が で き る。 教 師が視

線 を学 習 者 に向 け て,し か も身ぶ り手 ぶ り の 補 助的 視 覚 教 材 が 加味 され る

の で,学 習者 の集 中 度 は 高 ま る。 その う
,え,提 示 方 法 を工 夫 した り,必 要

に応 じて学 習者 に発 問 した りす る こ とが で き るので,授 業 は 活発 にな り,
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学 習 者 の学 習 意 欲 を高 め る こ とが で ぎる。 ノ

この よ うな対 面操 作 の特性 を生 か す こ とに よっ て,教 師 と学 習 者 間 の コ

ミュニ ケ ー シ ョ ンは十 分 に確 保 で きる。

2.2.4.明 室 投 映

OHPは 明 るい 教 室 で スク リー ンに投 映す る こ とが で きる。 これ も,映 画

や スライ ドの よ うな 機 器 に は み られ ない 操 作 上 の大 きな特 性 で あ る。 教 室

を 暗 くしてOHPを 使 用 す るケ ー スに しば しば 遭 遇 す る こ とが あ るが,こ

'れ は あ ま り感 心 で き ない
。 明 室投 映 が で き るが ゆ え に,対 面操 作 の効果 が

高 ま るめで あ り,ま た,板 書,フ リップ ・チ ャー トあ るい は マ グネ ッ トな

どの他 の視 覚 教 材 との併 用 に よっ て変化 を もたせ る こ とが で き るので ある。

明 室投 映が 可 能 な こ とは,学 習者 が ノー トを と るの に も都 合 が よい。 そ

れに何よりも問題 なの は部屋 を暗 くする と学習者 に眠気 を促がす ことである。 学

習 者 を眠 らせ た の で は,視 覚 教 育 は全 く意 味 を な さ な い こ とは い うまで も

ない。 この こ とか ら も,明 室 投 映 は大 きな意 義 を もっ てい る ので あ る。

2.2.5選 択提 示性 と反復 投 映

OHP教 材 は,用 意 した もの を 全 て投 映 す る必 要 は な い。 学 習 者 の理 解

度 と反応 に応 じて,適 当 な教 材 だ け を選 択 して 提示 す れ ば よい。 あ る時 に

は,質 問 に対 して補 足 提示 す る場合 に使 っ て も よい。 場 合 に よっ ては,時

間 との 兼ね あい で,あ ま り重 要 度 の高 くな い 教 材 は 割 愛 して もよい。 時 に

は,展 開順 序 を が ら りと変 えた ダ イ ナ ミックな 情 報 提 示 もで き る。

OHPの 選択 提 示 性 と提示 順 序 の 容易 な変 更 性 は,映 画,VTRあ るい

は スラ イ ドで は 実 現 が 極 め て 困難 な特性 で あ る。 しか も,重 要 な ポ イ ソ ト
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を含 ん だOHP教 材 は,何 回 か にわ た って反 復 提示 す る こ とが で き,こ れ

に よ っ て必 要 な 知 識 を確 実 に定 着 させ る こ とに な る。

2.2.6機 器 の移 動性

OHPの 機 器 は,そ の重 量 も軽 く他 の場所 へ の移 動 も簡 単 で あ る
。 ス ク

リー ンさ え用意 して あれ ば どこで で も利用 で きる。 最 近 で は ,ポ ー タブ ル

な ケー スに 収 まるOHPも あ る。 した が って どこの 場所 に で も簡 単 に持 ち

運 び で き る。 この こ とが,OHPの 汎 用性 を 大 い に高 め てい る。 各 種 の研

修 大会 だ とか,ち よっ と した 会 議 な どでの利 用 が盛 んな 理 由 の一 つ には,'

この移 動 性 が 貢 献 して い る とい え よ う。.

他 の 場所 へ の移 動 が 容 易で あ る こ とは,特 定 の教 室 内 で 自由に 動 かす こ

とが で きる こ と も意 味 してい る。 画 面拡 大 の た め に ,前 後 に楽 に動 か す こ

とが で きる。 学 習者 の死 角 を最 少 にす るた め に左 右 に簡 単 に動 かせ る
。

2.2.7教 材 管理 の 容 易性.

視 覚 教 材 を活 用 す る立 場か らす る と,そ の教 材 の保 管 ・管 理 が 面倒 で な

い こ とが 必 須 とな る。 場所 を とっ た り,そ の整 理 の た め に時 間 がか か っ た

りす る と,と か くい やが られ る。 そ の点OHP教 材 は そ の 大 きさが 画一 化

され て い る こ と,17セ ンチ か ら25セ ンチ 四 方 の 手 ごろ な大 き さで あ る

こ と,あ ま りか さば ら.ない こ とな どか ら,そ の保 管 と管 理 もさほ ど負担 と

な らない 。OHPシ ー トの紙 枠 か シー ト画 面 の片 す み に整 理番 号 をつ け て

お け ば,短 時 間 で容 易 に整 理 で き,保 管 で きる。

以 上 述 べ て きた よ うに,OHPは そ の操 作 面 で 各種 の特 性 を もっ てい る。

しか し,と か く角 度 に よっ ては み に くい とい っ た死 角 が で きる こ とと,使
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用 過 多 に な る と明 室 投 映 とい う性 格 か ら学習 者 が疲 労 しや すい とい っ た欠

点 が あ る。 この よ うな欠 点 を最 少 限 にす る よ うな使 用 上 の工 夫 も忘 れ て は

な らない 。 と もあ れ,OHP教 材 を使 用 す るに あた っ て は,こ れ まで分 析

し て きた よ うな 操 作 上 の 特性 を十 分 に生 か す よ うな配 慮 が肝 要 とい え る。
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3・OHPの 基 本的 作 成パ ター ン





3.OHPの 基 本 的 作 成 パ タ ー ン

前章 で は,OHP教 材 制 作 面 での 特 性 と して,多 彩 な 表現 法 と使 用 法 が 適用

で きる こ と,ス テ ップ ・バ イ ・ス テ ッ プの組 立 てが 容 易 で あ る こ と
,動 画 の工

夫 が で き る こ とな ど を紹介 して きた。 これ ら特 性を 生 かす こ とに よっ て
,OHP

は 非常 に変 化 に豊 ん だ各 種 の表 現 が で き る。 したが っ て,従 来 の視 覚 機 器 を卓

越 した 真 似 ので きない よ うな 表 現 法 を採 用 す る こ とが 可 能 とな る。OHPの 特

性 を 十 分 に把握 し,そ れ を正 し く生 か す な ら,素 晴 ら しい 教 育効 果 が期 待 で き

るの で あ る。

この章 では,今 回 のOHP教 材 制作 に あ た っ て適 用 した基 本 的 な 表 現 パ タ ー

ンだ け に焦 点 を合 わせ て説 明 す る こ とにす る
。 た だ し,こ こで報 告 す る ものだ

け がOHP作 成 の パ ター ンでは ない こ とをつ け加 え てお く。 ち よっ とした 工夫

をす るな らぱ,も っ と もっ と多様 な パ タ ー ンを生 み だす こ とが で きる
。 な お,、

基 本 的 パ ター ンの 説 明 に あた っ て は極 力今 回制 作 し た教 材 を サ ン プ ル と して と

りあげ る よ うに したo

3.1オ ー バ レ イ 法

オ ーバ レイ法 は,先 述 した ステ ップ ・バ イ ・ステ ップ あ特 性 を活 用 した表

現 法 であ る。 視 覚教 材 を 作成 す るに あた っ て留意 すべ き こ とは ,一 度 に 提示

す る情報 量 が過 剰 に な らな い こ とで あ る。 提 示情 報 量 が 多す ぎ る と,学 習者

は うん ざ り して,注 意 して み る気 もし な くな る。 そ れ に,焦 点が ぼ け て し ま

う。 これ では,視 覚教 育 の意 味 が な くな っ て しま う。 オーバ レイ法 は ,こ の

o
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よ うな危 険 を排 除 し,説 明 に合 わぜ て必 要 な情 報 を ステ ッ プ ・バ イ ・ステ ッ

プで っ み 重ね て ゆ くこ とにそ のね らい が あ る。

この オ ー バ レイ法 のか ら くりは,図3-1に 示 した通 りで あ る。 最 初 か ら

提示 して お きた い情 報 や 図表 は,ベ ー スとな る シー ト上 に記 入 して お く。 最

.初 に追 加 す べ き情 報 は,、1枚 目の オ ーバ レイ ・シー トに収 容 して お くoっ ぎ

の情 報 は2枚 目の オ ーバ レイ ・シ ー トに,さ らに っ ぎ の情 報 は3枚 目のオ ー

バ レイ ・シ一二トとい っ た具合 い に そ れぞ れ の シー トに 情報 を分 散 させ てお く。

図 で示 し てい る よ うに,完 成 した シー トはOHPの 紙 枠 に セPテ ー プか 糊 で

固 定 し て お く。 実 際 に使 用 す る場合 には,図 示 して い る ご と くまず ベ ー ス ・

シー トの 部分 だ け を投 映す る。 そ の あ と説 明 につ れ て1枚 目の シー トを オー
/

ノミレイす る。 さ らに,ス テ ップ ・ノミィ ・ステ ップに2枚 目,3枚 目 とっみ重

ね て ゆ けば よい。 な お,オ ー バ レイ ・シー トは4枚 程 度 を 限 度 とす べ きであ

る。 オー バ レイ 枚 数 が 多 くな る と投 映 画 面が 暗 くな り,見 づ らい 。 また,操

作 も面倒 に な る。今 回 の教 材 作 成 では この 点 を考 慮 し,4枚 以 上 の オーバ レ

イ は行 な わ ない ことを原 則 とした。

オ ーバ レイ法 の具 体 例 を,図3-2と 図3-3で 示 してい る。

図3-2は 普通 の オー-7〈レイ法 で あ り,徐 々 に 情報 を追 加 す るや り方 を と

っ てい る。 まず,ベ ー ス ・シ ー トで 映像 表 示 装 置全体 の構 造 と出力機 能を 説

明 す る。 つ ぎ には,こ の装 置 が 入 力機 能 も兼 ね 備 えてい る こ との説 明 に 入 り,

1枚 目を鍵 盤 の 部分 に オ ーバ レイ す る。 さ らに,別 な 入 力 方法 として2枚 目

を画 面の 部分 に オーバ レイ し て,ラ イ ト ・ペ ンの説 明 を す る。

この よ うに説 明 に 同期 させ て必 要 な 部分 を オ ーバ レイ してい くの で あ る。

な お,図1-2の タ イ トノレの部分 に か っ こで2-16「 映 像表 示装 置」 と し

てい る のは,こ のOHP教 材 の整 理 番 号 と教材 タイ トルで あ るoこ れは,各
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!

方 法1・
'

.ヒロゾー ノで 固定

.

紙枠
層

(3枚 目 の オ ー バ

レ イ ・シ ー ト)

/ 、

(2枚 目 の オ ー バ

レ イ ・ シ ー ト)

〆'、

(ペ ー ス に なる シ ー ト)

、一 ノ

、

(1枚 目 の オ ー バ

レ イ ・ ソ ー ト)

ノ法2

ノ

セ ロ テー ゾ で固定

(・1枚 目 の オ ー バ

レ イ ・ シー ト)

(3枚1・1の 一6一 バ レ イ ・ シ ー ト)
(1枚 目 のM・ 一 ・・レ イ ・

シ ー ト)

/

.ヒロテー ノで固定 セロテーゾで固定

、

.

'、

(ベ ー スに なる シー ト)

＼.ノ

枚 目 の オ ー バ レ イ ・ シ ー ト) ＼ ノ (2枚 目 の オ ー バ レ イ ・ ン ー

、

図3-1オ ー バ レ イ法 の 原 理
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1)ベ ー ス に な る シ ー ト
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2)鍵 盤¢)部分 にオ ー バ レイ(1枚 目)3)画 面 の 部 分 にオーバレイ(2枚 目)

コ コ 　 コ 　ロ　コ　ロ コ コ コ コ 　

ll
l .1

欝
欝

1

-

l

l

l

ll
lI

l含1
|cl

L________1

図3-2オ ー一一くレ イ 法 の 例(そ の1)(2-16「 映 像 表 示 装 置 」)
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「 一 ー ー 一 一'一 一 一 一 ー ーー 一 一 一 一1

11

i函 竃 …■
;
+一 ーーーー デーN処 理部門 「=了l

i鷺 遷 罫i
L_______________」

2)1枚 目の 「人手」の部分を取除いて2)2枚 目の 「郵送」の部分を取 除い て 、
オーバ レイ(2枚 目)オ ーバ レイ(3枚 目)

図3-3オ ーー一くレイ法の例(そ の2)(1-19「 デー タ収集 の方法」)

論 の 部分 で詳 説 してい る どの教 材 にあ た るか を示 してい る。 以 下,掲 載 した

全 て の教 材 例 で 同様 の表示 を して おい た 。 した が っ て,必 要 が あれ ば,各 論

の 該 当個所 を参 照 し て欲 しい。

さて・ 図3-3は 図3-2と ぽ若干 用法 が異 なる。単 に画 面 を積 み 重 ね る方

法 では ない。 ベ ー スの 部分 は そ の ま ふで あ るが,オ ー バ レイ ・シ ー トは つ ぎ

っ ぎ と のせ か え る。 こ の例 で は,デ ー タ収 集 の方 法 と して,ま ず1枚 目の シ

ー トで 「人 手 に よる方法 」 を説 明 す る
。 この 説明 が終 る と1枚 目を取 除 い て,
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2枚 目を オー バ レイ し 「郵送 に よ る方 法 」 を具 体 化 す る。 さ らに,2枚 目 と

3枚 目を 入 れ か え て 「通 信 回線 に よる方 法 」 の 説 明 に移 る。 この よ うに,情

報 の 一 部 を 取 換 えなが ら投 映す る手 法 も可 能 な の が オ ーバ レイ 法 で もあ る。

32リ バ ー ス 法

通 常 のQHpta材 では,文 字 や 線 の部 分 が 黒 や色 彩 で映 し 出 され,他 の部

分 は シー トが 透 明 で あ る こ とか ら必 然 的 に明 る く投 映 され る。 とこ ろ で,リ

バ ー ス法 は こ の逆 で あ る。 写 真 の ネ ガ に相 当す る のが リバ ー ス法 とい え る。

この原 理 を示 してい る のが 図3-4で あ る。 文字 の 部分 だ け が透 明 で,生

地 の部 分 は 不 透 明 で あ る。 そ れ ゆ え に,投 映 した 結 果は 文 字 の 部分 だ けが あ

ざや か に写 し出 され,他 の部 分 は暗 い感 じ とな る。 リバ ー ス法 は 明室 で幻 燈

器 と全 く同 じ効 果 を得 るこ とが で きる。 文 字 や 線 の 部 分は,透 明 に明 る く浮

き出 させ る こ と もで き るし,黄,青,緑,赤 な どカ ラ ー で出す こ と も可 能 で ある。

な お,文 字 や 線 の部分 を透 明 に して,あ とで カ ラ ー ・シー トをは りつ け れば

幾種 類 か の色 分 け も可 能 で あ り,色 彩 に よ る識 別 効果 も得 られ る。 リバ ー ス

法 は?幻 燈 的 効 果 が あ るだ けで は な い。 学 習者 の 目 の疲 労度 が 少 ない し,視

図3-4リ バ ー ス 法 の 原 理
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＼

覚 教材 に変 化 を 与 え る こ と もで きる。 今 回 のOHP教 材 で は ,導 入 部 だ とか

まとめ の 部分 で・ 言葉(文 字)に よる情報 を主 体 と した 視 覚教 材 に リバ _ス

法 を 多 く用 い た 。

リバ ー ス法 とい え ど も,普 通 ,のOHP教 材 を作 成 す るの と全 く同 様 の方 法

であ る。 原 画 を複 写 機(サ ー モ フ ァ ック ス)に 通 す とき に用 い るシ ー トが 異

な るだ けで あ る。 普 通 は透 明 の焼 付 け シー トを用 い るが
,リ バ ー ス法 では 不

透 明 の それ を使 う。 赤 色 の不 透 明 シー トだ と,文 字 や絵 が赤 色 で 映 し出 され

る。 黄色 だ と,当 然 黄 色 の文 字 や 絵 とな る。 乳 色 の不 透 明 シー トを使
っ て複

写 す れば,文 字 や 絵 の 部分 が 透 明 に な る。 したが っ て,必 要 の個 所 に カ ラー

、・シー トを は れ ば色 分 けが 実 現 で き,色 彩 効 果 も一 段 と高 まる
。

33マ ス キ ング法

りバ ー ス法 で は,オ ーバ レイ 法 を併 用 す る こ とは む ず か しい
。 生 地 が不 透

明 で あ るが ゆ え に,新 しい 情報 を オー バ レイして も,不 透 明 の上 に追加 さ れ る

こ とに な り何 も映 し出 され ない。 した が っ て,リ バー ス法 で ステ ップ ・バ イ

・ス テ ッ プの 情 報 提示 を行 な うた め には 別 の方 法 を と ら ざる を え な
い。 この

た め に用 い るの が マ スキ ング法 で あ る。

マ スキ ング 法 のや り方 を示 した のが 図3-5で あ る
。 オ ーバ レイ法 と異 な

り,必 要 な す べ ての 情 報 は ベー ス ・シ ー トにお さめ てお く。 た だ し,最 初 か

ら提 示 した くな い情 報 部分 は マ ス クし てお く。 マ スクは ,不 透 明 な用 紙 な ら

何 で もよい。 図 で示 し てい る よ うに,除 去 の都 合 が よい よ うにあ らか じめ何

/
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図3-5マ スキ ン グ法 の原 理

枚 か に切 った うえ で一 片 をOHPの 紙 枠 に固 定 して お けば よい 。 図3-5で

は3枚 の マ スクを用 意 してい る。 最初 は,「 マ スキ ン グ法」 とい う情 報 だ け

が 投 映 さ れ る。1枚 目の マ ス クを 取 除 くと 「○ まず1枚 目の マ ス クを とる」

とい う情 報 が追 加 投 映 され る。2枚 目をは ず す と 「●っ ぎは2枚 目の マ スク

を」 とい っ た 具合 い に追 加 され る。

この方 法 もオーバ レイ法 と同 様 の効 果が 得 られ る。 最 初 か ら沢 山 の 情報 提

示 が な され る よ り,説 明順 序 に した が っ て必要 な 情報 が追 加 され てい ぐ方 が

は るか に焦 点が 定 ま り,映 像 印 象 も強 くな る。 マ ス,キン グ法 は何 も リバ ー ス

法 だけ に適 用 す べ き性格 の もの で は ない 。 通常 の方 法 のOHPに 対 して マ ス

キ ング法 を 用 い て も効 果 が あ る。

こ こで,マ スギ ン グ法 の具 体 例 をみ てお こ う。 図3-6が そ の一 例 であ る。

これ は,リ バ ー ス法 に マ スキ ン グ法 を併 用 した ケー スで あ る。 最初 は 「紙 テ

ー プの 特徴 」 とい う文 字 だ け が投 映 され る。 マ ス クを順 番 に 取 りは ず す こ と

に よっ て,「 ●安 価 な 記 録 媒 体 」,'「 ●安 価 な 記録 機 械 」 な ど とい う情報 が

示 され る こと にな る。 場 合 に よっ ては.「 ●紙 テー プの特 徴 」 だ け を投 映 し,
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学 習 者 に発 問す るや り方 で 進 め て も よい 。 正 しい 回答 が 出 され た ら,そ れ に

該 当 す るマ スク だ けを取 除 くや り方 で あ る。 学 習 者 を ま き込 み ,積 極 的 に参

加 させ るの に効果 が あ る。

別 の 例が 図3-7で あ る。 この 例 では,リ バ ー ス法 を用 い てい な い。 透 明

、な シー トに磁 気 テー プ装 置 を描 い てい る。 た だ し ,読 み書 きヘ ッ ドと真 空 溝

の 部 分 は マ ・ ク し て,ブ ・ 。 ク ・・ボ 。 ク ・イヒ し て し ま う
。 。 の 場 合 の マ 。 ク

は,余 分 の 透 明 シ ー トの 所 定 位 置 に 紙 を は り つ け て お く の で 間 に 合 う
。 こ の

シー トを 最 初 は オーバ レイ して お く。 磁 気 テ ー プ装 置 の全 体構 造 と スイ
ッチ

や ライ ト,お よび2種 類 の リー ルを 説 明 した あ とで,マ ス クが つ け られ た シ

ー トを取 れ ば よい
。 そ の あ とで,読 み書 きヘ ッ ドと真空 溝 の役 割 りを明 らか

にす る。 こ の よ うに,リ バ ー ス法 以 外 の もの に マ スキ ン グ法 を 適用 す る こ と

もで き るの で あ る。
,'

図3-6

紙 テーアの特徴

安価な記録媒体

安価な記録機械

可変長データ

通信機 を使フた データ伝送

(ベ ー ス)

マ スキ ン グ の 例(そ の1)(1-25「 紙 テ ー プ の特 徴 」,リ バ ー ス法

と マ ス キ ン グ法)

一29一



、

磁 気 チーフ装 置

(斜 線 の部分 マスク)

図3-7マ1キ ン グ の 例(そ の2)(2-12「 磁 気 テ ー プ 装 置 」)

3.4実 物 投映 法

OHPで 実 物 そ の もの を投 映 す る こ とが で き る。 プ ラ スチ ック ・シー ト上

に磁 気 コ ア と比 較 物(た とえば マ ッチ俸)と を固 定 して 投 映す る と,磁 気 コ

アの形 状 とそれ がい か に極小 な もの で あ る か を実 感 と して と らえ させ るこ と

が で きるb
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図3-8は,8単 位 の紙 テー プ と6単 位 の紙 テ`プ の実 物 を 投 映す る例 で

あ る。 紙 テ ー プ には,あ らか じめ数 字,英 字,特 殊文 字 のせ ん孔 を ほ どこ し

て あ る もの ふ方 が効 果 的 で あ る。 せ ん 孔 個所 は 光 を通 す か ら,せ ん 孔 の組 合

ぜ が は っ き りと浮彫 りに され る。 数 字 せ ん孔,英 字 せ ん孔,特 殊 文字 せ ん孔

を容 易 に識別 で き る よ うに,そ れぞ れ の 個所 に カ ラー ・シ ー トをは りつ け る

と一 段 とさ え る。手書 きで書いた もの より,実 物 そ の もの を投 映 した方 がは る

か に 印 象的 で あ り,映 像 効果 が高 ま る。

8単 位紙テーア

■● ●

.L2? _'← 一..

・^^`^'^1■'■ ● ■ ■ ■ ● ● ■.

6単 位紙 テーワ。

(
、ベ

ー

ス
)
一

二

枚
目
)

図3-8実 物 投 映 法 の 例(1-24「 紙 テー プ ・コー ド」,実 物 投 映 法 とオー バ レイ 法)

紙 カ ー ド,IDカ ー ド,コ ン ピュ ー タ の 部 品 な ど 実 物 投 映 に ふ さ わ し い 材 料

.ノ

は情 報 処 理 教 育 の 世界 に もふ んだ ん に存 在 してい るので あ る。

今 回 の教 材制 作 には 適用 しなかったが,カ ラー写 真のOHPも 効果的 である。

普 通 の カ ラー 印 画紙 の か わ りに,透 明 フ ィ ノレム に 引伸 ば す 方 法 や大 型 カ ラー

・スライ ド ・フ ィ ノレムを用 い る方法 が あ る。 カ ラ ー写 真 のOHPは,実 物投

映 法 以 上 の効 果 が 期 待 で きる し,適 用 場 面 も広 い とい え る。
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a5ス ラ イ ド ・チ ャ ー ト的 用 法

重要 な図 や何 回 も参 照 す る必 要 の あ る全体 構 造 図 な どをOHP化 して お く

と,ス ライ ドや チ ャー ト(掛 図)の 代 替 とす る こ とが で きる。

ス ライ ドと同等 の効 果 を 得 る には 前 述 した リバ ー ス法 とカ ラー.シ_ト の

併 用 をす る と よい。 掛 図 的 用 法 の 場合 だ と,通 常 のOHPに 必 要 に応 じて色

を つ け る。 もち ろん,リ バ ー ス法 を用 い て掛 図 の効 果 を期 待 す る こ と も可 能

で あ るo

スライ ド ・チ ャー ト的 用 法 の具 体 例が 図3-9で あ る。 この 例 は;掛 図 の

ね らい を主 体 と してい る。 一 般 に用 い られ る記 録 媒 体 の 全容 を示 してい る。

記 録 媒 体の 説 明 過程 で,必 要 の つ ど何 回 も投 映 す れ ば よい。 もっ と も,掛 図

　

とし ての効 果 を最 大限 発 揮 す るにはOHP機 器 を2台 用 い る と よい 。1台 の

機 器 で は掛 図 的OHP教 材 を必 要 な時 間 だ け継 続 的 に 映 し出 し て お く。 他 方

の機器 で は,そ の部分部分 の説 明 をす るた め の教 材 の投 映 をす る。 全 体 と部分

との関係 を絶 えず対比 しなが ら展開で きるので高い学 習効果が得 られ る。

'渓氏チ ーフ.工1》 ∵パンチカード

光学文字
B◇OKOI520

図3-9ス ラ イ ド ・チ ャ ー ト(掛 図)的 用 法(1-18「 記 録 媒 体 」)
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スライ ド ・チ ャ・一 ト的 用 法 ほ ど 大 げ さ で な い も の と して
,板 書 の代 替 的

用 法が あ る。本 来 黒 板 に板 書 すべ き内 容 を あ らか じめOHPシ ー トに書い て

お く。 そ れ を順 次 投 映 して ゆ く方 法 を とれ ば 板書 に要 す る時 間 的 ロ スをな く

す る こ とが で き,学 習者 が 筆 記 す る 時間 を た っぷ り与 え る こと も可 能 で ある
。

た だ し,板 書 で 説 明 し た方 が 明 らか に効 果 的 であ る もの までOHP教 材 とす

るの は問題 が あ る。 また,OHPに した結 果 ,筆 記 す る時 間的 余裕 を少 な く

して,教 師 の ペ ー スで講 義 が 進行 す る危 険 性が あ る こ と も配慮 して お くこ と

が必 要 であ るo

3.6平 行移 動 法

説 明 内 容 に具 体 性 を 持 た せ,分 りやす くす るため には ,映 像 にあ る程度 の

動 きを 入れ た方 が よい 場合 が しぱ しば あ る。 そ の一 つ の手 法 が平 行 移 動法 で

あ るo

可 動 シ ー ト

紙枠

〈 方法1>

●

r

_可 動 シー ト

、
「 、「

ベ ー ス

■

、 ＼ / ノ

＼ ＼/ ノ〉
レール 部 分 切 込み

〈方法2>

図3-10平 行移 動 法 の原 理
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平行 移 動 法 の原 理 は きわ め て 簡単 で,図3-10が それ であ る。 ベ ー ス ・

シー トには静 止 画像 の部 分 だ け を書 い てお き紙 枠 に 固定 す る。 左 右 あ るい は

前 後 へ の 動 きを示 した い 画像 部分 は可 動 シ ー ト上 陥記 入 し てお く。 可 動 シ ー

トは,レ ー ルに は め て計算 尺 の よ うに ス ライ ドさせ て動 か して も よい(図3

-10の 《 方法1》)。 もっ と簡 単 に,ベ ー ス ・シー トの所 要 の 個所 に切 込

み を 入 れ,そ こに可 動 シー トを挿 入 して お い て移 動 させ て も よい(図3-10

の《 方 法2》)o

図3-11が 平 行 移 動 法 の具 体 例 で あ る。 二 つ の数 字 デ ー タ の加 減算 に先

立 っ て,小 数 点 の位 置合 わ せ が必 要 で あ る。 このた め に 「け た移 動命令 」 が

ン

どの よ うに機 能 す るか を,こ のOHP教 材 を用 い て説 明す る。 種 々 のケ ー ス
'

に合 わせ て,け た移 動 の 様 子 を具 体 的 に示 しな が ら展 開 し てい く。 、

A 可動部分一
・00σ0000000101

▲OOIOOOOOOOO

B 可動部分

・ __二___________一_μ

000000000000110110000000

'

図3'-111平 行 移 動 法 の 例(3-13「 け た 移 動 命 令 」)
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37偏 行移動法

偏 光紙 と回 転 型 偏 光 板 を組 合 せ て,電 流 や デ ー タ の 流 れ ,命 令 の流 れ や 指

令 の方 向 な どを表 現 す る こ とが で き る。 ちよ うどNHKテ レビの天 気 予報 で

太 陽 が ち らち ら した り,雨 や 雪 が降 っ た りす る様 子 を 動 きで示 し てい る の と

同 じや り方 で あ る。 そ の原 理 を 図示 した のが 図3--12で あ る
。

OHPツ ー ト上 の動 きを 出 した い部 分 に偏 光 紙 をは りつ け る
。 このOHP

教材 を投 映 して 動 きを 出 した し＼と きは,偏 光 板 を回 転 させ る。 その結 果,ス

ク リー ン上 の画 面 の矢 印 の 部分 が あ た か も流 動 してい る よ うに映 し出 される
。

回転型偏光板 には,手 動式 の もの と電動式の ものとが あるご前者は教師が 自

分 の手 で まわ す必 要 が あ る。 後 者 は,ス イ ッチ を オ ンに す れ ば 自動 的 に回 転

して くれ る。 なお,OHPシ ー トに偏 光 紙 を は る と きには
,回 転板 を回 転 し

ながら働 の方向を確 認 して間 違 った方1輌 な らない よう時 意す る必要

が あ る。 また・ 偏 光 紙 に は・ 赤 ・紫 ・緑 ・青 な どが 用 意 され てい るの で,最

も効果 的 な色 彩 の もの を 利用 す る こ とで ある。

図3-13が 偏光 移 動 法 を採 用 した 例で あ る
。 命 令 が 制 御 装 置 で解 読 され

たあ と,指 令 が どの よ うに流 れ るか を偏 光 移 動 で 示 して い る
。 コ ン ピュー タ

の全 体髄 ρ 把 握 を させ てか ら・ ま とめ と して偏 光 移 動法 で 齢 の流 れ の様

子 をイ メー ジ と して定 着 させ よ うと してい る
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偏光板を

回転させる

偏光紙 を貼 った

OHPシ ー ト

この矢 印が1定 方向

に流動 しているよ う

に映る

図3-12偏 光 移 動 法 の原 理

中央演算処理装置
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図3-.13 偏 行 移 動 法 の 例(2-4「 コンピュータの 構成(2)」,
オー バ レイ法 と偏行 移 動 法)
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3.8色 彩 効 果法

理rlヨまほ とん どの テ レ ビが カ ラー化 してい る。 そ れ な の に視 覚 教材 が 白黒

主 体 で取 り残 され た の で は,違 和感 が生 じる し味 気 ない 。 そ れ はか りで は な

い。 ポイ ン トに注 意 力 を集 中 させ るには,色 彩 の効 果 が あ る。 また ,映 像 を

分 りやす くし,識 別効 果 もで て くる。

この よ うな捨 てが た い 効 果 が あ る ので,今 回 のOHP教 材 では す べ ての も

の に色 彩 を 用 い た。 た だ し,無 用 に 色を 多用 す る と,学 習 者 を混 乱 さぜ た り,

嫌 気 を起 させ た り して か え っ て マイ ナ ス効果 を 生 じさせ る危 険性 が あ る。 そ

こで,通 常 は3色 以 内 の色 彩 に とどめ,か っ,す べ て のOHP教 材 の間 で で

き るだ け統 一 性 を保 つ よ うに配慮 したO

OHPシ ー トに色 彩 をつ け るに は,水 溶 性 ペ ン また は油 溶 性ペ ンを用 い る

方法 との り付きの カラー ・ツー トをは りつ け る方 法 とが あ る。 今 回 の教 材 では,

カ ラー ・シー トを 採 用 した。 カ ラー ・シ ー トに は,赤,ピ ンク,黄,茶,青,

緑,橿 な どが あ るが,今 回 は 主 と して,赤,ピ ン ク,黄,茶,青 を用 い た。

い くつ か の 具 体 例 に もとつ い て,色 彩利 用 の基 本 的 パ ター ンを紹 介 してお こ

う。'

3.81ポ イ ン トの 明 確 化

OHPの 色 彩 と して鮮 明 で 目立 っ のは 黄色 で あ る。 した が っ て,ポ イ ン

トとな る事 項 や 図 には 多 くの 場 合 黄色 を用 い て強 調 した。 そ の一 例 が 図3

-'14で あ るo

記録 技 術 の うち,デ ー タ処 理 とい う観点 か らみ る と,紙 の発 明,活 版 印

刷,タ イ プ ライ タ ー,複 写 技術 は 重要 な ポイ ン トとな るの で黄 色 で統 一 し
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た。 また,タ イ トル的 内容 の もの,っ ま り記録 媒 体 とか 印刷 技 術 とかは う

す い ピン クで 色 づ け した。 なお,通 常 の矢 印は 青 色 で統 一 す る方 法 を とっ

た。

(ベ ー ス)

(1枚 目)

記録技術の発達

亥 字 の遜胡/
'

記録媒体/

粘 土板

∪
パピルス

羊皮紙

「石彩の区別
〆=ン ヒ ン ク,

＼×横 色l

L竺 凶

随 織 急蒸ii翻

'

図3-14 色 彩 効果 法 の例(そ の1)

(1-11「 記 録 技 術 の発 達 」, オ ー バ レ イ 法)

3.、82リ バ ー ス 法 と 色 彩 効 果

リバ ー ス法 を採 用 した 場合 の焼 付 け シー トには す べ て乳 色 不透 明 シー!

(一 般 に シ ルバ ー と呼 ぶ)を 用 い た。 乳色 不 透 明 シ ー トだ と,文 字 や線 だ

けが透 明 に焼 け るの で,あ とで カ ラー ・シー トをは りつ け て 色彩 効 果 を 出
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しや す いか らで あ るb

・・ミー ・法 で色 彩 効果 をね ら二 た一 例 力・図3 -・5で あ る
.。 れ は,文

字 に よる視 醐 材 ひ る・ 文 字 移 用 す る視覚 教 材 剛 力 排 除 ・た い ので

あ るが,ト ピ ック スの導 入部 だ とか ま とめ の 部分 で は文 字 を主 体 と した教

材 に な らざ るを酷 い・ この 例 は ,・ ピ。ク ・の ま ・め 噸 用 した もの で

あ る 。

ピ ンク

黄 色/

シルノミー

黄 色

シ ルノミ一

図3-15

コンピュータ利用の効果

直接的な効果

人件費,事 務費用の減 少!

処理範囲の拡大

正確かつ迅速

事務処理の標準化

間接的な効果

信頼性の向上

事務の簡素化,質 の向上

企業の体質吉改善

企業 のイメージ ・アッフ。

色 彩 効 果 法 の 例(そ の2)(4-30「 コ ン ピ ュ
ー タ 利 用 の 効 果 」

,リ ・・一 ス 法 と マ ス キ ン グ 法)

(ベ ース)

(1枚 目)



図3一 ユ5で タ イ ト ル,つ ま り 「コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 効 果 」 は う す い ピ

ン ク と し た 。 こ れ は 図3-14の 例 で タ イ トル 的 内 容 を ピ ン ク に し た の と

通 じ る 。 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 効 果 は,「 直 接 的 な 効 果 」 と 「間 接 的 な 効 果 」

と が 重 要 な ポ イ ン ト と な る の で,こ れ に は 黄 色 を 適 用 し た 。 直 接 的 な 効 果

と 間 接 的 な 効 果 の 内 容 は カ ラ ー ・シ ー トを は ら ず シ ル ノミー の ま ふ と し た 。

リ バ ー ス 法 で 文 字 を 主 体 と し た 教 材 の 色 彩 は,こ の パ タ ー ン を 基 本 と し

て 作 成 し た 。

38.3同 色 に よ る識 別効 果

同 一 性 質 の 内 容 だ と か,同 一 目的 の 内容 を同 じ色 彩 で提 示 す る とp受

講者 は 視 覚 教 材 の 表現 意 図 を簡 単 に識 別 す る こ とが で きる。 つ ま り,色

分 け に よ る 識 別 効 果 が 高 ま る。 この一 例 が 図3-16で あ る。 この例 は

オ ー バ レイ 法 と色 彩 効 果 法 を 上手 に組 合 せ てい る。

こ のOHP教 材 の ベー ス ・シー、トでは,問 題 処 理 に先 立 っ て プ ・グラ

ム ・ ロ ー デ ィ ン グ を 行 な う必 要性 が あ る こと を強 調 す る と同 時 に,プ ・

グ ラ ム の ロー デ ィ ン グ には,特 別 な プ ロ グ ラムで あ る ロー ダが 必要 で あ

る こ ど を 説 明 す る。2枚 目 を オー バ レイ して,ま ずP－ ダが 主 記憶 装 置

に ロ ー ド さ れ て か ら,こ の ロー ダの 働 きで 実行 用 の プ ・グ ラムが主 記憶

装 置 に 格 納 さ れ る こ とを 明確 にす る。 この た め に,紙 カー ド上 の ・一 ダ

と主 記 憶 域 に記 憶 され た ロー ダ とを ピ ンクに した6ま た,実 行 用 プ ・グ ラ

ムは 茶 色 と した。 な お,矢 印 は 図3-14と 同 じ よ うに青色 で 統一 してい

るo・

な お,他 のOHP教 材 では,入 出 力媒 体 は黄 色,入 出 力装 置は ピ ンク を

適 用 す る ことに 統一 して,色 彩 効果 を得 る よ うに した。
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摩 る廊 「1

i《顯i
慶 色'

内部記憶

嵯 実行用の
フ。ロク ラム

ブ ローダ

ロ一新)グ

[]一 ダ

イ=「

～照 ラムN

(!÷ 一ス)

(1枚 目)

図3-16 色 彩 効 果 法 の 例(そ の3)

(3-4「 プ ロ グ ラ ム の ロー デ ィ ン グ」,オ ー バ レイ 法)

384色 彩 に よ る構 造 的 位置 づ け

複 雑 な構 造 を対 象 にす れ ばす るほ と,全 体構 造 の 中 での 位 置 づ け を明確

に してや る必 要 が あ るσ とか く,初 心 者 は"木 を み て森 を み ざ る"の 危 険

性 に おち 入 りや す い ので教 授 展 開 の 中 で これ に 留意 す る こ とは 当然 で あ る

が,視 覚 教 材 の 中で も配慮 す る必 要 が あ る。

この種 の こ とを意 図 した 例 が,図3-17で あ る。 問題 分 析 に あ たっ て
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は,出 力 分析 ジ 入力 分 析,処 理分 析 が 必 要 で あ るが,こ の 教 材 で は"処 理

分 析 の 内容"を 説 明 し よ うと してい る。 そ の ため に,ま ず 右下 の 図 で処 理

ステ ッ プを黄 色 にす る こ と元 よつ て,こ れ か ら説 明 し よ うと して い る 内容

が,全 体 構 造 の 中で ど こに位 置づ け られ るか を浮彫 りに し てい る。

そ の ため に処 理 ステ ップ の分 析 が いか に行 なわ れ る必 要 が あ るか を流 れ

図パ と順 体化 し・ しか もその主随 黄色 でまとめてい るのである・ た

だ し,'流 れ 図 の始 め と終 りは ご く形 式 的 な もの で'ある の で,あ え て茶色 と

＼＼＼

蕊
＼1息 計

嵩捲計

口
〔

L

」

1色彩の区別

!《 籠i

L>≡当

終/り/

図3-17色 彩 効 果 法 の 例(そ の4)

(3-18「 処 理 内 容 の 分 析 」,ス ライ ド ・チ ャー ト的 用 法)
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「

してい る。 な お、 右 下 の 図 は 入 力分 析 のOHPで は 入 力 スチ ッ プが黄 色 に,

出 力分 析 の それ で は 出力 スチ ッ プが黄 色 に変 わ り,他 の ステ ップ は青色 に

な る よ うに工夫 した。

以 上 四つ の例 で示 した よ うに,今 回 作 成 のOHP教 材 で は そ れ ぞ れ色 彩

に よる効果 を最 大 限 に生 か す よ うに配 慮 した積 りで あ る。 しか し
,各 論 の

部 で 詳 細 説 明 を行 な っ て い る原 図 では 色彩 を どの よ うに したか 全 く言及 し

てい ない 。 した が っ て,各 論 で示 し てい る原 図 を 活用 す る にあ た っ て は ,
d

こ こで 例示 した 色彩 利 用 を ヒ ン トに各 自で 工夫 し てい た だ きた い。
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4.OHP教 材 制作 上 の 留 意 点





4.OHP教 材 制 作 上 の留 意点

これ まで・ 視 覚 教材 の意 義 とOHP教 材 の効 用 お よびOHP教 材 を制 作す る

に あた っ て適 用 した基 本 的 な作成 パ タ ー ンについ て報 告 して きた
。 こ こでは,

今 回のOHP教 材 を制 作 す るに あtfっ て効果 的 な教材 とす るた め に 設 定 した基

本 的妨 針・お よび制作上 の制約事項 幽 して言及す る
.制 約条件 が課 されな

い 環 境 だ と理想 的 な教 材 作成 が 可 能 で あ るが
,当 然 の こ とな が ら予 算 面,投 入

時 間 面,あ るい は準 拠 す るテ キ ス トの 面か らの制 約が 存在 した の で
,そ れを 枠

組 み と して制 作作 業 を行 な わ ざ る を得 な かっ た。 しか し
,制 作 にあ た っ ての基

本 方 針 は,制 約条 件は あ りな が ら も最大 限 遵 守 す る よ うに努 め た
。

1章 で もふれ た よ うに,今 回 のOHP教 材 は ,情 報 処理 技術 者初 級 テ キ ス ト

「難 と応 刷 を ヌ豫 と した もので あっ た。 した が っ て,こ の テ キ ・ トの内容,

特 に テ キ ・ ト内 で示 され てい る図 や 表 を・・か に活用 して ゆ くか が 最 大 の課 題 で

もあ っ た。 しか し,こ の テキ ス トの 図や 表 は もと もとOHP教 材 を 前 提 に工 夫

された もの では な い。 そ こで ,OHP教 材 の特 性 を極 力生 か す こ とを前 提 に テ

キ ス トの 図 や 表 に こだ わ らな い こ とを原 則 と して 出発 した
。 そ の結 果 に つ い て,

ここではテキス トの内容がOHP教 材 にどの よ うに反 映されたか もあわせ て報 告 す る
。

4.10HP教 材 制 作 に あ た つて の基 本 方 針

事 象 とか概 念 とか い っ た情 報 は,こ れ を単 に視 覚化 す れば ,視 覚 教材 と し

て の十 分 な 機能 を果 た して くれ る とい っ た もの では ない
。 効果 が発 揮 で き る

視 覚教 材 とす るため には それ な りの配 慮 と工 夫 が必 要 な こ とは い うまで もな



い 。 そ こで,今 回 のOHP教 材 制 作 の 出 発 点 と して,効 果 的 教材 とす るた め

の基 本 方針 を 定 め た。 この基 本 方針 は,教 材制 作 に 当 た る全 メ ンバ ーが共 通

的 に遵 守 すべ き事 項 と した。 これ を共 通基 盤 と しな が ら,各 自 の創 意 と工夫

を反 映 させ る こ とに したの で あ る。 と もあれ,OHP教 材 の制 作 だ か らとい

っ て,一 般 の視 覚 教 材 を制 作 す るに 当 っ て留 意 す る点 と大 き く異 な る もの で

は ない 。 した が っ て,こ こに示 す基 本 方針 は他 の視 覚 教材 の作 成 の さい に も

十 分 通 用 す る ものが 多 い。

4.1.1学 習 者 に とつ て 効果 が あ る よ うに

視 覚教 材 は,教 師 に とっ て の補 助教材 では な い 。 学 習 者 に とっ て欠 くこ

との で きな い 補 助教 材 で あ る。 こ の 当然 な原 則が とか く忘 れ られ勝 ち で あ

る。 教 師本 位 の手 助 け とい っ た態 度 の作成 が 目立 つ ので あ る。 教 師 の メ モ

代 りで あ っ た り,教 師 の説 明 の都 合 だ けが前 面 に あ らわれ た もの で あっ た

りす るo学 習者 の ことが ほ とん ど忘 れ去 られ た り,無 視 され た りの 視 覚教

材 が 作 られ て い るので あ る。 学 習 者 が 無 理 して 判読 す る必 要 が あっ た り,

うん ざ りす る よ うな情 報 が盛 り込 まれ てい る。 何 も視 覚 教 材 に盛 り込 ま な

くて も よい よ うな情 報 が 教 師 の忘 備 録 の た め に つ け加 え られ てい る。 これ

で は,視 覚教 材 の効 果 は 半減 して し ま う。

視 覚教 材 の 制作 の第1の 原 則 は,学 習者 に とっ て効 果 が あ る よ うに配 慮

す る こ とで あ る。 つ ま り,学 習者 本 位 に制作 す る とい う態 度 が必 要な の で

あ る。 学 習 者 に とっ て 見 や す く,分 りや す く,か つ イ メー ジ に訴 え る よ う

に とい う工夫 が重 要 で あ る。

この"学 習 者 に とっ て効果 が あ る よ うに"と い う原 則 を大 前 提 に,他 の

基 本 方 針 は この こ とを具 体 的 に実現 す るため の もの と して設 定 した。
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4.1.2ね らい に もとつ い た表 現 を

た だ漠 然 と制 作 した ので は,あ い まい な 内容 の視 覚 教材 とな っ て し ま う
。

あ る種 の 内容 を視 覚 化 す る とい うとき には,必 ず ね らい を は っ き りす べ き

で あ る。 ね らいが 明確 な ら・ そ のね らい を達 成 す るた め の 配 慮 が な さ れ る
。

全 体構 造 を把 握 させ たい とい う目的 な ら,そ れ にふ さわ しい表 現 方 法 が み

っか ろ う。 ま とめ をね らい とす るの な ら,別 の表 現 方 法 が で て こ よ う
。 あ

るい は,処 理 の ス テ ップを定 着 させ た い とい うね らい な ら,ま た別 のや り

方 が で て くる。

ね らい に も とつ い た 表現 の工 夫 を す る と,必 然 的 に枝 葉末 節 の 内容 を割

愛 す る よ うに な る。 あれ も,こ れ も と欲 ば っ た 情報 提示 ほ ど危 険 な もの は

ない。 学 習 者 の印象 を深 くし,定 着 を高 め るため には ,余 計 な 情 報 は な く

した 方 が よい。 簡 潔 こそ が視 覚 教 材 の本 命 で あ る。 ね らい に もとつい て
,

枝 葉末 節 な 部分 を思 い切 っ て省 略 して し ま うことを第2の 方針 とした の で

あ るo

/

、

4.1.3言 葉(文 字)よ り絵 に よ る表 現 を

文 字 を主 体 とした視 覚 教 材 は 作成 が 簡 単 で あ る。

作 成 態 度が 安 易 に流 れ る と,と か く文 字 の羅列 だ け の教材 が 多 くな る傾

向 が あ る。 本 来 な ら,絵 や 図 で視 覚 化 し た方 が は るか に分 りや す く,か つ

効 果 が あ が るに もか か わ らず,そ の工 夫 を放棄 した が ゆ え に文 字 主 体 の教

'材 に な
っ て い る こ とが な ん と多 い こ とか。 この観 点か ら,周 囲 の視 覚 教 材

を 点検 され ると容 易 に気 が つ か れ よ うo

そ こで,第3の 方針 は,可 能 な か ぎ り絵 や 図 で表 現 し,視 覚 に訴 え る こ

とに した。 しか し,文 字 を主 体 と した 表 現 が避 け られ ない 場 合が あ る。 ま
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た,文 字 の表 現 で な い と真 意 が 正確 に伝 達 で きない 場 合 もあ る。 そ れ ゆ え,

絵 で 表 現 す べ,きか文字 で表 現 す べ きか を,そ の教材 のね らい と内容 か ら慎 重

に 吟味 し,か つ絵や 図 を で き るだ け 採 用 す る こ とに した。 なお,文 次 主体 の

教材 では 必 要 最 少限 の語 数 に と どめ,極 力説 明 文体 は さけ 名 詞 どめ に す るこ

と に した。 簡単 な表 現 で,印 象 を 訴 え る よ うにす るた め で あ る。

4.1.4最 適 提 示 情報 量 に

一 度 に提 示 さ れ る情 報量 が 多 す ぎ る と
,学 習者 は消 化 不 良を起 しかね な

い 。 そ れ に,視 覚 教 材 を 注意 深 くな が め る気 力 も失 せ て し ま う。 と ころ が,

一 画 面 の最 適 情報 量 は どの程 度 で あ るか を見 極 め るこ とは 至 難 で あ る
。 そ

こで 「一 画 面の提 示 情 報量 は で き るだ け少 な く」 とい う原 則 を たて た。 多

い こ とは悪 い こ とだ とい う前 提 に もとつ い てい る。 したが っ て,提 示情 報

が 多量 に な る場 合 には,オ ー バ レイ法 とか マ ズキ ン グ法 を 活 用 す る こ とに,

したo

4.1.5強 調,識 別 化 の工 夫 を

あ る程 度 情報 量 が 多 くな っ て も,強 調 点や 識 別 部 分 を 明確 に して や る と

学 習 者 の 負担 は軽 くな る。 そ こで,一 画 面 で の情報 量 を少 な くす る工夫 と

同時 に,強 調 と識 別化 を生 か す 方 法 を と り入れ るこ とに した。 この ため に

色 彩 効 果 法 や移 動法 を で き るだ け 採 用 す る こ とに したい。

4.L6表 現 の統 一性 を

学 習 者 に無 用 な 混 乱 を起 させ な い
,ため に1ま・ 統 一 した表 現 を と る必要 が

あ る。 そ ¢)ため に,使 用 す る色 彩,記 号,専 門用 語 あ る、い は 画 面 上 の タ イ
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トルな ど極 力統 一 した 表 現 に す る よ うに した。 この こ とは,複 数 人 が協 同

で 教材 作 成 に 当 る場 合 には 特 に重要 で あ る。 全 体 と して の 調和 を計 る必 要

が あ るか らで あ るo

41.70HPの 特 性 活 用 を

「2・OHPの 特 性 」 の 章 で 言及 した よ うvc,OHPは 他 の視 覚機 器に

み られ ない ような 種 々 の 特 性 を もっ てい る。 これ ら特性 を 最大 限 活用 す

る こ とこそ が,今 回 の プ ・ジ ェ ク トの使 命 で あ った。 教 材 作 成 の負担 は あ

っ て も,極 力OHP機 器 の長 所 を生 かす よ うな 配 慮 をす み ず み にわた っ て

行 な うこ とと した○

4.20HP制 作 上 の制 約 事項

今 回 のOHP教 材制 作 にあ たっ て は,OHP(Z5制 作枚 数 と準拠 す べ きテ キ

ス トは は じめ か ら定 め られ てい た
。

準 拠す べ きテ キ ス トは,前 述 した よ うに情 報 処 理技 術 者 初 級 テキ ス ト 「基

礎 と応 用 」 で あ る。 こ の テキ ス トを使用 し て情 報処 理 教 育 を実施 す る さい に

十分 耐 え うる効 果 的 なOHP教 材 を完 成 す る こ とが 最 大 目標 で あっ た
。

OHPの 制 作 枚数 は150枚 とい う範 囲 で あ った
。 したが っ て,こ の枚 数

で 「基 礎 と応 用 」 テ キ ス トの全 体 を過 不足 な く補 える よ うな 教 材 とす る必 要

が あ っ た。 テ キ ス トは,第1部 か ら第4部 ま でか らな り立 っ てい る
。 す な わ

ち,デ ー タ処 理 の基 礎(第1部),コ ン ピュー タ のハ ー ドウ ェ ア(第2部)
,

コ ン ビュー一夕 の ソ フ トウェ ア(第3部) ,コ ン ピュー タ の利 用(第4部)

の四 つ で あ る。 これ ら全 体 を 上手 に カバ ーす るOHP教 材 が要 求 され てい た
。
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、

そ こで,各 部 の内 容 とボ リュー ムを検 討 した結 果,第1部29枚,第2部

38枚,第3部50枚,第4部33枚 のOHP教 材 を作 成 す る こ とを 決定 し

た。 そ の あ とで,各 部 ご とに作 成 担 当者 を決 定 し,各 部 を構 成 す る章 ご との

予 定枚 数 を提 出 して も らい そ の妥 当性 を検 討 した あ とで,制 作 作 業 に着 手 し

た ので あ る。 したが っ て,テ キ ス トの全 体を バ ラ ン ス よ く150枚 のOHP

で カバ ー す る こ とが で き た とい え る。

150枚 のOHP教 材 で,し か も オーバ レイ 法や マ スキ ン グ法 を適用 す る

とな る とか な りのボ リュー ムに なり,バ ラバ ラに な っ て使 用 上 の わず らわ し さ

が生 じる危 険性 が 残 る。 そ こで,各OHP教 材 に は整 理 番 号 をつ け ると同 時

に,必 ず 紙枠 に固 定 し て オー バ レイ 法 とか マ スキ ング法 の場 合 の煩 雑 さ を さ

け る ことに し た。 つ ま り,セ ッ ト化 を完 全 に 行 な うこ とに した ので あ る。

これ に よっ て,こ のOHP教 材 が将 来 種 々 の場 所 で 活 用 され る際 に大 い に

役 立 つ と思 われ る。 ・

また,選1択 性 に関 す る配 慮 も行 な った。 た とえば,回 転偏 光 板 が用 意 され

てい ないOHP機 器 で も,偏 光 移 動 法 のOHP教 材 が生 か せ る よ うな配 慮 を

した。 た だ し,移 動 効 果 は 得 られ ない が,視 覚画 面は そ の ま ふ生 かせ る よ う
.

に した の で あ るo'

オー バ レイ法 と色 彩 活用 に 関 し て も制 約 を も うけ た。 オ ー バ レイ法 に関 し

ては, ..シニ ト枚 数 が 増 え る と投 映 画 面が 不鮮 明 にな る こ と,お よび操 作 上 わ

ず らわ し さ カ「生 じ る こ とか ら4枚 以 内 の オー一一くレイを原 則 と した。 一 方,色

彩 に 関 して は最大4色 程 度 と定 め た。 色 彩 の使 用 過 多 が か えっ て逆 効果 に な

る こ とを恐 れ たか らで あ る。

再 三指 摘 した よ うに,「 基 礎 と応 用 」 のテ キ ス トに準 拠 す る こ とが原 則 で

あっ たが,テ キ ス トの 中に 収録 され てい る図や 表 と全 く同 じ ものは で き るだ
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け さけ る こ とvaし た・ 図や 表!姓 かす よ うに工 夫 はす るが
,そ の ぶ では 必

ず し も視 覚 教材 とし て効 果的 で ない の で,OHP教 材 と して効 果 的 な もの と

す るた め に再 検 討 す る こ とに した の で あ る。 テ キ ス トの 中 の図 や絵 は
,説 明

文 を補 う もの と して工 夫 され た もので あ っ て,OHPの 視 覚教 材 を 想定 した

もの で は ない 。 し たが っ て,参 考 とは す るが ,あ ま りこれ に こだ わ らない で

OHP特 性 を生 か した視 覚 化 を重 視 す る こ とに した の で あ る
。 そ の結 果,テ

キ ス トの 図 や 絵 が どの よ うに変 形 され ,生 きた視 覚 教材 とす る努 力 が な さ れ

・た か は
,つ ぎの章 で報 告 す る。

●

ノ
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5.OHP原 図 の作 成 方 法

 

＼



＼

、



'

5.OHP原 図 の作 成 方法

OHP原 図 は,テ キ ス トの 中 の図 や絵 に準 拠 して視 覚化 した もの と
,テ キ ス

トの説 明 内 容 に もとず い て全 く新 規 に作 成 した もの とが あ る
。 本 章 で は,こ れ

にっ い て い くつ か の パ タ ー ンに分 け て具 体 例 を 示 しなが ら報 告 す る
。

5.1テ キ ス トの 図 の 活 用

/

テ キ ス トの 中に収 録 されて い る図 や絵 を全 く無視 して
,OHP教 材 を作 成

し たQで は71.キ ス トか らveeeし て し ま う ・ そ れva ・ テ キ ・ ト の 図 や 絵 嘩 拠

して お くと学 習 者 が テ キ ス トを参 照 す るの に も都 合 が よい
。 また,テ キ ス ト

の 図 や絵 もあ る種 の視 覚化 の工 夫 が こ ら され てい る
。OHP教 材 と して そ の

ま ふ生 か しきれ ない とはい う もの の,視 覚 教材 の ベー スにな り得 るので あ る
。

そ こで,今 回 のOHP原 図 の制 作 にあ た っ て も,半 分 以 上 の もの は テキ ス ト

の 図 や絵 を ベ ー スに視 覚化 の改 善 を施 した
。

な お,各 論 の説 明文 の 中 に 「テ キ ス トとの対 応 」 とい う項 目を も うけ てお

り,こ こでOHP教 材 と対応 す る テ キ ス トの 中 の図 番 号 を示 して あ る
。 詳細

にっ い て は,各 論 の説 明 文 を参 照 してい た だ きた い。

5.1.1画 面 の 情報 量 を少 な くした例

テ キ ス トの 図だ と,そ の 中に必 要 な説 明 文 や 記号 な どが盛 り込 まれ る場

合 が 多 い。 そ の 図 を みた だけ で,か な りの意 味 が 分 る よ うに とい う配 慮 が

あ るか らで あ る。 と ころが ・ 視 覚 教材 に こ の種 の事 柄 まで含 め て しま うと
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'a.'テ キ ズ トの 図(P100「 第Ll1'図 命 令 と制 御 と デ ー タ の 流 れ 」)
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..b.・HP咽(3-5「 齢 ・制御 とデー ・硫 れ」・.,オ ィ`レイ法)

図5-1、 画 面上 の情 報 量 を少 な くした 例(そ の1)
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① シ ステム検討の方針を決める。.

②作業計画 を作 る。

システム分析.一 弟1段 階

現行システムを理解する。現行シ ×テム

についてデー タを集め,記 録 し分析するo

システ ム分析一 第2段 階

新しい システムの要件 を,明 確にする。

. F.

.

システム設計

要件を満たす新システムの概要を設計す る。
.

新シ ステムについての提案書を作成 し,

承認を受ける。

「

'

.

新システムの詳細設計をす るo

.

新システムを作成する。新 システムを改

訂す る。

1

1

'

〉

'

1

テ キ ス ト の 図(P .1・67'「 シ ス テ ム 分 析 の 手 順 」・..)t:tt

i

(
ベ

ー

ス
)

二
目

)

'

シ ステム分析の手順

検討の方針決定

作菜計坤i

一 一 一

・ ⊥上

データ収集,記 録,分 析
1

↓
システム要件の明確化

⊥⊥
.

システムの概要設計

旦
システム提案書 の作成

u
システムの詳細設計

↓上.
システムのW成,改 訂

'

三
枚
目
)

(三
枚
u
)

・

.、 ㎡

b.OHP原 図(4-2「 シ ス テ ム分 析 の 手 順 」,リ バー ス法 とマ スキ ング法)

図5-2画 面 上 の 情 報 量 を 少 な く し た 例(そ の2). tt,
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情 報量 が 多 くな っ て し ま う。 そ れ に,投 映 され る文 字 が とか く小 さ くな っ

て,見 に く くな っ て し ま う。 そ もそ もOHP教 材 は,そ れ だ けで 全 て を説

明 し よ うとい う意 図 は な く,視 覚 に訴 えな が ら,教 師 の 説 明 を 聴 覚 と有 機

化 して は じめ て効 果 が 高 ま るの で あ る。OHP教 材 の 内 容 は 簡 潔 で あ って

も,教 師 の補 足 説 明 に よっ て 十 分 に 目的 が達 成 で き る。 そ の ため に教 師が

存在 して い るので あっ て,視 覚 教 材 に全 てを語 らせ る よ うにす る必 要は 毛

頭 な い の で あ る。 この よ うな 理 由 か ら,テ キ ス トの 図 を利 用 す る場合 には,

教 師 の 補 足説 明 で 十 分 で あ るとか,そ の方 が よ り効 果 的 な 部 分 は で き るだ

けOHP原 図か ら削 除 し,画 面 の 情報 量 を少 な くし簡 潔 な もの と した。

そ の一 例 が図5-1で あ る。 記 号 の 説明 だ とか,デ ー タや 命 令 の流 れを

説 明 した文 字 は 全 て カ ッ トした 。'これ らの 部分 こそ,教 師 が 黒 板 を ま じえ

なが ら説 明 じ.た方 が 効果 的 であ る こ とは い うまで もない 。 そ れに,こ れ ら

情 報 を 画 面 に 入れ て し ま うと・ 焦 点 が ぼ けて し ま うし・ 見 ず ら く もあ り視

覚 効果 は うす らい で し ま う○

別 の例 を み よ う○ 図5-2.が それ で あ る.。これ は 図 の 中の 説 明文 を 簡潔

に した 例 で あ る。 視 覚 教 材 の 中 の 説明 用 語は 簡 潔 で短 か い 方 が 注意 を引 く

し,記 憶 しや すい 。 動 詞 で とめ る よ りは 名詞 どめ にす る方 が短 か くな る し

印 象 も強 くな る。 簡 潔 で抽 象的 な表 現 をか み くだ い て具 体 化 す るの は教 師

の役割 りで あ る。

5.1.2主 題 に 焦 点 を しぼ つ た 例

テキ ス トの図 だ と,情 報 量 の制 約 が厳 し くな い せい もあ っ て,す み か ら

す み まで 示 した り,重 複 情 報 も含 め て しま う。 また,枝 葉末 節 まで含 め て

しま う。 と ころが,視 覚 教 材 では 情 報 量 を少 な くす る必 要 が あ る。 した が
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所属部課別に

並べ替える

社員一覧表の

印 刷

"旧 社員名

(tt;ilE・pfmrt)

名

ル

韻

イ

↑入

ア

新

フ

社n番}1・順に並べ

替えて,磁 気テー

プに記録する

2つ のファイルを組

合わせて,新 社貝名

ファイルを作る

'新入社貝名

プアイル

(社員番号乃)

一 一一新社員名 フアイノレ

(社 員番号順)

社貝一覧表の

印 刷

a.テ キ ス トの 図

(P・33「 分 類 醐 合 わせ の 処 理 」)1

新入社員名
フ ァイル'

社員番号頃
に 分 類

旧 社 員 名＼'

フ ア イ ノレ ＼

社員名
フ アイ レ

新入社 員名フ
ァ イル

b.OHP原 図

(3-36「 分 類 組 合 わ せ プ ロ グ ラ ム

(2)j,オ ーバ レイ法)

図5-3主 題 に焦 点 を し ぼっ て 簡 素化 した例
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っ て,ね らい に焦 点 を しぼ っ た簡 潔 な もの にす る と どが要 求 さ'れる。

この場 合 の例 が,図5-3で あ る。、テ ギ ス トの 図 だ と,再 分 類 の場 合 だ

とか,報 告 書 作成 の 部分 ま で流 れ の 中 に示L .てあ る。 と ころ が,OHP原

図 では,分 類 と組合 せ だ け に焦 点 を しぼ づ て簡 素 化 した。 こ のOHPを 用

い て,分 類 と組合 せ の意 義 を十分 把 握 させ た うえ で,テ キ ス トの 図 に も ど

,って・願 類の議 や報告書を:前提 した分 類柵 合せであ るこ・を醜

語 させ る よ1うにす れば よい。

視覚教材 で も,"過 ぎた るは及ば ざ るが ごどし'㍉D名 言が 当ては まるの

で あ'60' .『

5.1.3視 覚 的 な 図に した例

情 報 処 理 にたず さ わ る人 間は,事 象 を流 れ で 表現 す る こ とに馴 染 みす ぎ

てい る ので,な ん で も流 れ 図 で表 わ そ う とい う傾向 が 強.い。 確 か に流 れ 図

は 情報 分 析 や伝 達 に効果 的 な手 段 で は あ る。 しか し1,教 育 場 面 で あれ も こ

れ も流 れ 図 で示 され る と うん ざ りす る の であ る。塒 に1ま,も っ ζ分 りや す

い 具 体 的 な図 で 訴 えた 方 が よい ケー ス も多い 。

この種 の 例 が図5-4で あ る。 デ ー タの 発生 か ら報 告 書 作成 まで の ステ

ップをOHP原 図 では 絵 で示 し てし・る。,同 じ内容 を説 明 す るに し て も,初

心 者 に はOHP原 図 の 方 が は るか に分 りやす く,親 しみ や すい は ず で ある。

tそ れ に イ
メ ー ジ効 果 も大 きい で あ ろ うo
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デ ー タ の発 生

タイム ・カード,

販売表,送 り状,

発注書など

デ ー タ の 記 鎌

伝票,紙 カー ド,

紙テープなど

デー タの処理

分類,突 合わせ,

分折.計 算など

報tSLI.作 成

印刷,紙 カー ド,

紙 テープ,磁 気

テープなど

a.テ キ ス トの 図(P10「 第1.10図 デ ー タ 処 理 の 過 程 」)

図5-4 .視 覚 的 な 図 に し た 例
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bOHP原 図(1-6「 デー タ処理 の過程」,オ ーバ レイ法) ,

図5-4視 覚 的 な 図 に した例
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5.1.4,複 雑 な概 念 を イ メー ジ化 した 例

複雑 で高 度 な概念,あ るい は抽 象 的 で分 りに くい 概 念 にな れ ば な るだけ,

教 師は 具 体 的 な身 近 な 例 を もと に分 りや す くして や る必要 が あ る。 複雑 だ

か らとか 高度 な 内 容 だ か らとい っ た理 由 でプ 抽 象的 な説 明 で終 始 し たので

は,教 師 の使 命 を放 棄 した に等 しい。 したが っ て,視 覚 教 材作 成 に あたっ

て も,複 雑 な概 念 や 高 度 な 概念 を 表現 す る場合 には 慎 重 に工 夫 す る こ とが

必 要 で あ る。 しか も,具 体 例 に結 び つ け た表現 を考 え出 す こ とで あ る。

この例 が,図5-5で あ る。 初 心者 に は,入 出 力チ ャ ネ ルだ とか 入 出 力

制 御 装 置 あ るい は 緩 衝 域 の 役 割 は は なは だわか りに くい 概 念 であ る。 これ

を,テ キ ス トの 図 で 説 明 し よ うとす る と極 め て抽 象 的 にな り,具 体 性 に欠
ナ

け る。、これ を人 間 が通 常行 な っ てい る作 業 を 例 に,分 業 の 重 要 性 に結 びつ

け て 説明 す るとな ん と分 りや す くな る こ とか。 こ うす る と,緩 衡 材 の意 味

合 い もか な りす っ き りして こ よ う。 この種 の 身近 な 例 で それ ぞれ の概 念 を

と らえ させ た うえで,テ キ ス トの図 に戻 っ て コ ン ピ ュー タ ・ハ ー ドウ ェア

として ま とめ てや れ ば よいo

5.1.5動 き に よ る表 現 を と り入 れ た 例

・テ キ ス トの図 で 具 体 的 な 動 きを示 す こ とは きわ め てむ ずか しい。 静止 図

にな ら ざ るを得 な い ので,何 個 か の 図 で動 きを 図示 す るか,説 明 文 で補 う

しか な い。OHPで は 動 きを 示 す こ とが で き る。
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入 出 力
制御装置

入 出 力

制御装置

入 出 力

制御装置

入 出 力

チ ャネル

中央演算
処理装置

a.テ キ ス トの 図(P51「 第2.1図 コ ン ピ ュ ー タ の 装 置 」)
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QQ り

)、

(ベ ー ス)(1枚 目)

b.OHP原 図(2-7「 入 出 力 操 作(2)」,オ ー バ レイ 法)

図5-5複 雑 な 概 念 を イ メv-一・ジ に 訴 え る よ う に 視 覚 化 し た 例
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a.テ キ ス トの図(P76「 第3.22図 磁気デKス?装 置のアクセ ス機構])
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b.OHP原 図(2- ,24「 磁気 ディスク装 置のアクセ ス機構 」,平 行移動法)

図5-6動 きに よる類 を と り入 れ た 例.
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このOHPの 動 きを採 用 して,テ キ ス トの 図 を改 善 した の が,図5-,6

で あ る。 テ キ ス トの図 では何 ら動 きは 示 され てい ない 。 と ころ が ,OHP

原 図 では 平行 移 動 法 を適 用 して,ア クセ ス装 置が左 右 に移 動 す る様 子 を示

す こ とが で きる よ うに した。 これだ と,ア クセ ス装 置 の機 能が一 目瞭然 で

あ る。 な お,OHP原 図 で は そ れ ぞれ の機 構 名 は磁 気 デ ィ スク を除 い て省

略 した。 その代g磁 気 デ ィスク の横 断 面 を拡 大 して示 す 部分 を付 加 した。

5.1.62個 の 図 を一 つ に合成 した 例tt-,.

、OHPで は,説 明 に合 わせ て ステ ッ プ ・バ イ ・ステ ップに情 報 を提示 し

てい くこ とが で き る。 オーバ レイ法 とか マ スキ ング法 とか が これ に あたる。

と ころ が,テ キ ス トで は,一 度 に全 体 を示 す こ とが で きない6し た がら て

一 つ の 図 で 全 体 を示 す とか
,二 つ以 上 の図 で分 割 提示 す る ご とに な る。

テ キ ス トの2種 類 の図 を一 つ のOHP画 面 に ま とめ た一 例 が,図5_7

で あ る。 この 例 では,テ キ ス トの 図 をか な り視 覚化 した うえで ,一 つの 画

面 とし てい る。 さ ら に,入 力 の過程 の 部 分 は デ ー タ の準備 とデ ー タの読 み

取 りに 分 け て,ス テ ッ プをふ み な が らオ ーバ レイす る よ うに変 え てい る。

別 の 例 を 図5-8で 示 そ う。 この例 で は,レ コーFの ブ ロ ック化 とデ ブ
',

ロ ッ ク化 を一 画 面 で 提示 し よ う としてい る。 さ きの 例 と異 な り,テ キ ス ト

の図 を簡 素 化 しては い る も○ の,か な り生 か してい る。 オ ー バ.レイ法 を 採

用 し,ベ ー スの部 分 で テキ ス トの第2.13図 の 部分 に相 当す る内容 を説 明

し,1枚 目を オー バ レ イ して第2.14図 に相 当 す る部 分 を説 明す る。 この

場 合,2枚 の 別 々 のOHPに す る よ り もブ
.Pッ ク化 とデ ブ ロ ック化 を一 つ

の 画 面 で対 比 す る こ とが で き る。1枚 のOHPに した 最 大 の理 由 は ,こ の

対 比 効 果 を 得 る た め で あ る。
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データ を準備

す る

デ ー タ を コ ン
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で処理 する

処理 した結果

を出力す る
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機 で紙 カー ド
にせ ん孔 す る

/
せ ん孔 され た

紙 カー ド

検孔機で検孔
する

偏孔瀞 の紙
カ ー ド

1
カー ド読取装置

でコンピュータ
に入力する

コンピ ュータ

で処理 する

コンピュー タ

!'、 、、1、

印刷.装置

印刷 され た

資料

関連剖;門に

配布

紙 カー ドせ

ん孔 装置

第2.10図 入 力の過

せ ん孔済 み

紙 カー ド

コ ンピ ュー タへ

再 入力す るため
に保管

第2.11図 出 力の 過 程

a.テ キ ス トの 図(P24第2.10図 と 第2.11図)

図5-7'2個 の 図 を 一 つ に 合 成 し た 例(そ の1)

、
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印刷装置
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b.OHP原 図(1-14「 コ ン ピュー タ に よるデー タ処 理 」,オ ーバ レイ法)

図5「72個 の 図 を 一 つ に 合 成 し た 例(そ の1)'

5.11.7テ キ ス トの 図 を そ の まま 用 いた 例

これ ま で は テ キ ス トの図 に何 らか の手 を加 えた 例 に つ い て説 明 して きた
。

しか し,中 には テキ ス トの図 をそ の ま 入利 用 した もの もあ る
。 テ キ.ス トの

図 を 用 い て も,OHP教 材 として何 ら支 障 の ない もの に限
っ て テキ ス トの

図 を そ の ま ふ適 用 し た の で あ る。 したが っ て,こ の ケー スの枚 数 は ご く少

ないo

この 種 の・一 例が 図3-16で あ る。 テキ ス トの 図 は その まN生 か してい

るが ・ ・HPの 特 性 で あ る色彩 効 果 法 とカ・オー ・・レイ 法 を用 い てい る
.。

の よ うにテ キ ス トの 図 を そ の まN活 用 す る場合 に も
,OHPの 特 性 を活 用

す る工 夫 が必 要 にな る こ とは い うまで もない。
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a.テ キ ス トの 図(P131第2.13図 と第2.14図)

/

主記録

出 力 域 .

出力

I
R
G

レ コ ー ド

1

レ コ ー ド

2

レ コ ー ド

3

I
R
G

入力

主記録

,φb
,頃 ■'

入力域

(
、、へ

ー

ス

)

二

枚
目
)

b.OHP原 図(3-32「 ブ ロ ッ ク 化 と デ ブ ロ ッ ク 化,オ ー バ レ イ 法)

図5-82個 の 図 を 一 つ に 合 成 し た 例(そ の2)
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市 場
供 給 者1需 給 者

|

●

情報,資 金
`

入 力
原材料
情 報

出 力

器 曇
サー ビ ス

占 ↑

1事 業運営1

ll
資 源

資 金 倉 庫
人施 設 情

報

a.テ キ ス トの 図(P168「 第1.1図 事 業 モ デ ル 」)

入 力 出 力

原材料 警 報

情 報 サービス

事 業 運 営

資 源

資 金 倉 庫
人施

設 情 報

矢 印 の部分 は オー バ レイ,斜 線 の部 分 は カ ラー 化

b.OHPの 原 図(
.4-3「 シ ステムの例」,オL-一 くレイ法)

図5-9テ キ ス トの図 を そ の まN用 い た 例
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5.2テ キ ス トの 図 に 準拠 しな い 原 図

テ キ ス トの中 に図 や絵 と して存 在 す るが,特 にOHP教 材 にす る必 要性 が

ない もの が 多 い。 逆 に,テ キ ス トの 中 に図 や絵 と して存 在 しないが,教 育 内

容 と展 開 か らみ て視 覚 教 材 を欠 く こ とが で きない と ころ が随 所 に あ る。 トピ

ックの 導 入 部 とか ま とめ の部分 で は,図 には な らな くと もポ イ ン トを示 す よ

うな視 覚 教材 が欲 しい。 全 体構 造 とか 流 れを 示 す よ うな 図 が あ った 方 が よい

場合 もあ る。 テキ ス トの 内容 を具 体 的 に表 現 した い 場合 もあ る・ こ の よ うな・

テ キ ス トの 中の 図 に準拠 しない で 新規 に作 成 し たOHP原 図 の い くっ か を報

告 して お こ う。

5.21ト ピッ ク内 容 を示 す 例

学 習 者 を動機 づ け る一 つ の方 法 とし て,新 た な トピック の学 習 のね らい

と主 要 な 内容 を 導 入 部 で徹底 させ る こ とが あ る。 こ の種 のOHP教 材が あ

データ処 理 の方法

、 ・ 手作業 による処 理

・ 機 械 による処理

● パンチ・カード・システム による処理

●・コン巳ユ一夕に よる 処 理

(ベ ー ス)

(1枚 目)

(2枚 目)

(3枚 目)

(4枚 目)

図5-10全 体 を 示 す 例(1-7「 デ ー タ処 理 の 方 法 」,12一 ミ・一一ス法 とマ スキ ン グ法)
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らか じめ準 備 され て い る と,導 入 部 で忘 れ ず に動機 づ けを 行 な う こ とが で

き る。 したが っ て,今 回 のOHP教 材 作成 で もこれ に該 当す る ものを何 枚

か 作成 した。

そ の一一 つ の例 が 図5-10で あ る。 これは,「 デー タ処 理 の方 法」 の ト

ピッ クの導 入 部 で用 い る。 歴 史 的 に み て デー タ処 理 の方法 が 四 つ に大 別 で

き る こ とを明確 に した うえで,個 々 の処 理 方法 の 内容 と特 徴 は別 のOHP

教 材 を使 っ て 具 体的 に 説 明 してい く。 もちろ ん,こ のOHPで は トピッ ク

全 体 しか 示 して いな い が,こ れ を もと に学 習 のね らい もは っ き りさせ る必

要 が あ る。

5.22ポ イ ン トの ま とめ を示 す 例

あ る トピッ クの展 開 が終 る と,そ の部分 で学 習 した ことを ま とめ させ る

こ とが重 要 であ る。 単 に学 習 した こ とを お おむ返 しに ま とめ るの で は十 分

で ない ことが あ る。 学 習 した こ とか ら,一 般 的 法 則だ とか原 則 だ とか を学

習者 に発 見 させ る よ うな ま とめ方 も必要 にな る。'

この よ うなね らい の ため に作 成 したOHP原 図が,図5-1ユ で あ る。

コ ン ピュー タに よるデ ー タ処 理 の や り方 と特徴 を説 明 した あ とで ,学 習 者

に どの よ うな利 点 が あ るか 考 え させ る。 正 しい 回答 ない しは そ れ に 近 い 回

答 が 得 られ るつ ど,そ れ に 該 当す る部 分 の 〔 スクを取 り除 い て,補 足説 明

を加 えなが らま とめ て い く。 単 に ポ イ ン トを まとめ てい く よ り もは るか に

効果 的 で あ る。
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コンヒュ三夕利用の利点

●高 速処理

● 連続的処理

● 正確 な処理

● 集 中的 ・総合的な処理

● 質 の高い加工ζ分析

(ベ ー ス)

(1枚 目)

(2枚 目)

(3枚 目)

(4枚 目)

(5枚 目)

図5-11ポ イ ン トの ま と め を 示 す 例

(1-16「 コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 利 点 」,リ バ ー ス法 と
マ スキ ン グ法)

5.23歴 史 的 発 展過 程 を図示 した 例

歴 史的 発 展 過程 な どは,テ キ ス トの 中で は単 に説 明文 だ け で 展開 され て

い るケ ー スが 多 い。 また,講 義 の 中で もお 話 だ け で 長 々 と展 開す る ことが

多い 。 この よ うな 場 合,そ の ポ イ ン トだ け で も視 覚 的 に示 され る と,注 意

が集 中 され,興 味 が わ くこ とが あ る。

こ の例 に 当 た るのが 図5-12で あ る。 コ ン ビ=L-一 夕利 用 の 発 展 段階 を

聴 覚 に 訴 え る説 明 だ けで 進 め る よ りは,こ のOHPで 歴史 的位 置づ け を提

示 しな が ら説 明 した 方が 学 習 者 は よ り巻 き込 まれ る し,注 意 力 も集 中で き

よ う。'
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コノピュ一夕利用の発展段階

部分的事務処理の機械化

部分的管理業務の‡獣 銅ヒ

部分的計画業・務の機 械化

総 合 的 な 情 報 処 理'

図5-12

(3枚 目)

(4枚 目)

歴 史 的 発展 過 程 を 図示 した 例(4-28「 コンピ
ュータ利用の発展段階」,リ バー ス法 とマスキ ング法)

52.4全 体 構 造 の 中 で機 能 的位 置 づ け を行 な っ た例・

情報 処 理 ン ステ ムの よ うに複 雑 な構 造 を した もの の サ ブシ ステ ムだ とか
、

要 素 だ とか を説 明す る場 合 には,全 体構 造 の 中で の位 置 づ けを しっ か りと

把 握 させ る こ とが 重 要 で あ る。"木 をみ て森 をみ ざ る"の 説 明 に とか く落

ち入 りが ちで あ るが,こ れ では学 習 者 の 負担 が 大 きす ぎ る。 テ キ ス トでは

この よ うな 位 置 づ け が欠 け てい る場 合が 多い の で教 師 が 補 っ てや る必要 が

あ る し,視 覚教 材 で の工 夫 も必 要 とな る。

この よ うなね らい め もとに,全 体構 造 の 中で の機 能 的位 置 づ け を行 なっ

た 例 が 図5-13で あ る。 テ キ ス トでは,入 出 力制 御 シ ステ ムの 位 置づ け
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＼

は 全 くとい っ て よい ほ ど行 な っ て い ない 。 す で に 入 出 力制 御 シ ステ ムの 個

別 の機 能 紹介 に入 っ て い る。 これ で は,入 出 力制 御 シ ステ ム の各 々 の機 能

は理 解 で きて も,シ ステ ム の 中で の 位 置づ け は ほ とん ど把 握 で きな いで あ

ろ う。 そ こで,こ のOHP教 材 で まず機 能 的位 置 づ け を し てか ら,各 機 能

の説 明 に 入 る よ うに した の で あ る。

磁 気
デンズク

己憶装置

気
フ
置

一

轍
テ
装

入

処 理

プログラム

出

力制御 システム

紙 カード

読取装置

印刷i装置

図5-13全 体構 造 の 中で 機 能的 位 置 づ け を行 な っ た 例
(3-30「 入出力制御 システム」,ス ライ ドチ ャー ト的 用 法)

5.25比 喩 を 用いて 対 比 した 例

新 しい概 念 だ とか 用 語 な どを 説 明す る場合,比 倫 を用 い る と効果 的な 場

合 が しば しば あ る。 情 報 処 理 技 術 の よ うに新 た な概 念 だ とか 沢 山 の 特殊 な

専 門用 語 か ら成 る もの を,初 心 者 に理 解 させ るに は,こ の方 法 が特 に有 効

であ る。 視 覚教 材 の 中 に も比 倫 を 持 ち 込 む こ とに よっ て,分 りやす い もの

にす る ことが 可能 で あ る。
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ハードウエア
(1枚 目)'ソ フ トウ

エP4

(2枚 目) ・(2枚 目)

鯉

(1枚 目)

図 ・5-14比 噛 を 用 い て 対 比 し た 例

(2-5「 ・・一 ド ウ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア」,オ ー バ レ イ 法)

図5-14で この 例 を示 して い る。 この 例 では,自 動 車 を 比 倫 に用 い て

い る。 自動 車 が あ っ て もそ れ だ け で は何 ら機 能 しない
。 運 転手 の運 転 技 術

が あっ て は じめ て 自動 車 を意 図 し た所 へ 動 か してい け る。 つ ま り,自 動 車

とい う身近 な た とえで,ハ ー ドウェ ア と ソ フ トウェ アの概 念 を 具 体化 し
,

それ を コ ン ピュー タ の場 合 にあ て は め て理 解 を深 め させ よ うと して い る
。
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5.2.6機 能 を流れ 図 で示 した 例

コ ン ピ ュー タに か か わ りを もつ 装 置 を個 々 に取 りあ げ て機 能 を 説 明す る

よ り も,デ ー タ処 理 の流 れ に そ っ て説 明 した 方 が そ の機 能 が 生 きた もの と
〆

して把 握 され や す い。 した が っ て,か な りの場 面 で流 れ 図 を用 い て説 明 す

る方 法が 用 い られ てい る。 しか し,「 基 礎 と応 用 」 の テキ ス トでは
,こ の

種 の 図 が欲 しい 個 所 に入 っ てい ない ケ ー ス もあ っ た。 その 場 合 に は,機 能

を 流 れ図 で表 現 す る工 夫 を した 。

この'例がen5-15で あ る・
.㌣ ・ ・で は全 く別 の表 現 を し てい るが,

OHPで は機 能を 中心 に流 れ と して これ を視 覚化 した もので あ る
。

以 上,本 章 で は テキ ス トの図 に対 応 したOHP原 図 と,全 くテ キ ス トの

図に依存 しぶ ・HP原 図 の作成 方法tig・Jをもぽ 治 しtg.・ れ らの例

は,今 後OHP教 材 を作成 す る場合 の ヒ ン トと して役 立つ で あ ろ う
。

(1枚 目)

(2枚 目)

けん盤

せん孔機

正い、

せ局しかド

誤 りの

ぜん孔カード

図5-15機 能 を 流 れ 図 で 示 し た 例

(1-15「 コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ ー タ 処 理,オ ー バ レ イ 法)
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6.OHP教 材作成の作業経過 と

原図の改善方法



・

・

'



＼

6,0HP教 材作成 の作業 経過 と原 図 の改善 方法

'

本 章 で は,今 回 のOHP教 材 が完 成 す る まで の委 員会 の 内容 の概 略 上,委 員

会 で の 中心 作業 とな っ たOHP原 図 の手 直 し作 業 につい て具 体的 に説 明 す る。

・610HP教 材作 成 作 業 の 概略

OHP教 材 を作成 す る に あ た り,実 施 した作 業 の概 略 は以下 の とお りで あ

るo

① 教 材 作 成 の基 本 事 項 の 検 討

「初 級 テ キ ス ト(1)」に も とず い たOHP教 材150枚(原 図 お よび説 明

文 か らな る)の 内 容 項 目に っい て,そ の選 定 作 業 を行 な っ た。

② 作 業 のす す め 方等 の検 討,

作業 スケ ジ ュー ル,作 業 分 担 等 の検 討 を行 な った。

③ 教 材 作 成 仕 様書 の作 成

者 委 員が 原 図お よび 説 明文 を執 筆 す る にあ た り,そ のパ ター ンを統一 す

るた め,事 前 に標準 的 な フ ォー マ ッ トを用意 した。

④ 原 図 お よび 説 明文 の審 査

各 委 員が 執 筆 した原 図 と説 明文 を全 委 員に事 前配布 し,委 員会 で の審査

の効 率化 を 計 っ た。

⑤ 原 図 の清書

作 成 す るOHP教 材 を 質 の高 い,見 栄 え のす る もの にす るた め,専 門家

の イ ラ ス トレー タ に原 図 の清 書 を依 頼 し,そ の審 査 は 各 執筆者 が 各 自で行
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なった。

⑥OHP試 行 シー トの作成"

OHP原 図 の清書完成 後,委 員,別 途依頼 した作業員お よび事務局に よ

り,実 際 にOHPフ ィルムを作成 した。

⑦ 試写 お よび レビュー

作成 したOHPフ ィルムを一通 り投映 して試写す るとともに,不 都合 な

部分を相互に指摘 し,そ の部分 につい ては最終 的改善を行なった。

620HP原 図の改善方法

各 委 員 が作 成 したOHP原 図は 委 員 会 の審査 を 通 じて改 善 の 手が 加 え られ

た。 委 員会 の審 査 では,当 初 に定 め た 「OHP教 材 制 作 にあ た っ て の基 本 方

針 」 通bの 出来 ば え であ るか ど うか,OHPの 特 性 を十 分 活用 した原 図 に な

っ てい るか ど うか を 中心 に改 善 の意 見 が 出 され,手 直 し の指示 が行 な わ れ た。

1回 の修 正 で 意 図 通 りに な らな か っ た もの は,2回,3回 の 手 直 し要求 が 出

され,改 善 が な され た。 したが っ て,い ず れ の教 材 もか な り質 の高 い もの に

な っ てい る。 こ こで は,具 体 例 を もとに最 初 提 示 され た 原 図が い か に手直 し

され,改 善 され た か を報 告 す る。 これ は,今 後OHP教 材 を作 成 す る さい の

貴 重 な 参 考 に なる と思 われ る ので,手 直 し前 のOHP原 図 と手 直 し後 のOHP

原 図 を 対 比 しな が ら示 し てい くこ とに す る。

6.21言 語(文 字)表 現 の 工夫 例

前 に もふ れ た よ うに,文 字 を主 体 と した 表 現 の場 合 に は,簡 潔 な 表現 を
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a.手 直 し 前 のOHP原 図(リ バ ー ス 法)

記載順 序 とせん孔順序 の一 致

せん孔 個所 の明確 化

色,題 字 な どの工 夫

紙 カー ドと現書類 の対応 づけ

最少 限 の記入量

b.手 直 し後 のOHP原 図(4-13「 原書類 設計のポイ ン ト」,リ バー ス法)

図6-1言 語表 現 の工夫 例
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す る必 要 が あ る。動 詞 で終 る文 章 表 現 よ りは,名 詞 で終 りに した 方 が表 現

が ひ き しま る し,印 象 的 で もあ る。 そ れ に,何 よ りも重 要 な こ とは,文 字

数 が少 な くてすむ こ とで あ る。 文 字主 体 の教 材 の場合 には,こ の観 点か ら

徹 底 的 に手 を 加 え た。 そ の 具 体 例を 図6-1で 示 した。

a.で 示 した の が,最 初 に 提 出 され た 原 図 で あ る。 い ず れ も読 み 言 葉の 表

現 で,視 覚 教 材 と しては 冗 漫 な 文 体 で あ る。 主 旨に反 しない 範 囲 で簡潔 に

し,名 詞 どめ に した のがb.の 手 直 し後 の原 図 で あ る。 視 覚 教 材 と して どち

らが生 きた もの で あ るか は,両 者 を比 較 す る と容 易 に判定 で ぎ よ う。

62. .2、.イ メ 三 ジに 訴 え るよ うに視 覚 化 した 例tt.tt-.t

文字 主 体 の 視 覚教 材 で も,・ち よら と した 工夫 で よ り視 覚 に訴 え る よ うに

変 え る こ とが で き る。 今 回 の教 材 作 成 の基 本 方 針 で も"言 葉(文 字)よ り

も絵 に よ る表 現 を"と い うス ロー ガ ンを定 め た。

こ の観 点で の手 直 しを行 な っ た 例 が,図6-2で あ る。 手 直 し 前 の原 図

で も絵 と して の工夫 が あ る程 度 み られ る。 単 に言 葉 を 羅 列 す る よ りましで

あ る。 しか し,用 語 を 円形 で 囲 ん だか ら とい っ て,そ れ が何 らの 意味 も表

わ し てい ない ことは事 実 で あ る。 そ こで,文 書化 の イ メー ジ もよ り強 化 す

るた め に,文 書化 され た形 状,つ ま り書 類 の形式 で示 す ど一 段 と さえて く

る。 こ の方 が,学 習 者 の イ メ ー ジ には っ き りと残 る ので あ る。

62.3対 比 効 果 を生 か した 例

ある事象 と別の事象を比較 して説明す る必要があ る場合 には,同 一画 面

が対 比 できるように した方がは るか に効果的である。 あ る事象 の説明が終

るとそれを示す 画面が 消 えて,他 の事象が投映 されたのでは前 の画 面の印
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a.手 直 し前 のOHP原 図(オ ー バ レイ法)

●

b.手 直 し後 のOHP原 図(3-25「 文 書 化 」,オ ー バ レイ 法)

図6-2イ メ ー ジに訴 え る よ うに視 覚 化 した 例
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(斜 線 の 部 分)し,同 時 処 理 を 説 明 す る

a手 直 し 前 のOHP原 図(オ ーーー一くレ イ 法)

入力

演算

出力
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〉 ～

入力

演算

出 力
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、、へ

ス
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(
一
枚

目
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●

■

b ,手 直 し 後 のOHP原 図(3-33「 同 時 処 理 」,オ ー バ レ イ 法) ＼

図6-3対 比 に よ る効 果 を生 か'した 例
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象 が 薄 らい で し まい,対 比 効果 は 半減 して し ま う。 両 者 が 同 一 画 面上 に 映

し 出 され,具 体的 な比 較 が で き る と,そ の効 果 は一 段 と高 ま る。

この よ うな 配慮 に も とず い て 改善 した の が 図6-3のb.で あ る。a.で は

非 併 行 処 理 の説 明 が 終 る とそ の画 面は取 り除か れ て,同 時 処 理 の画 面が 入

れ 代 る。 一 方,手 直 し後 の原 図 で は,ま ず 非併行 処 理 の 図 を示 した あ と,

そ れ と対 比 させ る方 法 で 同 時 処 理 の シー トが オーバ レイ され る。 両者 は一

目で 対比 で き,そ の差 を実感 と して把握 す るこ とが で き よ う。

6.2.4具 体 例 の 中 で規 則 を把握 させ る例

情 報 処 理 教 育 の 場合,具 体 的使 い方 が わか らな い状 態 の ま ま,文 法上 の

規 則 だ けを くど くど説 明 す る とい っ た誤 っ た教 授 展 開 を行 な っ てい る場 合

が 多い 。 使 用す るテ キ ス トに プ ロ グラム言 語 の文 法 書 を摘 用 し,そ の説 明

順序 を教 育順 序 と勘 違 い して用 い るので この傾 向 が余 計 に強 くな る。 外 国

語 の教 育 を 受 け る と き,文 法 優 先 の教 育 を受 け て も,実 用 性 の あ る会話 が

一 向 に で きな い の と同 じ誤 りを 犯 してい るの であ る
。 この種 の あや まちを

犯 さ ない 視 覚教 材 とす るた め の工 夫 と改善 も随 所 で行 な っ た。 そ の一例 が

図6-4で あ る。

手 直 し前 のOHP原 図 で は,流 れ 線 の きま りだ け を示 した もので一 向 に
θ.

具 体 性 が ない 。 逆 にい え ば,流 れ図 を書 くとい う実 用 性 か らは ほ ど遠い 。

'と ころ が
,手 直 し後 の 図 で は具 体 例の 中で一 般 的規 則 を 明確 に し よ うと し

てい るの で あ るか ら,定 着 性 も応 用 性 も高 くな る。

た だ し,最 初 の案 で③ 交 差,④ 合 流 を取 上 げ てい た が,こ れ らは特 殊 な

もの で あ るた め,OHPで は取 扱 わ ず,講 師 が必 要 に応 じて板 書 等 で 説 明

す る こ と とし,手 直 し図 の 中 には 示 さなか っ た。
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a手 直 し 前 のOHP原 図(リ7〈 一一ス 法 と マ ス キ ン グ 法)

aの ③,④ は

手 直 し図 では

削除 した。

流れ線のきまり

始 め

カードを

読 む

終 りか

同じ力十か

売上日報
の印刷一

売上日報
の印刷

売上合計
を計算

終

b手 直 し後 のOHP原 図(4-21「 流 れ線 の き ま り」,リ バー ス法)

図6-4具 体 例 の 中で 規 則 を把 握 させ る よ うに した 例

一82一



、

この種 の帰 納 的展 開 を視 覚教 材 に も もっ と もっ と取 り入れ
,学 習 の転 移

に結 び つ け る よ うにす べ きで あ ろ う。

62.5全 体 を示 して特 徴 を把 握 させ るよ うに した 例

物 事 を シ ステ ム的 に把握 させ る場 合 には,全 体像 とそ の 中で の各 要 素 の

正 しい 位 置づ け を
、行 な う事 が 何 よ り も重 要 で あ る。 と ころ が,最 もシ ステ

ム 的 な物 を主 題 に教 育 を行 な っ てい る筈 の情 報 処理 教 育 で も この こ とが 忘

れ られ 勝 ち で あ る。 細 部 へ細 部 へ との志 向 が強 す ぎる
。 図6-5のa.も そ

の傾 向 が あ る。 こ こで のね らい はFORTRANの 特 徴 を把 握 させ る ことに

あ るに もかか わ らず,READ文 とFORMAT文 の 詳細 な 説 明 に陥 っている
。

これ を,FORTRAN言 語
,の全 体 的感 じを と らえ させ,そ の特 徴 を 浮彫 り

にす る よ うに変 えた の が 図6-5のb .で あ る。 この 時点 で は,部 分 よ り も

全 体 を簡 単 な 例で示 して,そ の 特 徴 を抽 出 し た方が よい の で あ る
。 とい う

の は,FORTRANの プPグ ラ ミングは まだ まだ先 の 話題 で あ るか ら で あ

るo

6.2.6帰 納 的 順 序 を重 視 した 例

6.2.4で も帰納 的 展 開 の意 義 を示 した 。一 般 的 法則 や 規 則 を 前 面 に打 ち

出 して か ら,特 殊 な 具体 例へ と展 開 して い く演繹 的順 序 が効 果 的 で あ る場

合 が 多い こ と も事 実 であ る。 しか し,初 心 者 を対 象 に した 場 合 に は ,特 殊

な 例 を もとに 具 体的 イ'メー ジ を与 えた あ とで一 般 的事 実 や 法則 を 明確 に し

た 方 が よい こ とが あ るo

この考 えを応 用 して,OHP教 材 の原 図 を手 直 し・したの が 図6-6で あ

る。a.で は一 般 的作業 を示 した あ とで 具 体 例 を示 そ うとしてい る
。 しか し,
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a.手 直 し 前 のOHP原 図(オ ・一 バ レ イ 法)

1

READ(510)J,K

FORMAT(313)

IF(1.EQO)GO

L=1*J-K

WRITE(615)

FORMAT(1HO

b.手 直し後のOHP原 図(3-42「FORTRANプ ログラムの例」,リ バース法)

図6-5部 分 よ りも全 体 を示 し て特 徴 を把 握 させ る よ うに した 例
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o

フ ァイ ル設 計の た め の作 業

① ファ イ'ノ・全 体 の設 計

② レ コー ドの 設 計

③ 項 目の 設計

(ベ

ー

ス
)
一

(

拓
伏
目
]
)

a.手 直 し前 のOHP原 図(オ ー バ レイ法)

フ ァ イ ル 設 計 の た め の 作 業

取 引 先基 本 フ ァイ ル

① フ ァイ ノレ全 体 の設 計

② 、、レコー ドの 設計

③ 項 目の 設計

枚
目

b.手 直し後のOHP原 図(4-10「 ファイル設計のための作業」,オ ーバレイ法)

図6-6帰 納 的順 序 を 重視 した 例
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b.で は 具 体 的 な 例 で 項 目,レ コ ー ,ド,フ ァ イ ノレの 意 義 を 明 ら か に し,こ の

種 の もの を作 りあ げ るた め に は,そ れ ぞ れ の設 計 が 必 要 で あ る こ とを尊 び

き出 そ うとしてい るの で あ る。 人 に よっ ては,手 直 し前 の展 開順 序 を支 持

す るか も知 れ ない 。 しか し,一 般 的 には,改 善 後 の原 図 の 方が 望 ましい の

で あ る。

62.7ポ イ ≧ トを明 確 に す るよ う工夫 した 例

一 画 の流れ の 中 の細 部 の説 明 に 入 ると
,と か く全 体 との 関連,位 置づ け

が見 失 な わ れが ち で あ る。 教 師 が これ を たえず 意 識 し,全 体 の 中で の位 置

づ けを してや る こ とは 必 要 で あ る。 ま た,視 覚教 材 で 工 夫 をす る こ と も重

要 で あ る。 この 種 の 工夫 を して,改 善 を加 えた のが 図6-7で あ る。

一 コ ン ピュー タで 問題 解 決 を 行 な うには,ま ず 問題 自体 を明 確 にす る必 要

が あ る。 そのため には入力データの分析,出 力 デー タの 分 析 お よび 問題 を 解

くの に 必要 な処 理 内容 の分 析 が必 要 で あ る。 この こ とを 手 直 し後 のOHP

原 図 で は右下 で 示 してい る。 そ の うえ,入 力 デー タ分 析 の ステ ップを黄 色

の色 彩 で強 調 し,入 力 デ ー タ の サ ンプ ルを も とに,分 析 の 対 象 とな る内 容

を 明確 にす る よ うに し た。 こ うして おけ ば,学 習 者 は 入 力デ ー タの分 析 が

ど こに位 置づ け られ るか を意 識 し なが ら,詳 細 な 部 分 に 目 を向 け る ことが

で きる よ うにな るo

6.2.8内 容 を簡 素 化 し,動 き で説 明 す るよ うに した 例

視 覚 教 材 では,簡 潔 な 内容 提示 が重 要 で あ る こ とは再 三 強 調 して きた通

りで あ る。 ち よっ とし た工 夫 で,提 示 内 容を 大 幅 に 簡 素化 す る こ とが 可 能

で あ る。 図6-8の 改 善 例が これ を示 してい る。
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図6-7ポ イ ン トを 明 確 に す る よ う工 夫 し た 例
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b.手 直 し後 のOHP原 図(3-13「2進 数 の け た

移 動」,リ バ ー ス法 と平行 移 動法)

図6-8内 容 を簡素化 し,動 きを持たせ て多様 な説 明 が で き るよ うに した 例
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手直 し前 のOHP原 図 で は ,4種 類 の け た移 動 の結 果 を並 例的 に示 してい

る。 と ころが ・ 手 直 し後 のOHP原 図で は2個 の デ ー タが 平行 移 動 で き る

よ うに作 り変 えて い る。 これ だ と,左 右 の どん な け た移 動 も視 覚 的 に示 す

こ とが 可 能 で あ る。 手 直 し前のOHP原 図 で示 し てい るケ ー スの すべ て を

取 扱 うこ と もで き る し,こ れ ら以外 のケ ー ス も示 す こ とが で きる
。 また,

学 習 者 に考 え させ る余 地 が で て くる。移 動 した結 果 ,も との数 に対 して ど

の よ うな 醐 ・な った か,あ る1・は 特定 倍 数 を得 るた め には どの よ う新

た移 動 をす れ ば よい か を,こ の 画 面 を通 じて 考 え'させ られ るので あ る。 そ

れ に2値 の デ ー タ を同 時 に提示 で き る よ うに し た こと に も意味 が あ る
。 け

た移 動 の主 要 なね らい に,小 数 点 の位 置合 せ が あ る
。2個 のデ ー タを移 動

させ なが ら・・1・数 点 の位 置 合せ の重 要 性 も強 調 で きる ので あ る
。

62.9具 体 性 .を持 つ.た内容 に改善 した傷

物 一事 を説 明 す る さい に 「た とえ ば… …… 」 とい う言 葉 が 挿 入 され るか ど

うか で,話 しの 印象 が大 き く左 右 され る。 そ れ に具 体性 が でて くる
。 この

こ とは,口 で説 明 す る と きだ けに生 きて くる性 質 の もの では な く
,視 覚教

材 で も共 通 す る こ とで あ る。 視 覚教 材 で具 体性 を物 語 らせ る こと も重要 な

こ とで あ る。

この 例 が,図6-9で あ る。a .の原 図 で は,入 力 とい う機 能 と出 力 とい

う離 を 一般 的va図 示 してい るt!C過 ぎない 。 一 方 ,'b.の 原 図で は 「。 、2

34」 とい う具 体的 な デー タ を も とに・入.力 と出 力機 能 を 説明 す る よ うに変

えた6し か も,デ`タ に対 す る編集 とい うこ と も可 能 で あ る こ とを明示 し

てい る。 い うまで もな く,手 直 し後 のOHP原 図 の方 が ,分 りやす く印 象

も強 くな るgな お,簡 潔 な 表 現 に も留意 し てい る。 「デ ー タ を読込 む場所」
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カー ド

読 取 装 置

b.手 直し後のOHP原 図(3-10「 入力命 令 と出力命 令」,
オーバ レイ法)

図6-9具 体性 を 持 っ た 内容 に改 善 した 例
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を 「入 力 域 」,「 書 き出す デー タの入 っ て い る場 所 」 を 「出 力域 」 と した

の が こ れ に 当 た る 。 こ の 方 が,は る か に す っ き り し よ う
。

62.10提 示 情報 の 焦 点 を しぼ った 例

一 画 面の 中で
,沢 山 の事 柄 を 提示 し よ うとす る と情報 量 は 多 くな り,焦

点 が ぼ け て しま う。 これ は 十 分 に警 戒 す る必 要 が あ る。 この ケー スに 当て

は ま る好 例が 図6-10で2E?る ・

a.に 示 した原 図 で は,非 常 に欲 ば っ てい る。16進 数 と10進 数 との 関

係,16進 数 の加 減 算 の仕 方,16進 数 に変 換 す るや り方 お よび16進 数

加 減 算 の検 証 を わず か1枚 のOHP教 材 で説 明 し よ うと してい るの で あ る。

これ で は,学 習 者 は た まっ た もの では ない。 教 え る方 も大 変 で あ る
。 この

一 画 面 の説 明 だ け で
,本 当 に学 習 者 に理 解 させ る には,1時 間 も要 して し

ま うだろ う。 当然 の こ とな が ら,提 示 情 報 の焦 点 を しぼ る必 要 が あ る
。 そ

の結 果,16進 数 と他 の 進 数 の関係 だ け に焦 点 を しぼ っ て改 善 し たのがb .

で あ る。 この方 が,は るか にす っ き りす るし,説 明 もしや す い 。学 習 者 も

うんざ りす る こ とは な か ろ う。

62.ll2枚 のOHP図 を1枚 のOHP図 に ま とめ あ げ た 例

相 互 に 関係 性 が 深 い 事 象 や事 柄 を別 々 の視 覚教 材 に分 離 し て し ま うと効

果 が 薄 ら ぐ場 合 もあ る。 これ は これ まで主張 して きた一 画 面の 情報 量 は 少

な く簡潔 に した方 が よい とい う原 則 に反 す る こ とで もあ る。 それ だけ に 簡

潔 に な る よ うに整 理 す る必 要 が あ る。 その一 例 が図6-11で あ る
。

原 案 で は,2枚 のOHPで コン ピュー タ の歴 史 を示 してい る。 歴史 的流

れ を示 す の であ るか ら,出 来 れ ば一 画 面 で提 示 した方 が よい 。
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a手 直 し前 のOHP原 図(リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法)
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b手 直 し後 のOHP原 図(2-29「16進 数 」,

リバー ス法 とマ スキ ン グ法)

図6-10提 示 情 報 の焦 点 を しぼ っ た 例
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b手 直 し 後 の0
.HP原 図(2-1「 コ ン ピ ュ ー タ の 歴 史 」,

リバ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法)

図6-112枚 のOHP図 を1枚 のOHP図 に ま と め あ げ た 例
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t…-t・ そ・・ご で1枚 のOHP9に 整 理 す る こ と を 試 み た 。 タ イ ト ル は な く て よ い 。

:年 代 は 大 ま か な 感 じ が つ か め れ ば よ い 。 主 要 な 特 徴 は,た て 書 き に し て も

…

iよ い 。 こ の よ う な 観 点 か ら 簡 潔 に 整 理 し た 結 果 が,b.で あ る 。1枚 のOHP
l

iど して は若 干 情報 量 が多 くな った とは い うもの の,原 案 よ りは 見 や す くす

∵ づ き りした とい え よ う。 しか も,リ バ ー ス法 に変 え た の で,色 彩 に よる識

:別 効 果 を 生 か す こ と も 容 易 と な
っ た 。

il・'.;1-"

;62・121枚 のPHP図 を2 .枚のOHP図 に分 割 した 例

iさ き の 場 合 と 逆 の ケ ー ス も で て く る 。 情 報 量 が 多 す ぎ て,し か も 相 互 の

!

1依 存 関 係 が さ ほ ど 問 題 と な ら な い と き に は
,思 い き っ て 二 つ 以 上 の 画 面 に

c_,_..h.ri.__,.,.,、 一.t・

分 割 し牟方 が よい。 これ に 当 ては ま るの が,図6-12で あ る。

原 案 で は,,4種 類 の コ・一 ・ド を 一 画 面 で 説 明 し よ う と し て い る 。 し か も,

(1∴1

拡 張2t－進 化10進 コ ー ド:では,パ ッ ク と ア ン パ ッ ク の 双 方 を 説 明 す る 必 要

…

が あ る`。 こ れ で は 情 報 量 が 多 す ぎ る し,雑 然 と し た 画 面 に な っ て し ま う。
1」「`

'

そ こ で,b.の よ う に2枚 のOHPに 分 割 し,JISコ ー ドは 特 に 示 さ な い

.こ と に ・し たo

以 工12麺 類 の例 を も.とに原 案 を どの よ うに改 善 した か を説 明 し て きた。 例

示 した12¢)パ タ ー ン以 外 の さ ま ざ まな改 善 も行 な っ たが,こ こではすべ てを報

告 しきれ な い の で省 略 させ てい た だ くこ と とす る。 しか し,改 善 の 重 要 な ポ イ

ン トは,こ 起 まで報 告 し た ユ.2の 例 に ほ とん ど含 まれ てい る とい っ て よい。 こ

れ らを 参 考 に,今 後 のOHP教 材 の改 善 を は かっ てい た だ きた い。

一94一



・進化・・進・一・[当

標 準2進 化10進

コ ー ド

拡 張2進 化10進
コ ー ド

CBA8421

110010101

ゾ ー ン 数 字

1111!0101

ゾー ン;数 字

パ ッ ク

ア ン パ ッ ク

JISコ ー ド

符 号1数 字

数 字1数 字 数 字1符 号

01110101

(ベ ー ス)

(1枚 目)

(2枚 目)

(3枚 目)

(
、へ
ー

ス

(

枚
目
二

(
二
枚

目
)

a手 直 し前 のOHP原 図(1枚 よりなる,リ バー ス法 とマスキ ング法)べ

コ ー ドの 種 類(1)

2進 イヒ10;進 コ ー ド

84218421

IO10ilOllol
　 　

56 .

標 準2進 化10進 コー ド

CBA8421CBA8421

1:00101011:00:0110

T㌫ ・・
ゾ ー ン ・ ビ ッ ト

パ リ テ ィ ・ ビ ッ ト

コー ドの種 類(2)

拡 張2進 化10週 コー ド

ゾーン部 数字部 ゾーン部 数宇部

111110101111110110 　 　
F5F6

ゾ ー ン10進 数

アンパ ッ ク

fig
バ ッ ク

パ ック10進 数

ー

ス
)

(

枚

目

)

(
二
枚

目
)

b手 直 し 後 のOHP原 図(2-19「 コ ー ドの 種 類(11」 と

2-20「 コrド の 種 類(2)」,リ バ ー ス法 とYス キ ン グ 法)

図6-121枚 のOHP図 を2枚 のOHP図 に 分 割 し た 例

＼
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7.OHP活 用 上 の 留 意 点





7.OHP活 用上 の 留意 点

優れたOHP教 材が確保 で きて も,そ れだけで教育効果が保 障 され るとはい

えな い。 効 果 的 なOHP教 材 を 作成 す る こ とは 当然必 要 な こ とで あ る。 しか し,

これ だ け では 十分 とは い えな い。 正 しい使 い 方 ,効 果 的 な活 用 が な され た とき,

は じめ て実 効 が得 られ るの で あ る。 そ こで,最 後 に この章 にお い てOHPの 効

果 的活 用 に関 す るポ イ ン トを 明 らか に し てお こ う。

OHP利 用 に さい して何 よ りも重 要 な こ とは,教 材 作成 の 場合 と同 様 にそ の

特 性 を 生か す こ とで あ る。 す な わち 第2章 の 「OHP特 性 」 の 中の 「操 作上 の

特 性」 を生 か す こ とで あ る。OHPに は 明 室投 映 とい う特 性 が あ る。 そ れ に も

か か わ らず,部 屋 を暗 くして 投 映 す る な どは,全 く特 性 を 無 視 した こ とにな る
。

近臓 拡大性とい う髄 もある・鱗 者の人数を廿 稲 ・ば 酬 鯉 な く

見 る こ とが で き る投 映画 面 とな る よ う,そ の拡 大性 を利 用 す る こ とで あ る。 ま

た,対 面操 作 とい う特 性 もあ る。 これ
一を忘 却 して,投 映画 面 にだ け気 を と られ

て学 習 を進 め られ た の で は 困 る ので あ る。 操 作 上 の 特性 を十 分 認 識 し
,そ れ をり

生 か したOHP操 作 を 行 な うこ とで あ る。'

さ らに,
、OHP教 材 の使 い方 とOHP器 機 の 配 置 の仕方 と使 い 方 に も留 意 す

る必 要 が あ るo

710HP教 材の効果的な使い方

OHP教 材 には,本 来 そ の効 果 を高 め るため の 意 図が 反 映 され てい る筈 で あ

る。したがって,こ の意 図 を十 分 に理 解 した上 で,そ れ を尊 重 した 使 い 方 を し
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な い とせ っ か くのOHP教 材 が死 ん で し ま う。 オ ー バ レイ法 にな っ てい るに

もか か わ らず,最 初 か ら全 画 面 を 投 映 して 説 明 した の で は効 果 は 得 られ まい。

この こ とは マ スキ ン グ法 の場 合 で も同様 で あ る。 ステ ッ プ ・バ イ ・ステ ッ プ

○ 展 開 を しない とやは り効果 的 で は ない。 移 動 法 が適 用 され てい るに もかか

'わ
らず,面 倒 くさが っ てそ の機 能 を用 い な か っ た ら,当 然 効果 が 半減 され て

し ま う。 制作 意 図 を尊 重 した 用 い方 こ そが 重要 な ので あ る。

と こ ろが,他 人 が制 作 した 教材 の場 合 に は そ の意 図が 必 ず しも正確 に くみ

とれ な い こ とが あ る。 また,そ の場 合 とか く安 易 な用 い方 を しが ち な の も事

'
実 で あ る6今 回制 作 したOHP教 材 では,こ の 点 を 配 慮 し各 原 図 単位 に説 明

文 を つ け た。 これ は,す べ て各 論 に収 容 され てい る。 この説 明文 の 中 「用法」

と 「留意 点 」 ぞ有 効 利 用 の 仕 方 を指 示 してい る。 した が っ て,今 回制 作 した

『

OHP教 材 を利 用 され るさい に は,説 明 文 を一 読 して いた だ きた い一。 この 説

明 文 が い わ ば教 材 利 用 の要 綱 と もい うべ き もの で あ る。 な お,こ の説 明文 で

示 してい な い もっ と効 果 的 な 活用 の仕 方 も各 自工 夫 して欲 しい。

今 回 のOHPは,150枚 とい う制 約 の も とで 制作 した。 し た が っ て,

bHP教 材 が 更 に欲 しい 場 面 もで で こ よ う。OHPに は 自作 容 易 性 とい う特

性 が あ る。 必 要 な シ ー トを 自作 して追 加 し て欲 しい。 自作 とい う活 動 を通 し

て,そ の効果 的活 用 の工 夫 も うまれ て くる ので あ る。 また,初 級 テ キ ス ト(1)

「基 礎 と応 用 」 を用 い ない 場 合 で も,か な りのOHPシ ー トは 活用 で きる。

この 場 合 には,学 習 目標 と教 育 内容 か らみ て妥 当な もの だ け を選択 し,不 足

部分 に 関 して は必 ず 自作 し追 加 して欲 しい 。OHP教 材 は選 択 提示 とい う特

性 が あ るの で,.必 要 な ものだ け を選 択 し,あ る程 度 順 序 を変 え て もよい。 要

は,不 足 す る部 分 に対 して の配 慮 が あれ ば よい0

0HP教 材 は,反 復 投 映 が で き るoし たがっ て,1回 投映 した ものは それ で
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終 り と す る の で な く,何 回 も投 映 す る こ とで あ る。 特 に ,重 要 な ポ イ ン ト

を含 ん だ シ ー トは 必 要 のつ ど投 映 し,学 習 者 の 記憶 に しっ か りと定 着 させ る

よ うな 活 用 を す る こ とで あ る。'

OHPの 使 い は じめ は とか くOHP教 材 一 辺 倒 にな りやす い
。 これ は十 分

気をつぽ 必要が ある・板書を凧 ・て補足説明 をす るこ とも必要だ し
,場 合

に よっては スライ ドや テ レビな ど他 の視 覚 教材 を組 み 合 せ る こ と も考 え て欲 し

い。OHP教 材 だ け で終 始 す る と,学 習 者 の 目が疲 れ
,疲 労度 も高 ま る。 そ

れ に変 化が 乏 し くな る。 また,OHPの 対 面 操作 が お ろ そか に な る と
,学 習

者 の ペ ー ス よ り も教 師 の㌻ ・で どん どん先 睦 んで し ま う危 険性 もあ る
。

OHP教 材 だ け に頼 る ことは さ けて 欲 しい 理 由が こ こに あ る
。

OHP教 材 と同 じ内容 の 資料 を学 習者 に配布 して おい た方 が よい か ど うか

が しば しば 論 議 され る。 ケー スに よっ て異 なるだ ろうが
,一 般 には全 く同 じ も

のを 配布 す る必 要 は ない とい え る。同じ ものが手 もとにあるとい う安 易 さが,集

中 力 を そい で し ま う。 そ の うえ,筆 記 とい う行 動 が少 な くな るこ とが マ イ ナ

ス効 果 に もな る。 と もあ れ ,.そ の場 で ど うし て も理 解 させ る必 要 が あ る 内容

だ とか,理 解 の援 助 の ため に提 示 す る よ うなOHP教 材 の 資料 は
,学 習者 に

は 配布 し て お か な い 方 が よい 。 また ,配 布 す る資料 の 中には,未 完 成 図 を

多 くして お い た 方が よい 。 重 要 な部 分 は あ え て ブ ラン クに しておい て
,投 映

された 画 面 を み て記 入 させ る。 行動 を と もな うので,そ れ だ け記 憶 が定 着 す

るので あ るo

720HP機 器の配置 と効果的な使い方

OHP機 器 は,そ の設計構造 から教 師の立つ位置の右側 に配置 した方が よ
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い。 学 習 者 か らみ て正 面左 側 とい うこ とにな る。OHPの 欠 点 の一 つ に死 角

性 が あ る。 この ため 学 習 者 の 位 置 か らみ えな い 部分 が 生 じな い よ うな 配慮 を

した 配置 が 必要 とな る。OHPシ ー トを ステー ジに 置 くの に も,教 師 の右 側

に配置 し てお いた 方 が や りやす い。 と ころで,死 角 を少 な くす るに は,ス ク

リー ンの 配 置 も影 響 す る。 それ に,ス ク リー ンを傾 斜 させ てお い て,OHP

機 器 で 下 か ら投 映 す る よ、うに した 方 が死 角 は 少 な くな る。

OHP機 器 が一 台 しか使 用 で きない 場 合 の 配 置は 上 述 の通 りで あ るが,二

台 活 用 で きる場合 の 配 置 は これ と異 な る。 左右 に一 台 ず っ 配 置 す る。 この様

子 を図7-1で 示 してい る。 この よ うな 活 用 法 を一 般 にバ ッテ リー 方式 とい

う。一 方 の スク リー ンに全 体図 や概 念 図 を 投 映 し,他 方 で は これ に対 比 し て

詳 細 内 容 や補 足 内容 を 提示 す る。 こ の方 法 は,極 め て効 果 的 で あ る。 今 回 制

作 のOHP教 材 で も,バ ッテ リー方 式 の 利 用 を念 頭 に お い て,こ の 方式 が 効

果 的 に適 用 で き る よ うな配 慮 もし て あ る。 機器 の余 裕 が あ るな ら,必 、ず この

方 式 を 採 用 し て制 作 教 材 を活 用 して欲 しい もの で あ る。

い ず れ の 配 置に しろ,教 師 の うご きがOHPの 効 果 に影 響す る。 まず,投

映 画 面 を さえ ぎ る よ うな動 きは 極 力 さ け るべ きで あろ う。 そ れ にOHP機 器

のぞ ぱ に じっ と立止 っ て説 明 す る の もダ イナ ミック さに欠 け る こ とに な る。

投 映 され た画 面の近 くで説 明 す る こ とであ る。 これ にか か わ りを もつ重 要な

ぺ

こ とと して,指 示 俸 の使 い 方 が あ る。OHPス テー ジの 上 の シー トを ポ イ ン

トす る教 師を 時 々 み かけ るが これ は,い た だ け ない。 シー ト上 を ポ イ ン トす

る と,指 示俸 の 一寸 した 動 きが,大 き く拡 大 され て投 映 され る。 実 に みず ら

い。 また,教 師 がOHP機 器 の そば に釘 付 け に され る とい う欠 点 が 生 じるだ

けで は ない。 学 習者 は,投 映 画 面 と教 師 の身 ぶ りや 表 情 の双 方 に 目を向 けな

けれ ば な らな い。1個 所 に焦 点 が 定 ま らな い とい うこ と と,学 習 者 の疲 労 度
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図7-1理 想 的 なOHPの 配 置(バ ッテ リー方 式)

1

を増 す とい う欠 点 に も結 び つ くの で あ る。 そ れ ゆ え,投 映 画 面 の近 くで,直

接 画 面 を ポイ ン トしな が ら説 明 した方 が は るか に効果 的 な の で あ る。

最 後 に も う一 つだ け つ け 加 え て お こ う。OHP機 器 を使 用 してい な い と き

は 必 ず スイ ッチ を切 っ て お くご とで あ る。不 要 な とき も投 映 され てい る と,

学 習 者 は それ に気 を と られ て しま う。 また,目 の疲 れ もひ ど くな るか らで あ

る。'十分 気 をつ け てい た だ きたい ことで あ る。

＼
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原 図 と説明文の活用の仕方

第2部 には,今 回 作 成 したOHP教 材 の原 図 とそ の説 明文 が 収録 して あ る。

OHP原 図 とそ の使 用上 の 説 明文 を 見 開 きの形式 で載 せ て い るの で,利 用 しや

す い は ずで あ る。 以 下 で 原 図 と説 明 文 の 利用 法 につ いて 簡単 に 説 明 して お く。

(1)原 図 につ い て

OHP原 図 は,オ ー バ レイ法を 除 い て,作 成 した原 図 の ま ま一こつ の 画 面 で

提 示 して い る。 オ ー バ レイ法 の場 合 には,ベ ー スの部 分,そ れ に1枚 目を オ
→'

一 バ レイ した状態
,さ らに2枚 目 をオ ー バ レイ した状 態 とい った具 合 い に し

て,説 明文 と比較 しや すい よ うに してい る。 な お,そ れ ぞ れのOHP教 材 の

パタ ー ンは 説 明文 の 「用 法 」 の個 所 で 示 してい るの で
,こ れを参 照 して い た

だ きたい 。

こ こに示 した原 図 は,報 告 書 印 刷 の都 合 上,原 寸を縮 少 して あ るの で ,そ

の ま)・・OHPシ ー トを 作成 す るには無 理 が ある。 そ こで,簡 単 に複 写 機 で シ

ー トに コ ピー す る ため には
,原 寸 大 の原 図 が別 に必 要 で あ る。 これ は,当 財

団(技 術 部教 育 課TEL434-8770)で 作成 予定 で あ るの で,必 要 な方 は

連絡 の うえ入手 して欲 しい。 この原 図を もとにOHPシ ー トを作 成 され る さ

い には,各 論 の原 図 と説 明文 を参 照 して欲 しい。 また,総 論 の 第3章 「O

HPの 基 本的 作成 パ タ ー ン」 も参 考 とな ろ う。

原 図 には 色彩 の 指 示 を示 す こ とがで きな か った。 した が っ て,色 彩 に 関 し

ては各 自で工 夫 して欲 しい。 た だ し,今 回制 作 したOHP教 材 に適 用 した 色
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、

彩 パタ ー ンは,総 論 の 第3章 「色彩 効 果 法」 の項 で 説 明 してお い た ので 参 考

、に して い ただ きた い。

}

(2)説 明 文 に つい て

説明 文 は,制 作 したOHP教 材 を正 し く効 果 的 に 活用 して い ただ くことを

目的 と して 記載 した もので,ま ずOHPの タ イ トルを 示 し,以 下 「テ キ ス ト」

「用 法 」,「 留 意 点 」 の三 つ の部 分 か ら構 成 され て い る。

タ イ トルの先 頭 に は,番 号 を 付 記 してい る。 この番 号 は,OHP教 材 の 整

理番 号 で あ りD-SSの 形 式 で 示 して あ る。Dは,「 情報 処理 技 術者 初級 テ

キ ス ト(1)基 礎 と応 用 」 の第1部 か ら第4部 まで の部 の番号 を表 示 して

い る。1は 第1部 用 のOHP,2は 第2部 用 のOHP,3は 第3部 用 のOH

P,4は 第4部 用 のOHPを 意 味 す る。SSは,各 部 の 中で の使用 順 序を 示

してい る。

ト

「テキ ス ト」 の部 分 で は,上 記初 級 テキ ス トの どの部 分 の説 明 に 対応 す る

かを 示 してい る。 また,該 当教 材 を 投映 して 説 明 す る さい に,学 習者 に参 照

させ た方 が よい と思 わ れ るテ キ ス トの 図や 写 真 の個 所 も指 示 して あ る。

「用 法 」 で は,OHPの 用法 を 説 明 してい る。 オ ー バ レイ法 とマ'スキ ン グ

法 で は か っ この 中 で使 用 シー ト枚 数 または マ ス クの枚 数を 示 してお い た。

さ らに,必 要 に応 じて 使用 上 の 注意 を つ け加 え て あ る。

「留意 点 」 では,「 テキ ス ト」 と 「用 法」 の個 所 で 指摘 し きれ な か つたO

HP活 用 上 の留 意 点 が示 して あ る。OHP教 材 を 上手 に活 用 してい た だ くた

め の留 意 点 と板 書 や 発 問 な どとの併 用 に つい て も強 調 して あ る。

な お,説 明 文 の 中で の ポ イ ン トの個 所 は ゴ ジ ック体 で 示 す よ うに配 慮 して

お い た。
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1.デ ー タ処 理 の基 礎
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1-1デ ー タ と 情 報

＼

テ キ ス ト:第1章 の 情報 とデ ータ処 理 の デ ータ と情 報 の関係,お よび デ ータ 処

理 と情報処理の関係 ゼ熟 興す灸i亘)
二鰹用き∴るを 、1

用法:オ ー バ レイ法(2枚)。 まず1枚 目で デ ー タ と情報 を説 明 す る。 そ の あ

とで,2枚 目を オ ーバ レイ し,デ ー タ処 理 と情 報 処理 の意 味 を 説 明 し,デ ー

タ と情報 の結 合作 用 を 明確 に す る。

留 意 点:デ ータ とか情 報 とか の用語 は特 別 な区別 を しな い で使 用 して い る場 合

が多 い が,こ の フォ イル を用 い て,両 者 の違 い を整理 す る。 さ ら に,デ ータ

処 理 と情報 処理 の 差 につ い て も言及 す る必 要 が あ る。 単 に抽 象的 な用語 の 定

義 に留 ま るの では な く,こ の 図を 参 照 しなが ら,身 近な 事 例 を 対比 して 説明

す る ことが肝 要 で あ る。 現 実 の世 界,情 報 の 世 界,デ ー タの 世 界 の三 つ の相

互 関係 を 明 らか に す る よ うに して欲 しい。

な お,デ ータ 処 理 の説 明 に さい しては,そ の対 象 と して事 務 分野 と技 術分

野 が あ る こと につ い て もふ れ る こ とが必 要 で あ る。

つ,
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1-2企 業 活 動 の 姿

テ キ ス ト1第1章 の事 務 の機能 の業種 と事 務 の 特徴(P .3～P4)の 説 明 に用 い

る。 学 習者 に は第1.1図(p4)を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。1枚 目 で資金 調 達 活動,設 備 投 資 活動 ,人 事 ・

購 買 活動 の位 置づ け を 行 な う。2枚 目で生 産 活動 と販売 活 動 の 説明 を す る。

3枚 目 では,販 売代 金 の回 収 とそ の 用途 を 明 らか にす る。

留 意 点:一 般 に企 業や 官 庁 な どの組 識体 は,生 産 部 門,販 売 部門,サ ー ビス部

門IDい ず れ か か ら成 り立 ってい る。 また,企 業 の 多 くは,上 記 の い ずれ の部

門 もあわ せ
.もっ てい る。 この フ ォイ ルで は,企 業 に おけ る三 つの部 門で 発生

す る活動 を主 体 に図 式 化 してい る。 この 図 を もとに,企 業 の活 動 と事務 の関

係 を 明確 に す る こ とが 重要 で あ る。 と くに,生 産 部 門 と販 売 部 門 の活 動 と発

生 す る事務 を 具 体化 す る よ うに努 め る こ と。
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資金調達

人事 購買

設 労 資設備投資

惰 力 材

①

資金調達 資 金

!
・∪ ◇

1人事1隔 司
oく レ

設備投資⇒ 設備 舅
資
材

妙

生 産
(製品)　

↓

販 売

↓

資金回収

②
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i'二 ③'事 務 処 理 一－t--t"

:翻1翼翼竺警÷㌘:㌣:二三㌶ 繁 ㌫ 言、

蝉 曳 煕 一了冴鷲 ら右部分(行 政事綱 分)は 　 ク しておく・

留意点∴聾 鱒 の事繍 撤 関 して`ま,このフ・イルではどの部門でどの

・鱒 璽 なわれるかを簡単ぽ る・そのあとでフォイル1-4を 使

用 し…巳 轡 門における物の流れとデータの流れ媒 体的に説明し輪

このク完 イル に戻 って それ ぞ れの部 門 で 行 なわれ る事 務作 業 を ま とめ る。2

台 のOHPの 使 用 が 許 され る場 合 に は双 方 の フ ォイ ルを同 時 に投映 し,対 比

しなが ら説 明 を加 えて ゆ くと効 果 的 で あ る。

3生 産 部 門の事 務 の流 れ の 説 明 を お えだ あ とで ,マ スクを は ず して行 政事 務

の 内容 につ いて解 説 す る。 こ こ に示 した 行政 事務 は 身近 か な代 表例 だ け で あ

る。 官 公庁 以 外 の と ころ では 簡 単 な説 明 で よい。

で
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事 務 処 理

《生産部門 》

・ 購買部門

・ 検収部門

● 倉庫部門

。 生産部門

● 販売部門

③ 配送部門

● 経理部門

。 支払い部門

「 一 一 ー 一

《行政事務 》

戸 税務事務

1・ 窓 口事務

1・ 選挙事務

1。 衛 生事務

● そのほカ、の

事務
L___.____ __
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1-4生 産部 門 での 物 とデ ー タの 流 れ

テ キ ス ト:第1章 の 事 務 と 機 能 の 事 務 処 理(P.5～P.6)の 説 明 に 使 用 す る。

学 習 者 に は 第1.5図 を 参 照 さ ぜ る こ と 。

用 法=オ ー バ レ イ 法(3枚)。

.留 意 点:フ ォイ ル1-3で 生 産 会社 の主要 部 門 につ い て概 説 した あ と,こ の7

オイル の1枚 目を利 用 して各部 門 の仕事 を 明確 に す る。 そ の あとで,2枚 目

をオ ー バ レイ して,物 の具 体 的 な流 れを 示 す。 そ の さい 各 部 門 で どの よ うな

処理 が必 要 で あ るか を 学 習者 に想 起 させ る よ うに心 掛 け る こ とが重 要 で あ る。

場合 に よっ ては発 問 して み るの も効 果 的 で あ ろ う。 物 の動 き と各 部 門 で の処

理 を把 握 さ せた ら,3枚 目を オ ー バ レイ す る。 この3枚 目 を使 っ て,デ ータ

の流 れを 明 らか に す る と同 時 に各 部 門 で行 な う必 要 の あ る事務作 業を 明確 に

してや る。 この7オ イ ル で の解説 が終 った ら,再 び フ ォイル1-3に 戻 る こ

と。'
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購 買

原料1加工oBI設備
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・・1・一 ・・5会 計 事 務 の 流 れ

,⊆ ∴ ∵ ・.1∴ ・

テ キ ス ト:第1章 の 事 務 と機 能 の 会 計 事 務(P.6～P.10)の 説 明 に 用 い る 。

学興 竪 要97ど 第1・6図 から第1・9}照 させ'具 体的な齪 説明

刻 時 て や ること・

用だ り三
:註 とマ:ス⇔ グ法(1枚)・ 概蹴 明の時点では'胡 の流れ

図 は ヤ ス グ"じた ま ま,左 側 の ス テ ッ プ だ け に 注 目 さ せ る こ と。

留懸1ま パ 姻 の流れで鎖 事務の6つ のステ ップについて賦 する・そ

の あ とで マ スクを は ずt,具 体 的 な事 務 の 流れ につ い てふ れ る。 この場 合,

烈 辛口 ㌘ プで はテキ ス トの第1・6図 を用いて伝票 の説明を行な う・試算

表 の ズ テ ップ で は,第'1.7図 を 参 照 し な が ら,試 算 表 が ど の よ う な も の で あ

る か を 言 及 す る 。 ま た,財 務 諸 表 作 成 の ス テ ッ プ で は,第1.8図 と 第1.9図

… を参 照'き ぜ万 が ち;
損 益 計 算書 と貸 借 対 照 表 の概 略 を把 握 させ る。 た だ し,

個 々 の表 を あ ま り詳 細 に説 明 す るこ とは 避 け る こ と。 あ くまで 会計 事務 が ど

の よ うな手順 を 踏 ん で行 な わ れ るか に隼 点 を お くよ うにすべ きで あ る。 した

が って,絶 えず この7オ イル の右側 の流 れ図 に戻 って 説 明 を深 め てゆ くよ う

に留 意 す る ことで あ る。

一114-一



● 起

● 仕

● 記

会計事務

● 試算1

● 決 算1

[
v
訳
u
帳
与
竃

[
▽● 財務諸表作成1

仕訳表 元帳

一115一



1-6デ ー タ処 理 の過 程

テ キ ス ト:第1章 の デ ー タ 処 理 の 機 能 の デ ー タ 処 理 の 過 程(R10～P.11)の
＼

説 明 に用 い る。.学習 者 には 第1.10図 を参 照 させる こと6

用 法:オ ーバ レイ法(4枚)。 デ ー タ の記 録,デ ー タ の処 理,報 告 書作 成 の順

番 で 説 明 給 わせ て オ ー・ミ閲 し⑭ く'こと・ .

留 意 点:デ ー タ の記録 の説 明 で は,デ ー タを 記録 す る さい に必 要 とな る編 集,

コー デ ィン グ,グ ル ー プ分 け,デ ータ変 換,複 写,検 証 な どの処 理 に つ い て

ポイ ン トを板 書 しな が ら追加 説 明 を す る こと。 デ ータ 処理 の ステ ップに おい

ては,分 類,突 合 わ せ に関 して具 体 例 を 示 しなが ら補 足説 明 を行 な う必 要 が

あ る。 この フ ォイル では,あ くまで手作 業 に よる デ ータ処 理 の ステ ップを 明

確 にす る よ うに心掛 け る こ とが 重要 で あ る。7オ イル で の説 明 を終 え た あ と,

第1.10図 を使 っ て全体 を ま とめ る と同 時 に コン ピュー タを 使 った場 合 に必

要 とな る紙 が ド,紙 テ ー プ;磁 気 テ ー プなど に関 して 簡 単 な補 足 説明 を加

える よ.う.にす るの が よい(こ れ ら媒 体 の詳 細 は第3章 デ ー タ収 集媒 体 でふ れ

る)。

/
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1-7デ ー タ処理 の方 法

{

テ キ ス ト:第1章 の デ ー タ処 理 の 機能 の デー タ処理 の 方 法(P12～P.15)を

説 明 す るさい の イ メー ジづ け に 用い る。

用法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。 手作 業 に よ る処 理 の説 明 では,こ

の部 分 だ けを提 示 す る。 機 械 に よる処理 の説 明 に入 っ た ら,そ れ に対 応 す る ・

マ スクを取 りのぞ く。 同 じ要 領 で,パ ンチ ・カ ー ド ・シ ステ ムに よ る処 理,

コ ン ピ ュータ に よ る処 理 の 説 明を 行 な う。

留 意 点:フ ナィ ル には,デ ータ処 理 方 法 の タ イ トル だ け しか 示 してい ない ので,

そ の具体 的 内容 に関 しては板 書 しなが ら解 説 してゆ く よ うに努 める こ と。 ま

た,第1.11図 か ら第1.18図 の写 真 を活 用 して補 足 説明 を行 な っ てゆ くと

効 果的 で あ る。 な お,パ ンチ ・カ ー ド ・シス テ ムの説 明 では,フ ォイル1-

8お よび フ ナイ ル1-9を 併 用 す る こと。
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デ ータ処 理 の方 法

●手作業による処理

。 機械 による処理

。 パンチ・カードシ ステム による処 理

。 コンピュータによる処 理
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1-8パ ン チ ・カ ー ド ・シ ス テ ム の 機 能(そ の1)

テ キ ス ト:第1章 の デ ー タ 処 理 の 機 能 の パ ン デ ・カ ー ド ・ シ ス テ ム(R13～P

l5)の 説 明 に 用 い る 。

用 法:マ ス キ ン グ 法(2枚)。 け ん 盤 せ ん 孔 機 と検 孔 機,分 類 機,作 表 機 の 順

番 に オ ー バ レ イ し な が ら 説 明 し て ゆ く。

留 意 点:フ オ ィ ル1-7の 中 の パ ン チ ・カ ー ド ∴ シ ス デ ム の 説 明 に 入 っ た と き,

こ の フ オ ィル を 用 い る。2台 のOHPが 使 用 可 能 な ら・ フオ ィル1-7と 同 時 投 映 す

る の が よ い 。'i－台 の 場 合 に は こ の フ ォ イ ル を投 映 す る 。 第L15図,第1.16図,

第1.17図,第1.18図 を 必 要 の つ ど 参 照 さ せ な が ら,こ の フ ォ イ ル の 画 面

と 関 連 づ け て 説 明 す る'こ と 。 な お,作 表 機 の 説 明"で は,計 算 と 集 計 も同 時 に

行 な え る こ と を 忘 れ ず に 説 明 し て 欲 し い 。
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1-9パ ン チ ・カ ー ド ・ シ.ス テ ム の 機 能(そ の2)

テ キス ト:第1章 の デ ー タ処 理 の機 能 の パ ンチ ・カ ー ド ・シ ステ ム(p.13～p.

15)の 説 明 に用い る。

用 法:マ スキ ン グ法(2枚)。 照 合 機,複 写 せ ん孔 機,計 算 せ ん孔 機 の順 番 に

オ ーノミレイ しなが ら説 明 してゆ く。

留意 点:基 本 的 には,フ ォイル1-8と 同 じで あ る。 照合 機 に 関 しては,組 合

わせ しか例 示 して い ない ので,順 序 検査,突 合 わせ,選 別 の機 能 に つい て追

加説 明 を行 な う必 要 が あ る。 また,複 写 せ ん孔 機 につ い ては 合 計 せ ん孔 の仕

方 に つい て 簡 単 に補 足 して欲 しい。 な お,フ ォイ ル には翻 訳 機 の例 図 が ない

が,こ れ に関 しては 板 書 で補 な う必 要 が あ る。
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1-10デ ー タ処 理 方 法 改善 の 必要 性

テ キ ス ト:第2章 の デ ー タ処理 方 法 改 善 の必 要性(p .19～b.20)の 説 明 に用

い る。

用 法:リ バ ー ス法 とマ ス キ ン グ法(4枚)。 デ ータ 量 の増 加 の説 明で は,こ の

部分 だけ提 示 す る。 デ ー タ処理 費 用 の増 加 の説 明 に入 った ら,そ れ に対 応 す

るマ スクを取 りのぞ く。 同 じ要 領 で,正 確 な情 報 の必 要 性,必 要 な情 報 を迅

速 に入手 す る必 要性 の 説 明 を行 な う。

留意 点:こ のフォイル で は,デ ー タ処 理 の進 歩 を促 した お もな 要因 の タイ トルだ け

しか示 してい な い。 し
.たが っ て,デ ータ 量 の増 加 では,テ キ ス トの第2.1図

を活 用 して具 体性 を もた せ る こ と。 また,デ ータ 処理 費用 の増 加 に関 しては,

第22図 を参照す る こと。正確な情報 の必要性,必 要な情報を迅速に入手す

る必 要性 に つい て は,事 務 改善 の基 本 思 想 で あ る 「正 し く,早 く,安 く,楽

に」 とい った 考 え方 の 重 要性 を 明 らか にす る こ とが肝 要 で あ る。
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データ処理 方法 改 善の必要性

● デーB量①増 加
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●必要 な情報 を迅 速に入子する必

要性
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1-1|記 録 技 術 の 発 達

テ キ ス ト:第2章 の デ ータ 処 理方 法 の歴史 の 記録 技 術(P.20～R21)の 説 明

に用 い る。 学 習 者 には 必要 に応 じて第2.3図 と第2.4図 を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)。1枚 目で記録 技 術 の 発 達 の原点 と もい うべ き文'

字 の発 明 につ い てふ れ る。 文 字 の発 明を 背景 に,記 録 媒体 の発 達 の過 程 を2

枚 目を使 っ て説 明 す る。3枚 目で は,印 刷技 術 の進 歩 につ い て言及 す る。

留意 点:デ ー タ処理 方 法 の発 展 を支 え る柱 と して,記 録 技 術 の発 達 と計算 の道

具 の発達 とが あ る。 両者 は,19世 紀 に至 る まで 全 く別 々 の道 を た どった わ

け で あ る。 この フ ォ イル で は,そ の うち の記 録 技 術 の 発 達 を説 明 す るの に用

い る。 個 々 の歴 史 的事 象 を説 明 す る ことを主 要 な意 図 と した もので は ない。

記録 媒体 と印 刷 技術 の 発展 の歴史 的必 然性 とい った ものに 力点 を 置 い て説 明

し,紙 の発 明,活 版 印 刷,タ イ プライタ ー お よび複 写 技 術 の発 明 が デ ー タ処

理 に大 きな貢 献 を して くれ てい る事 実 を 明 らか に す る ことが重 要 で ある。

/
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1-12計 算 の道 具 の 歴 史

テ キ ス ト:第2章 の デ ータ処 理 方 法 の歴 史 の 計算 の道 具(P21～R22)の 説 明

に用 い る。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(6枚)。 説 明 に合 わ せ て6枚 の マ スクを順

番 に1枚 ず つ取 り除 く。

留 意 点:こ の フォイ ル の左側 で は,計 算 の 道 具 の 出現 を 促 が した 主要 な要 因 を

示 し,右 側 でそ の結 果 として 出現 した道 具 名 を示 して い る。 これ らの要 因 が

すべ て で は ない こ とに十分 留 意 しな が ら説 明 を して ゆ くこ と。 また,右 側 の

道 具 に関 しては そ の主 な る特徴 を か い つ まんで 説 明 してや る こ とが 必要 で あ

る。 さ らに,パ スカ ル,ラ イ プ ニ ッツ,バ ペ ジ,ホ レ リスな どの 人名 に つ い

て も道具 と結び つけ て 言及 して お く こ と。 な お,コ ン ピュータ に つい て は,

第 一 世代,第 二 世 代'第 三 世 代 の 特徴 につ い て ご く簡 単 にふ れ てお くこ と。

詳 し くは,第2部 の第1章 で説 明 す るの で大 まかな歴 史 を把 握 させ る程 度 の

内容 で よい 。
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1-13コ ン ピュ ー タ 室 の位 置 づ け

}

テ キ ス ト:第2章 の 機 械 に よ る 処 理 の コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ ー タ 処 理 の 組 織

(R22～R23)の 説 明 に 用 い ・る 。 学 習 者 に は,'L第2.7図 と 第2.8図 を 参 照

さ せ る こ と 。

用 法:オ ー バ レ イ 法(3枚)。 ま ず2枚 目 を オ ー一一■〈レ イ し た 状 態 で 説 明 す る 。

そ の あ と で2枚 目 を 取 り は ず し,3枚 目 を オ ー バ レ イ し て つ ぎ の 説 明 に 入 る。

留 意 点:2枚 目 を オ ー バ レ イ し た 状 態 で は,コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ た 当 初 や,

コ ン ピ ュ ー タ に よ る 処 理 が 比 較 的 小 規 模 の 場 合 の コ ン ピ ュ ー タ 室 の 一 般 的 位

置づ け の説 明 を行 な う。一 方,2枚 目を取 り除 き,3枚 目を オ ー ・ミレイ した

状態 で,コ ン ピュー タ利 用 が進 み,コ ン ピュー タ に よる処理 が 大規 模 にな っ

た場 合 の コ ン ピ ュー タ室 の代 表 的位 置づ け の説 明 を す る。 両 者 の説 明を 終 え

た あ とで,運 営 上 どの よ うな差 が生 じ るかを 発 問 し,学 習者 の知 識 を整 理

させ る と効 果 的で あ る。 なお,こ の フォイ ルで は コ ン ピ ュー タ部 門 の組織 的

位 置づ け を問題 と して い るの で あ るか ら,一 般 的 な組織 自体 に深 入 りしな い

よ う留 意 す べ きで あ る。

、
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1-14コ ン ピュ ー タに よ るデ ー タ処 理

テ キ ス ト:第2章 の 機 械 に よる処 理 の コン ピ ュータ に よ る処 理 の 特徴(P .23～

R24)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 には,第2.9図 と第2 .11図 を参 照 させ る

こと。

用 法=オ ー バ レイ法(3枚)。1枚 目で データ の 準備 の 必 要性 を説 明 し ,2枚

目で デ ータ の入 力 と処 理 の過 程 を 説 明す る。 最 後 に3枚 目で処 理 結 果 の出 力

の過程 に つ い て ふれ る。

留 意 点:入 出力 装 置お よび 中央 処 理装 置の 詳細 は,第2部 で取 扱 か わ れ てい る

ので,こ こでは デ ータ処 理 の過 程 とその た めの 装 置 の相 互 関係 に力点 を 置 い

て説明 す る。 デー タ の準 備 に関 しては,7オ イル1-15を 用 い て補 足 説 明

する こ と。 なお,こ の部 分 で は,カ ー ド ・シ ステ ム,け ん盤 せ ん孔 機,入 力

媒 体,主 記 憶 装 置,出 力媒 体 な ど新 しい 用語 が続 出 す るの で 十分 に時 間 を か

け て,そ れ ぞ れ の概 念 を 明 らか にす る必 要 が あ る。
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1-15デ ー タ準 備 の 過 程

テ キ ス ト:第2章 の機 械 に よ る処 理 の コ ン ピ ュータ に よる処 理 の特徴(R23～

P24)の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は,第2.10図 を 参 照 さ せ る こ と 。

用法:オ ー バ レイ法(3枚)。1枚 目で け ん盤 せ ん孔 機 の 機能 を,2枚 目 で検

孔 機 の役 割 りを説 明す る。3枚 目で チ ェ ック済 み の入 力 デー タの処 理 過 程 を

示 す。

留 意 点:

で示 した ところで ある。 しか し

紙 カー ドのせ ん孔 と検孔 の必 要 性 につ い ては,す で に フ ォイ ル1-8

,非 常 に重 要 な ことで あ るだけ に,角 度 を 変 え

て再 度 この フ ォイル で 補足 説 明 を して欲 しい。 フ ォイル1-14の デ ー タの

準備 の説 明を補 な うもの と して 活用 す る と効 果的 で あ る。 この フ ォイル を 用

い て,入 力 す るデ ータ が正確 で ある こ とが い か に重 要 で あ るか を学 習 者 に検

討 させ る方 法 も興 味 を 引 き出す や り方 で あ ろ う。
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1-16コ ン ピュー タ利 用 の利 点

テ キ ス ト・:第2章 の機 械 に よ る処 理 の コ ン ピュー タ に よ る処 理 の特徴(P24～

P25)の 説 明 に用 い る。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(5枚)。 コン ピュータ の 利点 を 一つ 説 明す

る こ と にマ スクを1枚 ず つ取 りはず して行 く。

留意 点:高 速 処 理 に関 しては,単 に処 理時 間 の早 い こ とを説 明 す るだ け で は な

く,ミ リ秒,マ イ ク ・秒,ナ ノ秒,ピ コ秒 といった コ ンピュー タでの処理時間単

位 に つい て も言及 す る こ とが 必要 で あ る。 連続 的処 理 で は,プ ロ グラ ム内蔵

方 式 の重 要性 とそ れ に よっ て実 現 され る コ ン ピュータ の 汎 用性 に つい て も説

明す る こ と。 正確 性 に関 しては,ハ ー ドウ ェアの特 性 で あ って,入 力 デー タ

の ミ スや プ ロ グラ ムの間 違 い に よっ て,処 理 結 果 が誤 りとな っ て し ま うこ と

を認 識 させ るべ きで あ る。 集 中的 で かつ 総合 的 な処 理 は,他 の 道具 で達 成 す

る こ とので きない コ ン ピュー タの特 徴 で あ る ことを 力説 す る。 質 の 高い 加 工

と分 析 で は,コ ン ピ ュー タ が過 去 の デ ータ を加 工 した り分 析 した りして,将

来 の予 測 をす る とい った 面 で も威 力 を発 揮 す る ことを付 言 す べ きで あろ う。

0
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コン巳ユニク利 用 の利点

● 高速処理

● 連続的処理

● 正確な処理

● 集中的 ・総合的な処理

● 質 の高い加工 と分析
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1-17デ ー タ収 集 と 自動 デ ー タ処 理

テ キ ス ト:第3章 の デ ー タ収集 と記録 媒 体 の デ ータ 収集 と自動 デ ー タ処 理(A

DP)(P.27)の 説 明 に使用 す る。

用 法:ス ライ ド ・チ ャー ト的用法 。

留 意 点:こ の フ ォイ ルを用 い てデ ータ 収集 の意 味 とそ の 必要 性 を 明 らか にす る。

パ ンチ ・カー ド ・シ ス テムや さ まざ まな事務 機 械 の普 及 に よって,必 然 的 に

集 中 デ ータ処 理(IDP)の 方 向 が促 進 され た こ とを 歴史 的発 展過 程 を ふ ま

えなが ら説 明 す る必 要 が あ る。 また,自 動 デ ータ処 理 を行 な うた め には,発

　

生 した デ ー タを機 械 で直接 処 理 す る こ とが で き る特 別 な コー ドに変換 して,

入 力媒 体 に記録 す る必 要 が あ る こ とを強 調 す る こと。

初 期 の 自動 デ ータ 処 理 は,パ ンチ ・カ ー ド ・シ ス テム で行 な われ た が,コ

ン ピ ュー タ の実現 に よ って電 子 デ ー タ処 理(EDP)に 発 展 した こ と も説 明

す る こ と。
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集中データ処 理
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|-18記 録 媒 体

テキ ス ト:第3章 の デー タ収 集 と記録 媒 体 の デー タ の記録 媒 体(R27～P .28)

の 説 明 に用 い る。

用法:ス ライ ド ・チ ャー ト的用 法 。

留 意 点:こ の フ ォイル で 説明 を 行 な うまえ に,デ ータ 収集 に は,デ ー タを 記録

す るため の記 録 媒体 とデ ータ を 記録 した り送 信 した りす るた め の 道具 が必要

で ある こ とを 明 らか に す る。 そ の あ とで デ ータの 記録 媒 体 の 説 明 に入 る。

個 々の 記録媒 体 の詳 細 な説 明 は,7オ イル1-20以 降 で 行>sう の で,こ

の フ ォ イルで は そ れぞ れ の 記録 媒 体 の主 要 な特徴 だ け を明 らか にす る。 また,

記録 媒 体,コ ー ド,入 力装 置の 関係 を 明確 に して や る こ とが 重 要で あ る。

●
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1∵9"'デ ー タ収 集 方 ㌔ ∵:
:三vttttt/"一

テ蕊 磐 デ 集と記蜘 デ1タr(四 の説明

用 法=オ ー バ レイ法(4枚)。2枚 目をオ ーバ レイ してt.人 手 に よる:方法 を 示

ず。2枚 目 ζ3枚 目 を入 れ か え でP:郵 送 に よる方 法:を説 明 す る。 ぎ らに ・3

枚目・,1姻 涯 ざ磁 電信 ほ る方堅 語 る:

留意点 ・データ難 部門で唾 票嘩 ・で デー・処理部門に送 り込む方法・・

㍗ そ:痴 蜘 交跡 坪 送づ込ψ 法が≡ とを;はつきり
さ せ る 必 要 が あ ゐ 。' 、 、'"∴ ㌦

これを ふ まえ だ うえ で↓ 人 手 に よる方 法,郵 送 に、よゑ方 法,'電 信 に よる方法

噸 恒竺㌍ 口明する・}'ず姻 ・る方法の場合にも'収集さたたデー

・:が・㌣ ブ 輌 デー・亘:㌍ を噛 するだ
、

:なお;三 つの雄 にほそれぞれ どの よ うな利息 欠嚥 あるか醜 聞Lて

学習者ビ考 えざぜ る よ うに仕向げる と効果的で あ'る。一　 "…
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1-20紙 カー ドの形 式

テ キ ス ト:第3章 の紙 カー ド(R29～P30)の 形式 の説 明 に用 い る。 学 習者

に は,必 要 に応 じて第3.1図,第3.2図,第3.3図 を参 照 させ る こ と。

用法:オ ー バ レイ法(3枚)。1枚 目で紙 カー ドの規格 と コーナ ・カ ッ トの意

義 を 説明 す る。2枚 目を オ ー バ レイ して,ぜ ん孔 位 置 とけ た番 号 の 意味 にふ

れ る。 さ らに,3枚 目 をオ ー バ レイ して,ゾ ー ンせ ん孔 と数 字 せ ん孔 につ い

て 説 明 す る。

留 意 点:ま ず,学 習 者 に は第3.1図 を参 照 させ て,紙 カ ー ドには80欄 カー ド,

90欄 カ ー ド,96欄 カー ドな どい ろい ろな形 式 が あ るこ とに つい て ふ れ る。

そ の あ とで,最 も代 表 的 な 形式 で あ る80欄 カ ー ドの説 明 に入 り,こ の フ ォ

イ ルを 用 い る。

"
1枚 目 でカ ー ドの大 きさ とコー ナ ・カ ッ トを 説 明 す る ときには,第3.2図

を学 習者 に参 照 させ る。 コー ナ ・カ ッ トの意 義 に つ い て は,学 習者 に発 問 し

考 え させ る こ と。

2枚 目,3枚 目の説 明 にお い ては,第3.3図 を学 習者 に参 照 させ る。3枚

目で ゾー ンせ ん孔 の説 明を行 な うさい には,0の せ ん孔位 置が ゾー ンに な っ

た り,数 字 にな っ.た りす る こ とをは っ き りさせ てや る必 要 が あ る。

な お,学 習 者 に は第3、3図 と同 じ よ うなせ ん孔 を 行 な った カ ー ドの実 物 を

配 布 してお くこ と。.
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紙 カードの形 式.
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1-2|紙 カ ー ド ・ コ ー ド

テ キ ス ト:第3章 の 紙 カ ー ド の コ ー ド(p29～p30)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者

に は,第3.3図,第3.1表,第3.2表 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:ス ト リ ッ プ 法(3枚),実 物 投 映 法 。1枚 目 の マ ス ク を と っ て,数 字 せ

ん 孔 コ ー ドを 示 す 。2枚 目 の マ ス ク を と っ て 英 字 せ ん 孔 コ ー ドを,3枚 目 の

マ ス ク を と っ て 特 殊 文 字 コ ー ドを 説 明 す る
。

留1意 点:学 習 者 に は,第3.3図 と 同 じ 内 容 の 実 物 カ ー ド と カ ー ド設 計 ず み の せ

ん 孔 カ ー ドの 実 物 と を 配 布 し て,そ れ と 対 比 し な が ら こ の7オ イ ル で 説 明 す

る と効 果 的 で あ る 。

カ タ カ ナ ・ コ ー ドに つ い て は,第3.2表 を 参 照 さ せ な が ら 補 足 説 明 を す る

こ と。

こ の フ ォ イ ル を 用 い た 説 明 を 終 え た ら,学 習 者 に ブ ラ ン ク ・カ ー ドを 渡 し,

各 自 の 氏 名 と 生 年 月 日 な ど を カ ー ド ・ コ ー ドで 記 入 さ せ る こ と に よ っ て ま と

め る と よ い 。
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紙 カ ー ド ・コ ー ド
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1-22一 紙 カ ー ド の 特 徴'…

ふい ニ ガ ニ

テ キIXト:第3章 の 紙 カ ー ド'(ip
,.29--130).の 特 徴 を ま と め る の に 用,L・ る 。

用 法::リ バ ー ス法 と マ ス キ ン グ 法(6枚)。 マ ス ク を1枚 ず つ と りは ず し な が

ら)紙 カ ー ドの 特 徴 を 明 ら か に し て ゆ く。

留 意 点:紙 カ ー ドの 特 徴 を 一 つ 示 す ご と に,な ぜ こ の よ う な 特 徴 が 指 摘 で き る

かを 学習者 に回答 さ せ る よ・うにす る こ と。 千ン ス トラ クタ ー,が ま,とめ る よ

鵬 契 者 酪 自噸 の 中 で ま'どめ る こ とが 必 要 で あ る・
三:

な お}「 デ ーぞ の訂 正,変 更,追 加 が容 易」 ζ 「80げ た の固 定長 記録 ⊥

に関 して は具 体 的 な補 足 説 明 を してや る必 要 が あ る。 、

また,p、33の"「 紙 カー ・ドを あ つか う機 械」 の部 分 の 説 明 に は フ}イ ル1

-i5を 活 用 して欲 じ('〈
。
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紙 カードの特徴

● 取扱いやすい大きさ

● 分類 ,仕 訳 が容易

● せん孔内容の印刷

・ データの訂正
,変 更,追 加が容易

● 記録 内容の視覚検査が容易

●80け たの固定長記録
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1-23紙 テー プ の規 格

テ キ ス ト=第3章 の紙 テ ー プ(p33～p34)の 規 格 に関 す る説 明 に利 用 す る。

学 習 者 に は,第3.6図 を 用 い る。

用 法=オ ー バ レイ法(2枚)。1枚 目 で8単 位 の紙 テ ー プの規 格 を,2枚 目で

6単 位 の 紙 テ ー プの説 明 に用 い る。

留 意 点:紙 テ ー プには,5単 位,6単 位,7単 位,8単 位 な どが あ る こ とを説

明 した うえで,こ の フ ォイル を用 い る。 この フ ォイ ルで は,日 本 で 良 く使 わ

れ てい る6単 位 紙 テー プと8単 位 紙 テ ー プの規 格 を 明 らか に す る。

学 習者 には,第3.6図 を参 照 させ るだ け で な く,6単 位 紙 テ ー プ と8単 位

紙 テ ー プの実 物 をサ ン プル と して 配布 し,必 要 に応 じて参 考 に させ る と よい。
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紙 〒 一 フ。の 規 格

8単 位 紙 テ ーワ。

・トラック番号

〆

麗 蕪 竺剖'
多i§ §§§ 情報トラリク
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紙 〒 一ワ。の 規 格

8単 位 紙 テーア

トラック番号
/

竃 諮働'
多i§ §§§'1青幸艮トラリク

6単 位 紙 チ ーフ.'

トラリク番号

〆

1÷継 麟;1膓

、

②
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1-24紙 テ ー プ ・ コ ー ド

テ キ ス ト:第3章 の紙 テ ー プの コー ド(p32～p33)の 説 明 に用 い る。 学習 者

には,第3.7図 と第3.8図 を 参 照 させ る こ と。

用法:実 物 投映 法 とオ ー バ レイ法(2枚)。1枚 目で8単 位 紙 テー プの コー ド

を説 明 す る。 さ らに,2枚 目を オ ー バ レイ して6単 位 紙 テ ー プの コー ドを 説

明す る。

留意 点:紙 テー プの コー ドを す べ て覚 え込 ませ る必 要 は ない。 数 字,英 字,特

殊文 字 が どの よ うに 記号 化 され るか,特 殊機 能文 字 が どの よ うな働 きに用い

られ るかを把 握 さ せ る こ とが 重要 で あ る。 また,8単 位 コー ドに つ いては,

8番 目の トラ ック が奇 偶検 査 に 用 い られ る こ とを 明 らか に す る こ と。

なお,学 習者 には8単 位 紙 テ ー プ と6単 位 紙 テー プを 配 布 し,必 要 の つ ど

参 考 に させ る と効 果 的 で あ る。
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紙 テ ープ ・コ ー ド

8単 位紙 チーフ。

紙 テ ープ ・コ ー ド

8単 位紙 テーア

馳_・;';

■

●

一

'・●
●

■◆

:.."一

6単 位紙チ ーフ。

t《`et〃,('r.

②
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1-25紙 テ ー プの 特徴

テキ ス ト:第3章 の 紙 テー プ(R32～p33)に 関 す る特 徴 を説 明す るの に 用 い

る。

用 法:リ ・ミー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。 マ スク を1枚 ず つ と りは ず しなが

ら,紙 テ ー プの特徴 を明 らか に してゆ く。

留 意 点:テ キ ス トで ば,紙 テ ー プの特 徴 が 最 初 の部 分(R32～P33)に 記 載

され て い るが,紙 テ ー プの規 格 や コー ドな どを説 明 しだ あ と,全 体 の ま とめ

と して用 いた 方 が効 果 的 で あ る。

で き るだ け,紙 カ ー ドの特 徴 と比 較 しな が ら,紙 テー プの特徴 を浮 彫 りに

してゆ く こ とが肝 要 で あ る。 また,学 習 者 に発 問 して,学 習 者 自身 が ま とめ

る よ うに す る こ とで あ る。'
「
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紙 チーフ.の特 徴

● 安価な記録媒体

● 安価な記録機械

・ 可変長 デLタ

● 通信機 を使ったデータ伝送
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1-26エ ッ ジ ・パ ン チ ・カ ー ドと タ グ ・カ ー ド

テ キ ス ト:第3章 の そ の ほ か の デ ー タ 収 集 媒 体 の エ ッ ジ ・パ ン チ ・カ ー ド(P .

35)と タ グ ・カ ー ド(P.35)の 説 明 に 用 い る。
.学 習 者 に は,第3.10図

と第3.11図 を 参 照 さ せ る 。

用 法:実 物 投 映 法 と オ ー バ レ イ 法(2枚)。1枚 目 で エ ッ ジ ・パ ン チ ・カ ー ド

の 特 徴 を,2枚 目 で タ グ ・カ ー ドの 特 徴 を 説 明 す る。

留 意 点:エ ッ ジ ・パ ン チ ・ カ ー ド と タ グ ・カ ー ドは,デ ー タ 表 現 形 式 で は 紙 テ

ー プ ・ コ ー ドの 変 形 で あ り
,記 録 媒 体 で は 紙 カ ー ド の 変 形 と考 え ら れ る こ と

、を 指 摘 す る 。

エ ッ ジ ・パ ン チ ・カ ー ドは 紙 テ ー プ と 同 じ よ う に 使 用 さ れ る が,紙 テ ー プ

と 比 較 し て ど の よ う な 長 所 と短 所 が あ る か を 学 習 者 に 考 え さ せ る こ と が 重 要

で あ る 。

タ グ ・カ ー ドに つ い て も,そ の 長 所 ど 短 所 を 把 握 さ せ,ど の よ う な 業 務 で

使 用 す る と 効 果 的 で あ る か を 考 え さ せ る;な お,タ グ ・カ ー ドは コ ン ピ ュ ー

タ に 直 接 入 力 さ れ る こ と は な く,い っ た ん 紙 カ ー ド,紙 テ ー プ あ る い は 磁 気

テ ー プ に 交 換 さ れ た あ と で 入 力 さ れ る こ と を 付 言 す る こ と が 必 要 で あ る。
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1-27ト ー ク ン ・ カ ー ド

テ キ ス ト:第3章 の そ の ほ か の デ ー タ 収 集 媒 体 の トー ク ン ・カ ー ド(p36)

の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は 第3.12図 を 参 照 さ せ る 。

用 法:オ ー バ レ イ 法(2枚)。1枚 目 で プ ラ ス チ ッ ク 板 の トー ク ン ・カ ー ドの

特 徴 を,2枚 目 で 紙 カ ー ドの トー ク ン ・ カ ー ドの 特 徴 を 把 握 さ せ る 。

留 意 点:ト ー ク ン ・カ ー ドは,タ イ ム ・カ ー ド,ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド,身 分 証

明 書,商 品 管 理 な ど に 活 用 さ れ て お り,一 般 に は ・ミッ チ ・カ ー ド ま た はID

カ ー ドと 呼 ば れ て い る こ と を 指 摘 す る 。

そ の あ と で,プ ラ ス チ ック 板 と紙 カ ー ドの そ れ ぞ れ の 特 徴 を 説 明 し,タ イ

ム ・カ ー ド,ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド,身 分 証 明 書 な ど に 効 果 的 な 理 由 を 考 え さ

せ る 。 で き る な ら,ト ー ク ン ・ カ ー ドの 実 物 を 何 種 類 か 用 意 し て お き,必 要

に 応 じ て 提 示 し て や る と よ い 。

な お,ト ー ク ン ・ カ ー ドは そ の ま ま デ ー タ 通 信 用 の 端 末 装 置 か ら 入 力 さ れ

る こ と を つ け 加 え,そ の 便 利 さ を 強 調 す る こ と で あ る 。

ノ

・-1 ,58一



トーク ン ・カ ー ド

(a)プ ラスチリク板

トーク ン カ ード

(a)プ ラスチ リク板
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1-28光 学文 字

テ キ ス ト=第3章 のそ の ほか の デ ー タ収 集媒 体 の光 学文 字(P .36)の 説 明 に

用 い る。 学 習 者 には 第3、13図 を 参 照 させ る。

用 法:=オ ーバ レイ法(2枚)。1枚 目でAタ イ プのOCR文 字 の特 徴 を 把 握 さ

せ る。2枚 目では 手 書 き文 字 も活用 で き る こ とを説 明 し ,手 書 き文 字 の 制 約

を理 解 させ る。

留 意 点:光 学文 字 を用 い た帳 票 は,そ の ま ま光 学式 文 字読 取 装 置(OCR)で

読 み 取 らせ,コ ン ピ ュー タ に入 力 で きる こ とを説 明 した あ とで,フ ォイル の

1枚 目でOCR文 字 の特徴 にふ れ る。

OCR文 字 は,特 殊 なタ イ プ ライ タ,会 計機,コ ン ピ ュー タ の印 刷 装 置な

どで 印字 さ れ,で きあ がっ た帳 票 が入 力 に 利用 で きる ことを 明確 に し ,そ の

利用 面 を考 え させ る。 さ らに,手 書 き文字 の帳 票 も使用 可 能 で あ る こ とにつ

い て 言及 し, 、2枚 目を オ ー バ レイ して,手 書 き文字 の特徴 と制 約 条 件 につ い

て 説 明 す る。 手 書 き文 字 を使 用 す る場合 に は,ど の よ うな 注意 が必 要 とな る

か を十 分 に認識 させ る こ とが必 要 で あ る。

光 学 文 字 の説 明 を した あ とで,こ れ を 活用 した タ ー ン ア ラ ン ド ・シ ステ ム

の効 果 を 具体 例 に もとついて 解 説 してや る とよい。 な お,手 書 き文 字 を 含め

た光 学 文 字用 の帳 票 のサ ン プル を用 意 して お き,学 習者 に提 示 す る と効 果 が

高 ま る。
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光 学 文 字(OCR-A)

AB〈=DEFGHIJt〈LM

N◇PdRSTUVUXYZ

OI己 ヨ叫5』?凸 『

・「=・;=+/キ*口&1

-{}7 .7tlilri

五Y

光 学 文 字(OCR-A)

AB(1>EFGHIJKLIl

N◇P己RSTuVUXYZ

OI己3叫5』?凸r

・「=;=+/宇*「7&l

L{}z7∫ ΨH

五Y

手 書 き 文 字

▽売上伝票L鋼 帯r攣 祢
1

2

3
4

5

6
7

ア
◎1

藁 「・膓・;51熾16・81・ 互・7:;11∫正|
B口 口31676001000005010000

合計領0052760本店控≡
②
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1-29磁 気 イ ンク文 字
ノ

、

テ キ ス ト:第3章 の そ のほ か の デ ータ収 集 媒 体 の磁 気 イ ンク文 字(P.37)の

説 明 に用 い る。 学 習者 には,第3.16図 と第3.17図 を参 照 させ る。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。1枚 目で磁 気 イ ンク文 字 の適 用 業務 を 明確 に し,

2枚 目で磁 気 イ ンク文 字 の特徴 を 浮彫 りに す る。

留 意 点:磁 気 イ ンク文 字 は,こ の文 字 を印 刷 す る こ とめ で きる特 殊 な タ イプ ラ

イタ で印字 さ れ,で き あが った帳 票 は磁 気 イ ン ク文字 読 取装 置(MICR)で

読 み 取 られ る こ とを 説 明 す る。

1枚 目で,磁 気 イ ンク文 字 が一 番 よ く用 い られ てい る銀行 小 切手 を 示 し,

磁 気 イ ンク 文字 の特徴 を説 明 し,な ぜ 小 切 手 処 理 に向 い てい るか を 考 え させ

る。 さ らに,別 の適 用 場 面を 想起 さ せ る と よい。

2枚 目で は,磁 気 イ ンク文字 そ の もの の特徴 を は っ き りさせ る。
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1

、

磁気インク文字

ACOOOO小 切 手

支払地Oooo区oo町ooＴ 目

夢裏 東京銀行半蔵門支店

γ■,234,0蜆 本
上記の金額主 の小切手と引替えに

持参人ヘカ支払いください

只京零β千代田区神田'丁目

e・和 ・『月 ・ ㌶ 欝 ㌶
Oo市 振 出人

,:t己34…OOOIt:kgkl"『al5匂"

國[日

①

磁気インク文字

AO。000JjN't刀 手

支払地oooo区oo町ooＴ 目

套墓東京銀行半蔵門支店

γ■・234,0蜆.本

上記の金額竃=の小切手と引替えに

持参人へ古支払いください

東京ネ織 田区神田'丁目

昭和 年'月 日 日本文絹検校杜受惣社奴斑晶 日本 太 郎

Oo市 振 出 人

qe3ら 川OOO}`:4『4・"『Z;s勾 ・・

商 口

Bワ
ー

ドー

ρ
b

1
8

8

〔
J

o

ロ
!

』

08

コ
」

9

己

0

1

目

口
`

②

'
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2-1コ ンピュ ー タめ歴 史

テ キ ス ト:第1章 の コ ン ピュー タ の歴 史 の 説 明(p42～p45)に 用 い る。 学 習

者 には(p42～p44)写 真 を参 照 させ るこ と。'

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。 時代 順 に提 示 してい く。

留 意 点:17世 紀ci5初 め ごろ か ら数 々 の計 算機 械 が 発 明 され,19世 紀 に入 っ

て 自動計 算機 へ と発 展 し,1944年 に アイ ケ ン の電気 機 械 式 計 算 機MARK

-1に 至 った ことを 示 す
。 第2次 大 戦 後,電 子 計 算 機 の時 代 へ 突 入 し,大 学

の研 究 室 で開 発 され た 計算 機 が急 速 に発 展 し,計 算 の道具 か ら情 報処 理 の道

具 へ と成 長 して いっ た こ とを説 明 す る。 特 に,ノ イマ ンの 考 案 した プ ログ ラ

ム内蔵 式 が現 代 の コ ン ピュー タ の設 計 に 大 き く寄 与 してい る こ とを 強調 す る。

フ ォイル1-12を 再 び提 示 しなが ら,歴 史 の背 景 を想 起 させ る とよ り効果

的で あ る。
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2-2;ン ピユ 一 夕の 発 展

テ キ ス ト=第1章 の コ ン ピ ュータ の歴 史 の世代(p45～p46)を 説 明 す るのに

用 い る。 学習 者 に は第1.1表(P.46)を 参 照 させ る こと。

用 法:リ バ ー ス法 とマ ス キ ン グ法(4枚)。 世代 の 順 番 に コ ン ピュー タ の発展

過程 を提 示 す る。

留 意 点:回 路 素 子の 発 展 と と もに世 代 が進 み,小 型 化,高 速 化 が実 現 され て き

た こ とを 説 明 す る。 また,主 記憶,補 助 記 憶 の性 能 も向 上 し,記 憶 容 量 が増

大 した こ とを示 す。 第3世 代 に 入 って か らは,多 種 多様 の入 出 力装 置 が登 場

し,コ ン ピュー タの 汎 用性,互 換 性,拡 張性,安 定 性 が強 化 され た こ と も補

足 す る。

t
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2-3コ ンピュ ー タの 構 成(1)

テ キス ト:第1章 の コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム の うち,コ ン ピ ュー タ の構 成(P.

48～49)の 説 明 に使 う。 学 習者 には 第1、3図,第1。4図 を参 照 させ る こと。

用法:オ ー バ レイ法(3枚)。 入 力,処 理,出 力 の過 程 の順 に重 ね なが ら提 示'

す る。

留意 点:人 間 の情 報 処 理 の過 程 と関連 づ け な が ら,コ ン ピュー タ の基 本構 成 要

素 を 把 握 させ る。 各構 成 要 素 が 人 間 の器 官 を どの よ うに代 行 して くれ るかを

具 体 的 に 説 明 して,そ の働 きを 理 解 させ る。 中央演 算 処理 装 置 には,制 御 装

置,主 記 憶,算 術理 論 演算 装 置 が含 まれ て い る こ とを 補 足 して お く。

■
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2-4コ ン ピュー タの構 成(2)

テキ ス ト:第1章 の コ ン ピュータ ・シ ステ ムの うち コ ン ピ ュー タ の構 成(P .

48～P49)の 説 明 と して,前 の7オ イル2-3の 補足 説 明 に使 う。 学 習者 に

は 第1.3図 を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。

留 意 点:1枚 目 の7オ イ ル で 中央 演 算 処理 装 置 と入 力装 置,出 力装 置,補 助 記

憶 の間 の デ ータ 転送 の よ うす を示 す。'

次 に2枚 目で,中 央演 算 処理 装 置 の 内部 構 成 要 素 で あ る制 御 装 置,主 記憶,

算術 論理 演 算 装 置 の働 きを 説 明 す る。 特 に, .制 御 装 置か ら出 され る制御 信 号

に よって,各 装 置 の操 作 が行 なわ れ る こ とを 把 握 させ る。

この 図 は,コ ン ピュー タの 基本 構成 を理 解 す る上 で 不 可 欠 の もの で あ るか

ら,こ れ か ら先 の課 程 で も必要 に応 じて提 示 す る よ う心 が け て欲 しい。

●
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2-5ハ ー ド ウ エ ア と ソ フ トウ エ ア

テ キ ス ト:第1章 の コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム の ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア の

ノ

概 念(p49～P50)を 説 明 す る のに用 い る。 学習 者 に は,第1.5図 を参 照 さ

せ る。

用 法:オ ー一一1レイ法(2枚)。 バ ー・一ドウ,エアの図 を 見 せ て か ら,ソ フ トウエ ア

の図 を重 ね る。

留意 点:自 動 車 と対 比 させ て,ハ ー ドウエ アは金 物 の意 味 で あ る こ とを理 解 さ

せ る。 次 に,ハ ー ドウエ アが あっ て もそれだ けで は 機能 を果 さ ない。 自動 車

には 運転 手 が 必 要 で あ る と同様 に,コ ン ピュー タ には プ ログ ラムや そ れを 利

用 す るた めの 技法(ソ フ トウエ ア)が 必 要 で ある こ とを強 調 す る。

、
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2-6入 出 力操 作(1)

テ キ ス ト:第2章 の 入 出 力装 置 の機 能 の うち,入 出力 チ ャネ ル(P51～P52)

の説 明 に使 う。 学 習者 には,第2.1図(R51)を 参 照 させ る。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)、

留 意点:1枚 目で 中央 演算 処理 装 置 と主 記憶,入 出力 装 置 の関 係 を示 す。2枚

目を 重ね て 中央 演 算処 理 か ら指示 され た 命 令 に従 って,入 出 力チ ャネル が 入

出力 制御 装 置 に入 出 力操 作 の指示 を出 す こ とを 示 す。 さ らに,3枚 目を 重 ね

て入 出 力装 置 と主 記 憶 の間 で デ ータ の転 送 が行 わ れ る ことを示 す。 最 後 に,

指 示 され た入 出 力操 作 が完 了す る と,入 出 力 チ ャネ ルは 中央演 算処理 装 置 に

そ の こ とを知 らせ る ことを説 明 す る。

一176一



中央演算
処理装置

o
主記憶

入 出 力

制御装置
入 出 力
制御装置

〔]じ]QQ
入出力装置

①

ロ口口
口
口
ロ
ロ

ロ

中央演算
処理装置

主記憶

目
口ロ 入出力チャネル

入 出 力

制御装置

入 出 力

制御装置

入出力装置

口

〔

ロ

ロ

ロ
口
口
口
口

U

口
口
ロ
ロ
口
口

ロ

〔
中央演算
処理装置

o
主記憶

入出力チャネル

入 出 力

制御装置 、

入 出 力
制御装置

仁■フQQ
入出力装置

②

一177一



2-7入 出 力操 作(2)

テ キ ス ト:第2章 の入 出力 装 置 の機 能 の うち,入 出力制 御 装 置(P.52),緩

衝 域 の機 能(P・52)と 入 出力 チ ャネ ル で の並行 動作(P・53)の 説 明 に用
～

い る。

用 法:オ ーバ レイ法(2枚)。

留 意 点:緩 衝 域 と入 出 力 チ ャネル の 機能 をマ ンガ 的 に示 した もので あ る。 デ ー

タ の 中間 的 な 記憶 を行 な う緩 衝域 と入 出力 チ ャネル の働 き に よっ て,入 出 力

操 作 と中央 演 算 処 理装 置 の処 理 が並 行 的 に行 なわ れ る ことを説 明 す る。 また,

入 出力制 御 装 置は 速度 の調 整 や コー ド変 換 な どを行 な うこ と も補足 す る。 学

習者 の 層 に応 じて,第2.2図 の製 造 工 場 の例 で 補足 説 明 す るの も よい。

/
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2-8カ ー ド読 取 せ ん 孔装 置

テキ ス ト:第2章 の入 出力 装 置 の種類 の うち,カ ー ド読 取 装 置,カ ー ドせ ん孔

装 置の 機構(P.55)の 説 明 に使 う。 学習 者 には,第2.5図 を参 照 させ る こ

と。

用法:オ ーバ レイ法(3枚)。 カ ー ドの読 取 とせ ん孔 機 構 とそ の装 置の実体 図

を示 す。

留 意 点:紙 カ ー ドが カ ー ド ・ホ ッパ か ら送 出機 構 に よら て読取 位 置 を通 過 し,

カー ド ・スタ ッカ へ 落 ち る まで の流 れ を 説 明 す る。 読取 機 構 には,ブ ラシ接

触 式 と光 電 読 取 式 が あ り,読 取 方式 には,縦 読 み 方 式 と横 読 み方 式 が あ る こ

とを第2.6図 を参 照 して補 足 す る こ と。 同様 に して,せ ん孔 の場 合 の紙 カー

●

ドの 流 れ を 説 明 す る 。

次 に カ ー ド読 取 せ ん 孔 装 置 の 実 体 図 で,カ ー ド ・ホ ッパ,力 一」 ド ・ ス タ ッ

カ の 位 置 を 示 す 。 最 後 に,記 録 媒 体 と し て の 紙 カ ー ドの 特 徴 を 述 べ る。
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2-9紙 テー プ読 取 装置

テ キ ス ト:第2章 の 入出 力装 置の種 類 の うち,紙 テ ー プ読 取 装 置 と紙 テ ー プせ

ん 孔 装 置(P.55～p56)の 説 明 に 使 う。 学 習 者 に は,第2.7図 と 写 真(P .5

6)を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。

留 意 点:1枚 目 の7オ イ ルで,紙 テ ー プの読 取 機 構 には,セ ン シ ン グ ・ピンな

どを 用 い た機 械 式 と,光 電 素 子を 用 いた 光 電式 が あ る ことを説 明す る。 カ ー

ド読 取装 置 も原理 的 には 同 じ方 式 で 読 取 りが行 な わ れ る こ とを 補足 して お く。

読 取 り速 度 は,な ぜ 光 電 式 の方 が速 いか 学 習者 に 考 え させ る と よい。 せ ん孔

の 場合 は,機 械 的動 作 のた め速 度 が 遅 い こ とも言 及 して お くこ と。

次 に2枚 目を重 ね て,装 置 の実 体 図 に もとづ き紙 テー プが供 給 リー ル か ら

送 り出 さ れて,読 取 りや せ ん孔 が 行 なわ れ て い く様 子 を説 明す る。

紙 テ ー プは,会 計機 な どり事 務 機 械 で 広 く使 用 さ れて お り,そ こで作 成 さ

れ た ものを そ の ま ま コン ピュー タの 入 力 と して使 うことが で きる とい う利 点

に つ い て も付 け加 え てお くこ と。

一182一



機械式

堪 」/

光電綿

旦
光電素子

機械式

橿 」/

○ ○

光電柵

旦
光電素子

一183一



2-10印 刷 装 置(1)

テ キ ス ト:第2章 の 入 出 力 装 置 の 種 類 の う ち,ラ イ ン ・'プ リ ン タ(P56～P57)

の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は,第2.8図(P .57)を 参 照 さ せ る こ と 。

用 法:オ ー バ レ イ 法(3枚)。'

留 意 点:1枚 目 で 装 置 の 実 体 図 を 示 し,印 刷 用 紙 を 上 へ 送 り 出 し な が ら 高 速 印

の

刷 を行 な うこ とを 説 明 す る。 印刷 機構 には,チ ェー ン式(2枚 目を 重 ね る)

と ドラ ム式(2枚 目を取 り去 り,3枚 目を 重 ね る)が あ る ことを示 す。

印 刷速 度 は,文 字 セ ッ トに よ って変 わ るが,一 般 に は1分 間 に100行 か

ら1,000行 程 度 で あ り,1行 の字 数 は100字 か ら160字 程 度 で ある こ

とを説 明 す る。 最 近 開発 され た 電 子 プ リンタ では,1分 間 に5 ,toOO行 か ら

10,000行 の 高速 印 刷 を行 な うもの もあ る こ とを 補 足 して お く。
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2-11印 刷 装置(2)

デ キ ス ト':第2章 の入 出力装 置 の種 類 の うち,ラ イ ン ・プ リンタ の用 紙 送 り操

作(P.57)の 説 明 に使 う。 学 習者 には,第2.9図(P.57)を 参 照 さぜ る

こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。 印 刷 の行 変 え やペ ー ジ変 え と用 紙 送 り操 作 の関

係を提 示 す る。

留意 点:行 間を とるた め の スペ ー スの 操作(1枚 目),連 続 した行 間 や ペ ー ジ

変 え を す るた めの スキ ップの操 作(2枚 目)に よ る印 刷 の様 子 を示 す。 そ し

て3枚 月 を重 ね て,ス キ ップは キ ャ リ ッジ ・テ ニ プ と よば れ る環 状 の紙 テ ー

プの所 定 のせ ん孔 位 置 を 読取 ブ ラ シで検 出 して行 な われ る こ とを 説 明 す る。
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2-12磁 気 テ ー プ装置

テ キ ス ト:第2章 の入 出 力装 置の種 類 の磁 気 テ ー プ装 置(P.58～60)の うち

そ の機構 を説 明 す るの に使 う。 学 習者 に ほ,P.58の 写 真 と第2.13図 を参

照 させ る こ と。

用 法:マ スキ ン グ法(1枚).'e:じ めは マ スクを重 ね て提 示 す る。

留 意 点:ま ず磁 気 テ ー プ装 置 の全 体 図 を 見 せ て,フ ァイ ル ・リー ル に巻 か れ て

い る磁 気 テー プが巻 取 りリー ル に巻 取 られ なが ら,デ ータ の 入 出 力 が行 な わ

れ る ことを示 す。 次 に2枚 目を 取 り去 り,真 空 コ ラ ム,読 み 書 きヘ ッ ドの働

きを 示 す。 磁 気 テ ー プの移 動方 向や ・ミック スペ ー スの様 子 も説 明 す る とよい。

また,磁 気 テ ー プは 入 出力 の速 度 が大 きく,人 手 を介 さず に そ の 内容 を く り返

し使 用 で き るの で,入 出 力媒 体 と して だ け で な く,補 助 記憶 媒 体 と して も使

用 さ れ て い るこ とを 補 足 して お く。
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2-13磁 気 テ ープ(1)

テ キ ス ト:第2章 の 入 出 力 装 置 の 種 類 の うち,磁 気 テ ー プ の 記 録 方 式(P.58

～p59)の 説 明 に 用 い る
。 学 習 者 に は,第2.10図,第2.]1図,第2.12

図 を 参 照 さ せ る こ と 。

用 法:オ ー バ レ イ 法(3枚)。 磁 気 テ ー プ に デ ー タ が 記 録 さ れ て い く様 子 を 提

示 す る 。

留 意 点:1枚 目 を 使 っ て,チ ー タ は ブ ・ ッ ク ま た は 物 理 レ コ ー ドの 単 位 で 読 み

書 き さ れ,そ の 間 に は,レ コ ー ド間 間 隙(IRG)が 生 じ る こ とを 説 明 す る 。

・ 一 ド ・ポ イ ン ト,リ ー ル 終 り ス ポ ッ ト に つ い て も 補 足 し て お く。2枚 目 を

重 ね な が ら 磁 気 テ ー プ 上 に は デ ー タ と 垂 直 検 査 ビ ッ トが ト ラ ック に そ っ て 記

録 さ れ る こ と を,さ ら に3枚 目 を 重 ね て 水 平 検 査 ビ ッ トが 記 録 さ れ る こ と を

示 し,そ れ ぞ れ の 検 査 ビ ッ トの 働 き を 説 明 す る 。
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2-14磁 気 テー プ(2)

テ キ ス ト=第2章 の 入出 力装 置 の種 類 の うち,磁 気 テ ー プの フ ァイル保 護 リソ

Xと 記録 密 度(p59～p60)の 説明 に用 い る。 学 習者 には,第2.14図 を 参

照 させ る。

用 法=オ ー バ レイ法(4枚)。'

留 意 点:最 初 は2枚 目を 重 ね た状 態 を 示 し,フ ァイ ル保護 リン グがは め て あれ

ば 書 き込 みが で きる こ とを説 明 す る。 次 に2枚 目 を取 り去 り3枚 目を 重 ね て,

フ ァイ ル保 護 リン グを はず す と書込 みは で きな い こ とを 説 明 し,フ ァイル保

護 リン グ の役 目を 把 握 させ る。

最 後 に4枚 目 を重 ね て磁 気 テー プの記録 密 度 は1イ ンチ 当 り556字 か ら

6250字 の もの が あ り,紙 カー ドのそ れ に比 べ て は るか に 高 い こ とを示 し,

磁 気 テ ー プの特 徴 を ま とめ る。
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2-15MICRとOCR

テ キ ス ト:第2章 の 入 出力装 置の種 類 の磁 気 イ ンク文字 読取 装 置(MICR)と

光 学式 文 字 読取 装 置(OCR),(p60～p62)の 説 明 に使 う。 学 習者 には,

P.60,61の 写 真 と第2.15図,第2.16図 を参 照 させ る。

用 法:オ ーバ レイ法(2枚)。

留 意 点:銀 行 業務 な どの小切 手で 識 別 番 号 として印 刷 され てい る磁 気 イ ンク文

字(第2.15図)や,帳 票 類 の 印 刷 文 字 や手 書 き文字(第2.16図)を そ の

まま読 取 れ る と便 利 で あ る。'2枚 目を重 ね て,そ れ を行 な う装 置で あ るMI

CRやOCRの 実 体 図 を 示 す。 これ らの 装 置 に分 類機 を組 合 せ て使 うこ と も

で き る こ とを説 明 す る。 また,オ ンライ ン方式 で もオ フライ ン方 式 で も使 用

で きる こ とを補 足 す る。.

この他 に,所 定 の欄 に記 入 され た マ ー ク(第2.17図)だ け を読 取 る光 学

式 マ ー ク読取 装 置(OMR)が あ る こ とを つけ加 え る。
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2-16映 像 表 示 装 置

テ キス ト=第2章 の 入 出 力装 置 の種 類 の映 像 表 示 装 置(p62～p63)の 説 明 に

使 う。 学 習 者 には,第2.20'図,第2、21図(R64)を 参 照 させ るこ と。

用法:オ ー バ レイ法(3枚)。

留 意 点:1枚 目 で映 像 表 示 部 とけ ん盤部 を示 し,2枚 目を重 ね てけ ん盤部 か ら

デー タを 入 力 す る様 子 を示 す。

さ らに3枚 目を重 ね て,表 示 され てい るデ ー タ の 中か ら ライ ト ・ペ ンを使

って項 目 を選 択 して 指 示 す る と,電 子 ビー ムに よ る光 を 探 知 して コ ン ピュー

タへ の入 力 信 号 とな る こ とを第2.21図 を参 照 しな が ら説 明 す る。
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2-17デ ー タの 表 現

テ キ ス ト:第3章 の デ ータ の表 現(P.66)の 説 明 に使 う。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。

留 意 点:フ ォイル の マ ス クを順番 には ず しなが ら,入 出力媒 体,内 部 回 路,記

憶素 子 にはON,OFFの 二 つの状態 が あ るこ とを示 す。 そ して,記 憶 装 置

は トラ ン ジ スタや磁 気 コア な どの組 合せ で構 成 され て お り,そ の内 部 で は,

ON,OFFの 状 態 の組 合 わ せ で デ ータ が表 現 され てい る ことを説 明 す る。

最 後 に,記 憶 の最 小 単 位 で あ るON,OFFの 状 態 を一 般 化 して1と0で

表 現 す る と便 利 で あ り,こ れを ビ ッ ト(bit)と 呼 ぶ こ とを 覚 え さぜ る。

人
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2-182進 数 の表 現

テ キ ス ト:第3章 の デ ータの 表 現 の うち2進 数 の表 現(R66～p67)の 説 明 に

使 う。 学習 者 には第3.1図 か ら第3.5図 を参 照 さ せ る。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)。

留 意 点:第3.1図 か ら第3.5図 を参 照 させ,そ ろば ん で の数 の表 現,紙 カ ー ド

上 で の数 の表 現,2進 数 の 表現 を比 較 しなが ら説 明 す る。2進 数 を使 うと,

表 現 に必要 な ビ ッ ト数 が少 な くて す み,演 算 処理 も簡 単 に行 な え る とい う利

点 か ら,コ ン ピュ ータ 内部 では2進 数表 現 が 使 わ れ てい る ことを把 握 させ る。

次 に この フ ォイル の1枚 目で0か ら4ま で の2進 数 表 現 を示 し,け た 上 り

の規 則 を理 解 ざせ る。5か ら9ま での2進 数 表 現 は 学習 者 に考 え させ た 後,

2枚 目を示 して確 認 させ る。3枚 目 に よっ て,記 憶装 置の 内部 では 語(word)

の単 位 で 記憶 され るの で,表 現 で きる数 の大 きさ には 自ず か ら制 限 が あ る こ

とを言 及 す る。

2進 数 と10進 数 を組 合 せ た,2進 化10進 数 もあ る こ とを 補足 し,詳 細

は次 の7オ イル2-19で 説 明 す る。 さ らに,必 要 に応 じて16進 数 表 現 に

つ い て も板 書 で補 足 説 明 して お くと よい 。
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2-'19コ ニ ドめ 種 類(『1')』

テ キ ス ト:第3章 の デ ー タ の 表 現 の う ち,コ ー ド の 種 類(P.68～R70)の 説

明 に 使 〉。 学 習 者 に は 第3.6図 と 第3.7図 を 参 照 さ せ る こ と 。

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(1枚)。

留 意 点':数 の 表 現 と は 別 に,文 字 の 表 現 に も2進 数 表 現 が 使 わ れ る 。 そ の 表 現

体 系 を コ ー ド と呼 ん で い る .こ とを 述 べ て か ら ・7オ イ ル の 説 明 に 入 る 。

2進 化910進 コ ー ドは,4ビ ッ トで10進 数 字 の1け た を 表 現 す る 基 本 的

な コ ー'ド で あ る。 標 準2進 化10進 コ ー ドは,7ビ ッ トで 構 成 さ れ ゾ ー ン ・

ピ ッV,tパ リ テ ィ ・ ビ ッ トが 追 加 さ れ て い る こ と を 示 す 。 ゾ ー ン ・ ビ ッ トの

組 合 せ に よ り,数 字 だ け で な く英 字 も表 現 で き る こ と を 説 明 す る 。6ビ ッ ト

あ れ ば 最 大 何 種 類 の 文 字 が 表 現 で き る か を,学 習 者 に 考 え さ せ る こ と。

炉

ノ
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2-20コ ー ドの種 類(2)

テ キ ス ト=第3章 の デ ー タ の 表 現 の う ち,コ ー ドの 種 類(P.68～P70)の 説 明

に 使 う。 学 習 者 に は 第3.8図,第3.9図 と第3.1表 を 参 照 さ せ る 。

'
用 法:リ バ ース 法 とヤス キ ン グ法(2枚)。

留 意 点:拡 張2進1ヒ10進 コー ドでは,・ ミイ ト(byte)と 呼 ばれ る記憶 単位 の

中が ゾー ン部 と数 字 部 に分 か れ て文 字が 記憶 され る こ とを 示 す。8ビ ッ トだ

と標 準2進 化10進 コー ドと比 べ て,ど の よ うな利 点 が得 られ るか を,学 習

者 に考 え させ る必 要 が あ る。 な お,こ の場合 に も,バ イ ト単 位 にパ リテ ィ ・

ビ ッ トが存 在 す る こ とを 付 け加 え る こ と。

さ ら に,ゾ ー ン10進 数 と パ ック10進 数 の 間 で の パ ッ ク,ア ン パ ッ ク の

操 作 を 理 解 さ せ る 。 パ ッ ク10進 数 の 特 徴 に つ い て も,学 習 者 に 納 得 の い く

ま で 考 え さ せ る 必 要 が あ る 。 最 後 に,第3.1表 を 参 照 し て,各 コ ー ドの 体 系

を ま と め る こ と。
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2-21・ 記 憶 と 番 地

テ キ ス ト:第3章 の主 記 憶 の 記憶 と番 地(P.70～R71)の 説 明 に使 う。 学 習者

に は,第3.12図(P.71)を 参 照 させ る。

用法:オ ー バ レイ法(2枚)∵1枚 目で絶 対 ア ドレスを,2枚 目で相 対 ア ドレ

スを 示 す。

留 意 点:主 記憶 の語,字 またはバ イ ト単位 に つけ られ て い る固有 の番 地 で あ る

絶 対 ア ドレ スを使 っ て主 記 憶 内 の位 置を 指 定 で き るこ とを説 明 す る。

2枚 目 では,絶 対 ア ドレス100番 地 を基 準 ア ド レス と して,そ こか らの

デ ィ ス プ レー スメ ン トが6で あ る とい う相 対 ア ド レス に よ る方 式 で も,主 記

憶 内 の位 置 が指 定 で き る こ とを 示 す。 デー タ を一 時 的 にた くわ え る機 構 とし

て レジ スタが あ るが,相 対 ア ドレスの方式 で は基 準 ア ドレ スを レジ スタ に記

憶 して お く(こ れ を 基 準 レジスタ と呼 ぶ)こ とに よ り,番 地 指 定 の 柔軟 性 が

高 まる こ とに 言及 して次 の フ ナイル2-22へ と続 け る。
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2-22相 対 ア ドレスの仕 組 み

テ キ ス ト:第3章 の主 記憶 の うち,相 対 ア ドレスの仕 組 み と再 配 置可能(P

71)の 説 明 に使 う。 学 習 者 に は,第3.13図 を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。2枚 目 と3枚 目は交 互 に提 示 す る。 、

留 意 点:相 対 ア ドレスに よ る番 地 の指 定 は,基 準 レ ～スタ とデ ィス プ レー スメ

ン トで 指 定 で き る こ とを確 認 してかち 説 明 に入 るgこgで は;基 準 レジ スタ .

と して レ ジスタ1番,デ ィ スプ レー スメ ン トは6が 指 定 され てい る例 を 考 え

て－L・く。2枚 目 のフ 汁イ ルを 重 ね て,プPグ ラムが主 記憶 内 の 絶 対 ア ドレス

518番 地 か ら入 って い る と して,そ の 先頭 を基 準 ア ドレス とした 場合 の絶

対 ア ドレスの求 め 方 を 示 す。

次 に2枚 目を取 り去 り,3枚 目を重 ね て,プ ログ ラ ムが100番 地 か ら入

ってい る場合 につ い て も同様 で あ る ζ とを 示 す。

相対 ア ドヒスの 指 定 細 し:れば,
.基 準 ア ドレスを薮 る こ ζに よ って プ ロ

グラ ムが再配 置可 能 とな る こ とを理 解 さ せ る こと。最 後 に2枚 目 と3枚 目を

同時 に重 ね て,基 準 レジ スタ の 働 ぎ と再 配 置可 能 との 関係 を ま とめ る とよい。
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2-23磁 気 コア記 憶

テ キ ス ト:第3章 の主 記憶 の うち,磁 気 コ ア記憶 の原 理(P .73)の 説 明 に使

う。 学 習 者 に は,第3.15図 か ら第3.17図 と写 真(P・72)を 参 照 させ る。

用法:オ ーバ レイ法(3枚)。2枚 目 と3枚 目は交 互 に提 示 す る。

留 意 点:1枚 目の フ ォ イ ルを 使 っ て,磁 気 コア記憶 が主 記憶 に 利用 され て い る

理 由,コ ア ・マ トリ ック スの構 造 を説 明 す る。

2枚 目 を重 ね て,電 流 と ヒ ステ リシ ス特 性 の関 係 を 解説 しな が ら,磁 気 コ

アが 磁 化 され る様 子 を 示 すσ

次 に,2枚 目を取 り去 り3枚 目を重 ね る。 記 憶 され た磁 気 コアの 読取 り方

法を,読 取 り線 と誘導 電 流 に注 目 しなが ら説 明す る。 この 読取 り方 は,破 壊

読 出 しで あ るの で読 取 った あ と再 書込 み が 必要 とな る こ とを補 足 す る。 読取

りの開始 か ら再 書 込 み まで の メ モ リ ・サ イ クル と,こ れ に要 す るサ イク ル時

間,読 取 りや 書込 み の アク セ ス時 間 の定 義 を明 確 に す る こ と。

最 後 に,第3.20図(P.74)を 参 照 して磁 気 フ ィル ム の構 造 とそ の特徴

につい て も補足 説 明 して お くこ とが 必要 で ある。
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2-24磁 気 デ ィ スク装 置 の ア クセ ス機 構

テキ ス ト:第3章 の 補 助記 憶 の うち の磁 気 デ ィ スク記 憶(p75～p76)の アク

セ ス機構 の説 明 に使 う。 学 習者 には 第3.22図(P .76)を 参照 させ る。

用法:平 行 移 動 法。 ア クセ ス機構 の部 分 を左 右 に移 動 させ る こ とに ょって,ア

クセ ス ・ア ー ム の動 きを実 感 させ る。

留 意 点:ア ク セ ス ・アー ム,読 み 書 きヘ ッ ド,磁 気 デ ィスク,回 転 軸 を 図を も

とに明 示 する。 次 の7 、オイル2-25を 併 用 して トラ ック と シ リンダの概 念

を把 握 させた 後,再 び この フォイル に戻 っ て,ア ク セ ス ・ア ー ムの動 きを具

体 的 に示 し,シ ー ク時 間∵ 回転待 ち時 間,デ ー タ転 送 時間 の意味 を 説 明 す る。

最 後 に も う一 度 ア ク セ ス ・アー ムを 動 か しな が ら,全 体 の構 造 を まとめ る

と効 果 的 で あ る。
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2-25シ リンダ と トラ ッ ク

テキ ス ト:第3章 の 補助 記 憶 の うちの磁 気 デ ィ スク記憶(P .75～76)の と リ
ノ

ン ダ と ト ラ ッ ク の 説 明 に 使 う。

用 法1オ ー バ レ イ 法(2枚)。

留 意 点:デ ィ ス ク ・パ ッ ク に は,そ れ ぞ れ の 記 憶 面 の 同 心 円 状 の ト ラ ッ ク に デ

ー タ が 記 憶 さ れ る こ と を1枚 目 で 示 す
。

2枚 目 で は,上 下 に 重 な り合 っ た トラ ック を 円 柱 状 に み な し,そ れ を シ リ

ン ダ と 呼 ぶ こ と を 説 明 す る 。 磁 気 デ ィ ス ク 上 の デ ー タ の 記 憶 位 置 の 番 地 は シ

リ ン ダ ・ア ド レ ス,ト ラ ッ ク ・ ア ド レ ス,レ コ ー ド ・ ア ド レ ス か ら 成 る こ と

を 説 明 す る 。

こ の7オ イ ル は 前 の フ ォ イ ル2-24と 併 用 し て 使 い,シ リ ン ダ を 探 す た

め の シ ー ク,ト ラ ッ ク を 探 す た め の 読 み 書 き ヘ ッ ドの セ ッ ト い レ コ ー ドを 探

す た め の 回 転 待 ち の 動 作 を し っ か り把 握 さ せ る。
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'2 -26磁 気 ドラ ム

テ キ ス ト:第3章 の 補助 記 憶 の うち の磁 気 ドラム記 憶(P.77)の 説 明 に用 い

る。 学 習者 には 第3.23図 を参 照 させ る こ と。 ・

用 法:リ バ ー ス法 。1

留 意 点:磁 気 ドラ ムでは読 み書 きヘ ッ ドが固 定 され て い るの で,ア ク セ ス時 間

が皆 無 で あ り,高 速 な デー タ転 送 が行 な われ る こ とを説 明 す る。 また,磁 気

ドラ ム 自身 も装 置 に固定 され て お り,記 憶 面 が1面 で ある点 が磁 気 デ ィス ク

記 憶 と大 き く異 な る。 前の フォイル2-24と 併 用 して,両 者 の特 性 を比 較

しそ の相 違 を考 慮 して どの よ うに使 い 分 け た ら よい か,学 習 者 に考 えさ せ て

み るの も効 果 的 で あ る。
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2-272進 数 演 算

テ キ ス ト:第4章 の 演 算 の 原 理 の うち,2進 数 演 算(P.80～P.81)の 説 明 に

使 う 。 ・

用 法:リ バ ー ス法 と マ ス キ ン グ 法(3枚)。

留 意点:フ ォイル の マ ス クを1枚 ず つ取 りな が ら,2進 数 の加 算,減 算,乗 算

の規 則 を説 明 を行 な う。 加 算 では結 果 が2に な る とけ た上 げ(carry)が 生

じる場合 につ いて.減 算 で は上 位 け たか ら1を 引 く場合 に つ い て注意 して 説

明す る。 乗 算 は け た移 動(シ フ ト)と 加 算 の く り返 しで,除 算 は 減算 の く り

返 しで実 行 され る こ とを補 足 す る。 通常 は,減 算 は 補 数 を加 算 す る方 式 が と

られ る こ とを 述 べ,次 の フ ォイ ル2-28へ 進 む。
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2-28補 数加 算 に よ る減 算

ノ'

テ キ ス ト:第4章 の演 算 の原理 の うち補 数 加 算 に よ る減 算(P80～81)の 説

明に 使 う。

用法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(2枚)6

留 意 点:マ スク を順 々 にはず しなが ら,補 数 の作 り方 と補数 加算 に よ る減 算 の

しくみ を 説 明 す る。 補数 の 定義 を 明確 に説 明 した後,減 算 を行 な うこ とは補

数を 加 算 す る の と同 じで あ る こ とを理 解 き せ る。 補 数 の加 算 の結 果,け た あ

ふ れ が起 きた 場合 はiE数,け た あ ふ れ が起 きな い場合 は 負 数 とな る こ とを把

握 させ る。

最 後 に こ こで求 め た補 数11110の 補 数 が もとの数 で あ る00010と な

る こ とを 学 習者 に確 認 させ,補 数 の意 味 を ま とめ る ≒同 時 に,な ぜ 補 数 加 算

の方 法 を と るかを 明 確 に す る必 要 が あ る。

、
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2-2916進 数

テ キ .ス ト:第4章 の 演 算 の 原 理 の16進 数 演 算(P81～R82)の 説 明 に 使 う
。

学 習 者 に は
、p.82の 進 数 の 表 を 参 照 さ せ る こ と 。

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(1枚)。

留 意 点:2進 数 で 記 憶 さ れ て い る デ ー タ を,便 宜 的 に16進 数(hexadecimal)

で 表 現 す 、る 場 合 が 多 い 。16進 数 の 表 現 で 、は,0か ら9ま で と 英 字 のAか ら

Fま で の16個 の 数 記 号 を 使 う こ と を1枚 目 の フ ォ イ ル で 説 明 す る 。 テ キ ス

トの進 数 の表(P82)を 参 照 させ て,10進 数,2進 数,16進 数 の 対応

を ま と め る と よ い 。
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2-30数 の変 換

テ キ ス ト:第4章 の 演 算 の 原 理 の うち ,数 の 変 換(R82～84)の 説 明 に 使 う。

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(5枚)
。

留 意点:2進 数 か ら1嘩 数 ・・16進 数 力・ら ・ ・麟 へ の変 換 つい て は ,・

オ イ ル2-18と2-29を 復 習 し て か ら テ キ ス トの 例(R83)を 板 書 で

説 明 す る。 その後 で,こ の7オ イルを 使 っ て10進 数 か ら2進 数 お よび]6

進 数 へ の変 換 の説 明に入 る。

壊 目か ら3枚 目で は ・1嘩 数 を ,2で 害・」ってい った 余 りか ら2進 数 が求 ま

る こ とを 示す。,4枚 目 と5枚 目で は ド1 .6進 数 の 求 め方 を 示 す。 た だ し16

進 数 の場 合 は,余 りを16進 数 の数 記号 に直 す こ とに注意 を促 す こ と。 また

2進 数 ど8進 数,2進 数 と16進 数 の間 .の変 換 に つ い て も補足 説 明 が必 要 で

あ る 。
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2-3|レ ジ ス タの 働 き

テ キ ス ト=第4章 の 中央 演 算 処理 装 置の基 本 要 素 の レジス タの働 き(R84～12

85)の 説 明 に使 う。 学 習者 に は第4.1図 を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(4枚)。 、2枚 目,3枚 目,4枚 目を 交互 に提 示 す る。

留意 点:1枚 目を ベ ー ス と して,2枚 目を 重 ね て プ ロ グ ラム 中の命 令 の取 出 し

とそ れ に使 わ れ る命 令 ア ドレス ∵レジス タ(命 令 カ ウ ンタ),記 憶 レジ スタ,

命令 レジ スタ の働 き を説 明 す る。 次 に2枚 目を取 り除 き3枚 目を 重 ね て,命

令 レジ スタ に あ る命 令 の 解 読 とデ ータ の ア ドレスを設 定 す る記憶 ア ドレス ・

レジ スタ の働 きを 説 明 す る。4枚 目では,命 令 の実 行 に つい て説 明 す る。

命 令 の解 読 では 解 読器 の働 きを,命 令 の実 行 で は 累 算器(ア キ ュム レー タ)

や 加算 器 の働 きを 補 足 説 明 す る こ と。 指標 レジ スタ に つい ては フォ イル2-

.3芝 で,汎 用 レジ スタ と浮 動 小 数 点 レジ スタ に つ い て は フ ォイル2-36と

7オ ィ ル ー37で 具 体 的 に説 明 す る。
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2-32命 令 の実 行

テ キ ス ト:第4章 の制 御 装 置 の うち,命 令 の実 行(R86～P.88)の 説 明 に使 う。

学 習者 には第4.2図 か ら第4.4図 を参 照 させ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(4枚)。

留 意 点:は じめに,フ ォ イル2-4を 復 習 して 中央 演 算処 理装 置 の構成 と機 能

を再 確 認 して か ら,こ の7オ イル の 説 明 に入 る。 命 令 の実 行 は命 令 サ イ ク

ル と実 行 サ イ クル に 大別 され る。 命 令サ イクル で は,命 令 の取 出 しを1枚 目

で,命 令 の うちの命 令 部 の解読 とオ ペ ラ ン ドの ア ドレス ・レジスタ へ の設 定

を2枚 目 で説 明 す る。

さ らに実 行 サ イク ル では,3枚 目で デ ータ の取 出 し,4枚 目 でご 一夕 の演

算 処理 を 説 明す る。 最後 に も う一 度,命 令サ イクル と実 行 サ イ クル の順 序 を

復 習 して か ら,第4.4図(R87)を 参 照 させ て ク ・ ック ・パ ル ス と命 令 の

実 行 の関 係 を理 解 させ る こ と。

、

/

ノ

一228一



繭
命
令
サ
イ
ク
ル

主記憶

口

実

行
サ
イ
ワ
ル

随 画
命令しジズ9

①

命
・令

サ
イ

ク
ル

齢①取枇

命令の解

ご
実
行
サ
イ
ワ
ル

主記†意/一 ー一髄 「テラ亨

f

③

命
令
サ
イ
ク
ル

「一一
鈴0取跳

命令の解読

主記憶 命令カウソ戊

実

行
サ
イ
つ
ル [演麺 堅コ"

②

命
令
サ
イ
ク
ル

実
行
サ
イ
ワ
ル

命0取跳

!⊥
命旬解読

]⊥

問 の取跳

]⊥
テ三夕拠 理

1

④

一229一



2-33ア ドレス変 更 とイ ンデ ック ス

テ キ ス ト:第4章 の 制御 装 置 の ア ドレス変 更 とイ ンデ ック ス(R88～89)の

説明 に使 う。 学 習者 には第4.5図(R88)を 参照 させ る こと。

用 法:オ ー バ レイ 法(3枚)。

留 意 点:命 令 や デ ー タ の ア ドレスを変 更 す るには,指 標 レジ スタ を使 うと便 利

で ある ことを 説 明す るの に使 う。

は じめ は2枚 目を 重 ね て,指 標 レジ スタを使 う命令 の 形式 に注 目 して,指

標 レジスタ の 内容 を ア ドレスに加 えた もの が実際 の ア ドレス とな る こ とを 示

す。 この と き学 習者 に は,第4.5図 を参 照 させ る。

次 に2枚 目を 取 り除 き,3枚 目を 重 ね る。10個 の 連続 した デ ータを 順番

に処 理 す るため に,デ ータ の先 頭 ア ドレ スを オ ペ ラ ン ドの ア ド レスに指 定 し

てお く。 指標 レジ スタ には,ア ドレスの増分 を 加 え てい き,指 標(イ ンデ ッ

ク ス)の 変 化 してい く様 子 を 考 えさせ る。

この連 続 した デ ー タ の処理 を終 止 す る には,① 指 標 レジ スタの 内容 が45

にな った ら終 る方 法,② 指標 レジ スタ の指標 の 増 加 を10回 や っ た ら終 る方

法,が あ るこ とを学 習者 に考 え させ る と よい。 ・
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2-34算 術論理演算機構

テ キ ス ト:第4章 の算 術 論理 演 算 機構 の うち,10進 数 演 算(P89～P.90)

の説 明 に使 う。 学 習者 には第4.6図 と4.7図 を 参照 させ る こ と。

用法:オ ー ノミレイ法(2枚)。

留 意 点:コ ン ビ ュー一手タ の処理 には,10進 数演 算,固 定小 数 点演 算,浮 動小 数

点演 算,論 理 命 令 の処 理 が あ り,そ れ を実 行 す る と ころ が算 術論理 演 算機 構

で あ る こ とを,は じめ に説 明す る。

この7オ イル で は,10進 数演 算 の流 れ の例 と して1枚 で,加 算 命 令 の取

出'しと解 読 を 説 明 す る。2枚 目を 重 ね て,演 算 に使 わ れ る デ ータ と演 算 結 果

が,主 記 憶 と10進 演 算 機構 の間 で どの よ うに や りと りされ るかを 説 明 す る。
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2-35}0進 数 演 算

テ キ ス ト:第4章 の 算 術 論理 演 算 機 構 の10進 数 演 算(P.90)の 説 明 に使 う。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(3枚)。

留 意 点=ゾ ー ン10進 数 とパ ック10進 数を復 習 しなが ら,10進 数 演算 の具

体例 を 示 す。1枚 目の フ ォイル では,演 算 に使 うデ ータ を カー ドか ら読 み 込

んだ とす れば,主 記憶 の 中で は ゾー ン10進 数 と して記憶 され る ことを 説 明

す る。 この ま まの形 式 で は10進 数 演 算 には使 え な い の で,ど の よ うな操作

が必要 で あ るか 学 習 者 に想起 させ る。

1枚 目で,パ ック10進 数 に変 換 して か ら計算 す る とこ ろ までを 示 し,学

習者 に結 果を 考 え させ て か ら2枚 目で それ を確 認 させ る。 この 計算 結 果を 印

刷 す るに は,再 び ゾー ン10進 数 に変 換 しなが ら編 集(ゼ ロ消 去や 小 数点 の

挿 入 な ど)を す る こ とを 説 明 す る。
/

最 後 に,10進 数 演 算 に使 うパ ック10進 数は 可変 長 の デ ータ で あ り,そ

の演算 には特 別 な レジ スタな どは 使 用せ ず,主 記憶 と算 術 論理 演算 機構 との

間 だ けで行 な うこ とを 補 足 して お くこ と。
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2-36固 定小 数 点演 算

テ キ ス ト:第4章 の算 術 論理 演 算 機構 の固 定 小 数 点演 算(P.gO)の 説 明 に使

う。 学 習者 には第4.8図 と第4.9図 を参 照 させ る こ と。

用法:リ バ ー ス法 。

留 意 点:元 枚 目で は 固 定 小数 点 演 算 の流 れ と して,レ ジスタ にあ る数 値 と主 記

憶 に あ る数 値 との加 算 を行 な って,結 果 を レジ スタ に求 め る例 を示 す。 固定

小 数 点数 には半 語,1語,2語 の3種 類 の 形 式 が あ り,い ず れの 場合 で も,

最 左 端 は符 号 ビ ッ トと して使 われ る ことを 説 明 す る。 小 数 点 の位 置は 右 端 に

固定 してい るの で,場 合 に よっ ては小 数 点 を合 わ せ る こ とが必 要 とな る こ と

を補 足 す る。 、
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2-37浮 動小 数 点 演 算

テキ ス ト:第4章 の 算術 論 理演 算 機構 の浮 動小 数 点 演 算(P.91)の 説 明 に使

う。 学習 者 には 第4.10図 を 参照 させ る こ と。

用 法:リ バ ー ス法。

留 意点:は じめ に,浮 動 小 数 点 演算 では 浮動 小 数 レ ジ スタ に あ る データ を使 っ

て,演 算 結 果 は浮 動 小数 点 レジ スタに 求 ま る こ とを この フ ォイルで 示 す。

浮 動 小数 点 数 は コ ン ピュー タ の内部 で は2ま た は16を 基 数 と して,正 規

化 され て仮 数 と累 乗 に分 か れ て 記憶 され る こ とを 具 体 的 な例 で 補足 説 明 す る。

非 常 に大 きな数 や 小 さな数 の演 算 にお い て:浮 動 小 数点 演 算 を使 うとどの よ

うな利 点 が得 られ るかを 学 習者 に考 え させ る こ と。
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2-382進 数 と10進 数 の変 換

テ キ ス ト=第4章 の 算 術 論 理 演 算 機 構 の うち2進 数 か ら10進 数,10進 数 か

ら2進 数 へ の 変 換(P.92)の 説 明 に 使 う。 学 習 者 に は 第4.11図(P.92)

を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(2枚)。

留 意 点:は じ め に フ ォ イ ル3-5で の 説 明 を 想 起 さ せ な
.が ら,ゾ ー ン10進 数 を

演 算 に使 うにはパ ック しな げれ ば な らない こ とを説 明 す る。

パ ック10進 数 の 演算 結 果 は 主 記憶 に求 ま るが ,こ れを2進 変 換 す れば2

進 数 演 算 が行 えて そ の結 果 は レジ スタ に求 ま る こ とを,1枚 目の マ スクを 取

って説 明 す る。 ・ …

最 後 に2枚 目で,.2進 数 演 算 の結 果は10駿 検 して・ジ ク10進 数 に,

更 にそ れ を ア ンパ ック して ゾー ン10進 数 に変換 で きる こ とを 説 明 す る。 な

お,以 上 の操作 を 行 な う命 令 は 用 意 され て い るが,浮 動 小 数点 数 に変換 す る

た め の特 別 な命 令 は 用意 されて い ない こ とを 付 け加 え る。
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3-1コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ ム

テ キ ス ト:第1章 の プ ログ ラム記 憶方 式 の コ ン ピ ュータ の プ ロ グラム(R97～

P.98)の 説 明 に用 い る。 学 習者 には第1 .5図 と第1.6図 を参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。

留 意 点=ま ず コ ン ピュー タ の プ ログ ラムの 定義 を説 明 す る。

その あ とで1枚 目を映 して,コ ン ピ ュータ の プ ・グ ラム では,入 力,処 理,

出力 の三 つ の基 本 的 機 能 が必 要 で ある こ とを 説 明 す る。

つ ぎに2枚 目を オ ーー一くレイ し,紙 カ ー ドか ら二 つ の数値 を読 んで加 算 し ,

結果 を 印 刷 す る例 に つ いて,1枚 目 と対 比 しな が ら説 明 す る。

簡 単 な問題 を 出 して,学 習者 に流 れ図 を 書 かせ てみ る と よい 。
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3-2買 物順 の 流れ 図

、

テ キ ス ト:第1章 の プ ログ ラム記 憶方 式 の プ ログ ラ ム内蔵式 の意 味(P.98～

P.100)の 説 明 に用 い る。 学習 者 に は第1.7図 か ら第1.9図 を参 照 させ る こ

と。

用法:マ スキ ング法(1枚)。 ・

留意 点:1枚 目を 映 して,啓 子 さんの 家 の近 所 の図 を 示 して お く。 そ こで第1,

9図 買物 の メモ を参 照 しなが ら,荷 物 を で き るだ け 軽 くす るため には,ど ん

な順 序 で 買物 を し てい くとよい か,学 習 者 に 考 え させ た あ とで,1枚 目の マ

ス クを と る。

コン ピュータ も プ ログ ラムを 内部 記 憶 に記憶 して お き,こ れ に従 って 実行

す る こ とを述 べ る。'.._..

買物 の メ モ に あた る もの カ㍉ 磁 気テ ープ とか磁 気 デ ィ スクに あ らか じめ貯

え られ て い る プロ グ ラムで あ る こ とを 補足 説 明 す る。
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3-3プ ログ ラム 内 蔵式

ヅ
テ キ ス ト:第1章 の プPグ ラム記 憶 方式 の プ ・グ ラム内蔵 式(P.98～p100)

の 説 明に 用 い る。

用 法:オ ー バ レ イ'法(3枚)。tt

留意点 ・2枚;で 命令が 二つず つ制綱 に取 出され6 .こと裁 明す る.

・枚 目では 洛 装置 に指示 が出馳 命令が実行 されて～・くサ ・クル耀

解させる・主君i醜 しては・ア …!指 示が行蹴 ることもつ熾

る。

プ ・グラ ム内蔵 式 でな い 計算 機 と対 比 しなが ら,そ の特徴 を 説 明 す る とよ

いo

プ ・グ ・ムの ∵ 元 グ ・実行 につ い て は,フ ォ・ ル ・一 ・で説 明 す ・・

∫
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/

3-4ロ ーダ とプ ログ ラ ム

テ キ ス ト:第1章 の プ ・ グ ラ ム 記 憶 方 式 の プ ・ グ ラ ム の ・ 一 デ ィ ン グ(P .100)

の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は 第1.10図 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:オ 一-7〈 レ イ 法(2枚)。

留 意 点:ま ず1枚 目 を 用 い て,プ ・ グ ラ ム は 通 常 は 紙 カ ー ドや 磁 気 デ ィ ス ク に

記 録 さ れ,保 管 さ れ て い る こ と を 説 明 す る 。

こ の プ ・ グ ラ ム を 使 っ て 処 理 を 行 な う た め に は,ま ず プ ロ グ ラ ム を 内 部 記

憶 に 記 憶 し な け れ ぽ な ら な い こ と を 説 明 す る 。 そ こ で2枚 目 を オ ー バ レ イ し,

ロ ー デ ィ ン グ と ・ 一 ダ の 役 割 に つ い て 説 明 す る
。

・ 一 ダ の ・ 一 デ イ ン グ と 実 行 用 の プ ロ グ ラ ム の ロ ー デ ィ ン グ の2段 階 で 行

な わ れ る こ と に 留 意 し,説 明 す る こ と 。

一250一



Z実 行用の
フ。ロクラム

プ ロ ーダ

日一デイ)グ

一251一



3-5命 令 と制 御 とデ ータ の流 れ

テ キ ス ト:第1章 の プ ・グ ラム記 憶方 式 の プ ・グ ラム の実 行(P100～P102)

の説 明 に用 い る。 学 習者 には 第1.11図 を参 照 させ る こと。

用 法:オ ー バ レイ法(4枚)。

留 意 点:2枚 目を オー バ レイ し,プ ・グ ラ ムが読 み 込 まれ,そ の あ とで 命 令は

1イ困ず つ取 出 しと解 読 が行 な わ れ る こ とを説 明 す る。

3枚 目では,各 装 置 に対 し制 御 装 置 か ら指 令 が 出 され る こ とを ,4枚 目 で

デー タの 各 装 置間 の動 きを 説 明 す る。

2,3,4枚 目で 命令 が一 つ ず つ解読 され,制 御 と実 行 が行 な わ れ る ことを 明

確 に す る こ と。

また命 令 の 実行 に あた つ ては,命 令サ イ クル と実 行 サ イ クルが あ る こ とを ,

この フ ナィル で は っ き りさ せ る必 要 が あ る。
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3-6機 械 語

テ キ ス ト:第1章 の機 械 語(P.103～p104)の 説 明 に用 い る。学 習者 には
、

P104の 左 上 の 図 を参 照 させ るこ と。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)。

留 意 点:1枚 目で この命 令 の意 味 を 説 明 す る。

2枚 目 をオ ーバ レイ して,コ ン ビ ューτタ 内部 で の機械 語 は2進 数 で あ る こ

とを説 明す る。

さ らに3枚 目を オ ー バ レイ して16進 数 との対 応 関 係 を説 明 す る。 な お1

6進 数 表 示 で は この 命 令 の機械 語lxrs8J,オ ペ ラ ン ドe:fo7DQ」 で ある。

この フ ォイル を 用 い て,2進 数 と1 .6進 数 の変 換 の仕 方 を復 習 す る とよい。

他 の命 令 につ い て も,P.104の 表 を参 照 しな が ら2進 数 と16進 数 の関係

を 調 べ さ せ る とよい 。
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3-7オ ペ ラ ン ドの 種類

テ キ ス ト:第1章 の機械 語 の機械 語,語 の形 式(P104～P.106)の 説 明 に用

い る。

用法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(1枚)。

留 意 点:最 初 に機 械語 の 形式,つ ま り 命 令 部 オ ペ ラン ド につ い て述 べ る。

そ の あ とベ ー スでオ ペ ラ ン ドが デ ータ ・ア ドレスの場 合 の意 義 を 説 明 す る。

つ ぎに1枚 目の マ スクを と り,命 令 ア ドレ スの場 合 を説 明 す る。

そ の他,オ ペ ラ ン ドで は装 置 ア ドレス,レ ジ スタ番号,即 値 デ ー タ な どを

指 示 す る場 合 もあ る こ とを補 足 す る。
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3-8ア ドレス方 式

テキ ス ト:第1章 の機 械語 の機 械語 の形 式(P.104～P106)の 説 明 に用 い る。

学 習者 にはP.105の 例 を必 要 に応 じて参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)。 ・

留 意 点:1枚 目で,3一 ア ドレス方 式 の形 式 に つ い て説 明す る。

C×D十B→A

とい う処理 を3一 ア ドレ ス方 式 の命令 を使 うと,二 つ の命 令 にな る こ とを7

オイルで 具 体 的 に してや る。

2枚 目 を オ ーバ レイ し,2一 ア ドレス方 式 の形 式 を 説 明 し,同 じ処 理 に三

つ の命令 が必 要 で あ る こ とを 明 らか に す る。

3枚 目を オ ー バ レイ し,1一 ア ドレス方式 に つ い て説 明 し,四 つの命 令 が必

要 な こ とを把 握 させ る。

この フ ォイ ルで の 説 明 を終 えた あ と,簡 単 な例 題 を 出 して,1,2,3一 ア ド

レス方式 で 書 かせ てみ る と よい。 これ に よ って,三 つ の命令 形 式 を よ り具 体

的 に理 解 させ る。
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3-9、 機 械 語 の種 類

テ キ ス ト:第1章 の 機械 語 の機 械 語 の種 類(P106～P.108)の 説 明 に 用い る。

1用 法,:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。

最 初 にべ ー ズを示 して,4種 類 の命 令 に 大別 で きる こ とを 示 す。 そ の あと

で,そ れ ぞ れ に含 まれ る具 体 的 命 令 をマ スクを と りな が ら説 明 す る。
、

留 意 点:命 令 セ ッ トに?い て説 明 した あ とで,機 械語 に つ い て学 ん だ範 囲 内で,

どん な働 きをす る命 令 が あ るか を,学 習者 に質 問 しな が ら答 が で る ご とにマ

スクを とって い くと よい。

右側 半 分 のそ れぞ れ の命 令 につ い て説 明す る際 は,具 体 的 な 命令 の例 を板

書 す る と効 果 的 で あ る。

9
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3-10入 出 力命 令

テ キス ト:第1章 の機 械語 の 入 出力 命 令(P.106)の 説 明 に用 い る。 学 習者

には第1.15図 を参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー・ミレイ法(4枚)。1

留 意点.:2枚 目を オ'一バ レイ して,入 力命 令 の機 能 を説 明 す る。

3枚 目で出 力域 に デ ータ を移 動 す る とき に,編 集 命 令 に よっ て 出力 す るデ

ー タを編 集 す る こ とに つ い て説 明 す る
。

4枚 目で 出力命 令 の 機能 を説 明 す る。

デ ータ の入 力,出 力 だげ で な く,デ ー タの編 集 な どデ ータ の処理 は すべ て

内部 記憶 を介 在 して行 なわ れ る こ とを,第1.1]図(P.100)を 参 照 して

復 習す る とよい〇
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3-112進 数 の 丸め

テ キ ス ト:第1章 の機 械 語 の2進 数 の丸 め(P.107)の 説 明 に用 い る。 学 習

者 には第i.6表 を参 照 させ るこ と。

用法:マ ス キ ン グ法(2枚)。

留 意 点:ま ず ベ ー スを 示 し,10進 数 の場 合 に は四 捨五 入 の 考 え が用 い られ る

こ とを 想 起 させ 、.2進 数 の丸 め の 場合 は ど うか 学 習者 に考 え させ,質 問 して

み る。

『答 が で た ら1枚 目 のマ スクを と り
,小 数 点 以 下2け た 目の丸 め につ いて 説

明 す る。'、

小 数 点 以 下3け た 目の 丸め の場合 も同様 に行 な う。

も との数 と丸 め た数 で は,ど れ だ け誤 差 が あ るか,10進 数 に変 換 して比

較 してみ る とよ い。
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3-12分 岐 命 令

テ キ ス ト:第1章 の機 械語 の分 岐命 令(P.107)の 説明 に用 い る。

用 法:オ ー一一くレイ法(2枚)。

留 意 点=1枚 目 で,命 令 は 内部 記憶 の 小 さい数 の番 地 か ら大 きい 数 の番 地 へ と,

順 番 に実 行 され,そ の順 序 を変 え る もの と して,分 岐 命令 が あ る こ とを説 明

す る。 そ の あ とで無条 件 分 岐 命 令の 意 義 と機能 を説 明 す る。

2枚 目 を オ ーバ レイ し,条 件 付 き分 岐 命 令 では,デ ー タ の大 小 な どの比 較,

判 断 の結 果 に よっ て飛 び先 きが 決定 され る こ とを 説 明 す る。

条 件 付 き分 岐命 令 に 関 して は,P.108で 説 明 され て い る比 較 命 令や テ ス

ト命 令 な どと組 合 わせ て使用 され る こ とを 補足 す る必 要 が あ る。

＼
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3-13け た 移動 命 令

テ キス ト:第1章 の機 械語 のけ た移 動 命 令(P.107)の 説 明 に用 い る。 学習

者 にはp.108の 図 を参 照 させ る こ と。

用法:平 行 移 動 法 。

留意 点:こ の フ ォイル で は,平 行 移 動 法 の利 点 を 利 用 し,小 数点 の位 置 が異 る

数値 の加 減 を 行 な うと きには,け た移 動 命 令 で け た移 動 を行 な う必 要 が あ る

こ とを 説 明 す る。,

い まAとBの 二 つ の 数の和 を求 め る には,Aの 数 値 ある いはBの 数 値 をけ

た移 動 させ て小 数 点 の位 置を そ ろえ てか ら加算 しない と,正 しい結 果 が得 ら

れ ない こ とを述 べ る。

この他,'P..107の 第1.7表 を用 い て10進 数 の け た移 動 を,そ して第1.

8表 を用 い て2進 数 の け た移動 の説 明 を行 な うと よい。 そ のあ と,学 習者 に

両 者 を 比較 させ,特 に も との数 に対 す る倍 数 は ど うな るか 考 え させ る よ うに

す る と効 果的 で あ る。・
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3-14プ ロ グ ラ ミング の手 順

デ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 仕 方 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 手 順(Pコ08)

の 説 明 に 用 い る 。.学 習 者 に は 第1.18図 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(5枚)。

留 意 点:プrグ ラ ミ'ン グ の 手 順 と 全 体 の 概 要 を 理 解 さ せ る の に 用 い る 。

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 主 要 な 手 順 に は ダ 六 つ の ス テ ッ プ が あ る こ と を 述 べ,マ

ス ク を 一 つ ず つ と り な が ら 説 明 し て い く。

こ の フ ォ イ ル ば,プ ロ グ ラ ミ ン グ の 手 順 に つ い て,導 入 部 で 概 要 の 説 明 を
ハ

行 な うのに 用 い,ま た必要 あ るご とに復 習 と して使 用 ず る と よい。

プ ロ グ ラム作 成 には 単に コー デ ィ ング と コン パ イルだ け で な く,問 題 の分

析 とか文 書化 とい っ た仕 事 が ある こ とを,し っ か りと把 握 させ てお くこ とが

望 まれ る。
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3-15プ ログラ ムの 設 計

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 仕 方 の プPグ ラ ム の 設 計(P.108～p1

09)の 説 明 に 用Lkる 。 学 習 者 に は 必 要 に 応 じ て 第1.19図 か ら 第1.22図

を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:リ バ ー ス 法 。

留 意 点:7オ イ ル3-14で プ ロ グ ラ ミ ン グ の 手 順 に つ い て の 概 要 を 述 べ,こ

の7オ イ ルで はそ の第1番 目 の問 題 の分 析 の ステ ップに つ いて,テ キ ス トを

も とに具 体 的 に説 明 す るの に用 い る。

プ ログ ラムの設 計 にあ た っ て,問 題 の 明確 化 が必 要 で あ る こ どを 説 明 し,

そ の 三 つの要素 を 指 摘 す る。

プ・ グ ラ.ムの設 計 に あた っては,入 力 デ ータ の分 析,出 力 デ ータ の分 析 お

よび処 理 内容 の分 析 が 先行 す る こ とを 説 明 す る。
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3-16入 力デ 一 夕の分 析

テ キ ス ト:第1章 の プ ・ グ ラ ミ ン グ の 仕 方 の 入 力 デ ー タ の 分 析(P.109)の

説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は 第1.20図 お よ び 第1.21図 を 参 照 さ せ る 。

用 法=ス ラ イ ド ・チ ャ ー ト的 用 法 。

留 意 点:こ の フ ォ イ ル で は,出 力 デ ー タ と し て ど の よ う な 情 報 が ほ し い か で 入

力 デ ー タ が 決 ま る こ と を,フ ォ イ ル3-17を 適 宜 用 い な が ら 説 明 す る6

な お,第1.20図 が カ ー ド設 計 用 紙 と呼 ば れ る こ と をP.184の 第1.13

図 を 参 照 して,補 足 し て お く と よ い 。

ま た,こ の フ ォ イ ル は 入 力 デ ー タ の 分 析 で あ り,フ ォ イ ル3-17(出 力

デ ー タ の 分 析),フ ナ イ ル3-18(処 理 内 容 の 分 析)と3枚 で 一 つ の 構 成

に な っ て い る 。

そ の た め,各7オ イ ル の 右 下 の 流 れ 図 記 号 は,そ れ と 対 応 す る 部 分 が 着 色

さ れ て い る 。
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3-17出 力デ ー タの 分 析

テ キ ス ト1第1章 の プ ・ グ ラ ミン グの 仕 方 の 出力 デ ータ の分 析(P.109)の

説 明 に用 い る。 学 習 者 には第1。22図 を参 照 させ るこ と。

用 法:ス ライ ドチ ャー ト的用 法 。

留 意 点:こ の7オ イル で は,出 力 デ ータ の分 析 と して,行 な わ な けれ ば な らな

い こと と して,出 力 す る項 目を確認 し,出 力 の形 式 を 決 め る こ とが 必 要 な 旨

を説 明す る。

第1.22図 を報 告 書 設 計用 紙 とい うこ とをP.176の 第1.6図 を参 照 して

説 明 す る とよい。 ま た,金 額 とか期 日な どを 見 や す くす るた め には,編 集 を

行 な う必 要性 を強 調 す る こ と。

/
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刷 用
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3-18処 理 内 容の 分 析

テ キ ス ト:第1章 の プ ログ ラ ミン グの仕 方 の処 理 の 内容 の分 析(P .109)の

説 明 に 用 い る。 学 習 者 には 第1.23図 を参 照 させ るこ と。

用 法:ス ライ ド・チ ャー ト的 用法。

留 意 点:こ の フ ォイル を映 す 前 に,フ ォイ ル3-16に 示 され る デ ータ を入 力

し,7オ イル3-17に 示 され る結 果 を 出力 す るに は,ど の よ うな処 理 を し

た ら よい か学 習者 に質 問 す る。 答 の ま と まった と ころ で,こ の フ ォイ ルを 映

す よ うにす る。

流 れ 図 の 説 明で は,適 宜,第1.9表 プ ・ グラ ム流 れ 図 の 記号 を参 照 す る と

よい。

この7オ イルは,プ ログ ラム流 れ図 の 例 を 説 明 す る もの では な く,あ くま

で問題 を 解 くの に必 要 な処 理 内容 を 分 析 す る ことを 重 要性 を 述 べ るの に 用
.,

い る こ と。その分 析 結 果,つ ま りP.109の ① ～⑥ を 図式 化 す る とこの よ うな

流 れ に な る とい った 補足 的 意味 合 い で活用 す る こ とで あ る。

〔
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3;19プ ログ ラム 流 れ図 の作 成

テ キ ス ト:第1章 の プ ・ グラ ミン グの仕 方 の プ ・ グラム流 れ 図 の作成(P .109

～P111)の 説 明 に用 い る
。 学 習者 には必 要 に応 じて第L23図 を参 照 させ

注 意点 を 具体 化 す る こ と。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。

留 意 点:流 れ図 を 書 くと きに は,ど ん な こ とに注意 す べ きか学 習者 に質 問 しな

が ら,答 とと もにマ ス クを とる。

単に 説 明 す るだ け で な く,理 解度 を高 め るため に,実 際 に プ ・グ ラム流 れ

図 を書 か せ てみ る と よい 。 粗 い 流 れ図 と詳 細 な流 れ 図 に つい ては,こ の フォ

イル には 下 して な い の で,板 書 な どで補 足説 明す る。
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3-20プ ログ ラム の コ ーデ ィ ング

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 仕 方 の プ ロ グ ラ ム の コ ー デ ィ ン グ(P .

111～P.112)の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は 第1 .25図(P.112)を 参

照 さ せ る こ と 。

用 法:オ 一一■〈レ イ 法(3枚)。

留 意 点:1枚 目 で コ ー デ ィ ン グ と 原 始 プ ・ グ ラ ム'の 関 係 に つ い て 説 明 す る 。

'2枚 目 で 原 始 プ ロ グ ラ ム を せ ん 孔 す る こ と の 意 味 を 明 ら か に す る
。'さ ら に

3枚 目 で 翻 訳 と 実 行 に つ い て 説 明 す る 。

テ キ ス トのP.111に で て く る(a)～(Dの 用 語 は い ず れ も 重 要 な も の で あ る

の で,こ の7オ イ ル で 各 ス テ ッ プ と対 応 づ け な が ら は っ き り区 別 し て 理 解 さ

せ る こ と が 必 要 で あ る。

'
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3一21コ ー デ ィ ン グ の 仕 方'

テ キ ス ト:第1章 の プ ゴ グ ラ ミ ン グ の 仕 方 の プ ロ グ ラ ム の コ ー デ ィ ン グ(P.

　
111～P.117)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に はP.112の 図 と 第1.26図

(P.113)を 参 照 さ せ る こ と 。

用 法=オ ー バ レ イ 法(3枚)

留 意 点:1枚 目 を 映 し て,記 号 言 語 の 要 素 に は,名 前 欄,命 令 欄,オ ペ ラ ン ド

欄 の 三 つ が あ る こ と を 述 べ る 。

こ の あ と,2枚 目,3枚 目 と オ ー バ レ イ し,各 欄 の 持 つ 機 能 を 具 体 的 に 説

明 す る 。

た と え ば2枚 目 の 例 は,10と い う数 字2け た の 定 数 を 確 保 し,RISOM

と い う 名 前 を つ け る こ と を 説 明 す る 。3枚 目 で は,デ ー タ 転 送 命 令 を 使 っ て

RISOKと い う場 所 の デ ー タ をRISOと い う場 所 に 移 す こ と を し て い る の

で あ り,こ の 命 令 にKIKAN1と い う名 前 が つ い て い る。

な お,.記 号 原 語 は コ ン ピ ュ ー タ の 機 種 に よ っ て 異 な る こ と を 指 摘 し,こ の

フ ォ イ ル は そ の1例 で あ る こ と を つ け 加 え る 。
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3-22フ ァ イ ル と レ コ ー ド

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 仕 方 の フ ァ イ ル と レ コ ー ド(P.115)

の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は 第1.27図 を 参 照 さ せ る 。

用 法=オ ー バ レ イ 法(2枚)。

留 意 点:こ の フ ォ イ ル で は,カ ー ド入 力 の 例 で,レ コ ー ド と フ ァ イ ル の 説 明 に

用 い る 。

'

ま ず,1枚 目 を 映 し て カ ー ド1枚 を 示 し,各 項 目 を 確 認 す る 。 そ の あ と で,

カ ー ド1枚 が1回 の 入 力 命 令 で 読 み 込 ま れ る 単 位 で あ り,こ れ を レ コ ー ド と

い う こ と を 説 明 す る 。 次 に,2枚 目 を オF-・ 〈レ イ し て,関 連 す る レ コ ー ドが

集 っ て 仕 事 の1単 位 を な し て い る も の が フ ァ イ ル で あ る こ と を 説 明 す る 。

一 方
,出 力 の 場 合 は ど う で あ る か,学 習 者 に 考 え さ せ る 。

、
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3-23処 理 に必要な記憶領域

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 仕 方 の 入 力 域,出 力 域,作 業 域(P115)

L,
の説 明 に 用 い る。)

用法:オ ーバ レイ法(3枚)。

留 意 点:1枚 目 で,入 力 デ ータか ら出 力 デ ータ を得 るため には,内 部 記憶 に入 、

カ デ ータ が 読 み込 まれ,必 要 な処理 が行 なわ れ た あ とで,出 力 デー タ が得 ら

れ る こ とを お お まか に説 明 す る。 ・

そ のあ と・2枚 目を オ ーバ レイ し,デ ー タ を 読 み込 む ため に入 力域 が必 要

な こ とを 説明 す る。

さ らに,3枚 目を オ ーバ レイ し,処 理 の中 間 結 果 な どを一 時 的 に記憶 して

お くため に作 業 域 が必 要 な こ とを説 明 す る。

また,出 力域 は デ ー タを 出力 す るため の領 域 で あ る こ とを述 べ,出 力 す る

!

には 出力 命令 が必 要 で あ るこ とを 説 明 す る。
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3-24プ ログ ラム ・テス トとデ バ グ

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 仕 方 の プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト と デ バ グ(P.

120)の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は 第1.25図(P.112)を 参 照 さ せ る 。

用 法:オ ーー一くレ イ 法(2枚)

留 意 点:こ の フ ォ イ ル の 説 明 に 入 る 前 た,学 習 者 に 第1.25図 を 参 照 さ せ,フ

ォ イ ル3-20を 映 し て,翻 訳 の あ と す ぐ実 行 す る よ う に 書 か れ て い る が,

実 際 に は そ う で な い 場 合 が あ る こ と を 指 摘 す る 。

そ の あ と で,1枚 目 を 映 し て,翻 訳 の さ い に 誤 ま っ た コ ー デ ィ ン グ が 発 見

さ れ る と,そ の 誤 り の 修 正 が 必 要 で あ る こ と を 説 明 す る 。 そ し て,2枚 目 を

オ ー バ レ イ し,翻 訳 が 正 し く終 了 し て も 論 理 上 の 誤 ま り が あ る と,正 し い 結

果 が 得 ら れ な い こ と を 強 調 す 、る 。 ま た,デ バ グ,記 憶 ダ ン プ,ト レ ー ス,ス

ナ ッ プ ・シ ョ ッ ト な ど の 用 語 を 明 確 に 定 義 し て や る こ と も 必 要 で あ る。

な お,プ ロ グ ラ ム ・ テ ス トに よ っ て プ ロ グ ラ ム の 正 し さ が 確 認 さ れ た あ と

に も,テ ス トで 発 見 さ れ な か っ た 誤 り が 生 じ た り,業 務 の 処 理 方 法 が 変 更 に

な っ た り し て,プ ロ グ ラ ム の 修 正 が 必 要 に な る こ と が し ば し ば あ る こ と も 補

足 す る こ と。 その た め に文 書化 が必 要 にな る とい う話 に展 開 し㌣ ゆ くと よい。
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3-25文 書 化

テ キ ス ト:第1章 の プ ・ グラ ミン グの仕 方 の文 書 化(P.120)の 説 明 に用 い

る。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)。

留 意 点:こ の フ ォイル を 映 す 前 に,プ ・グ ラ ムが完成 した ら,そ の プ ロ グラ ム

に つ い て の文 書 を ま とめ て お くこ との意 義 と重 要 性 に つい て説 明 す る。

そ の あ とで,1枚 目を映 して,プ ログ ラム概 説 書 につ い て説 明を す る。 さ

らに,プ ロ グ ラム仕 様 書,操 作 手 引 書 に つ い て説 明 を行 な う。

実 際 の文 書 化 の例 を学 習者 に提 示 す る と,効 果 的 で あ る。

一292一



文 書 化

プログラム

概 説 書

①

文 書 化

プログラム

概 説 書

プログラム

仕 様 書

操 作

手 引 書

③

文 書 化

プログラム

概 説 書

プログラム

仕 様 書

②

ノ

一293一



3-26プ ログ ラ ミング ・システム

,、

テ キ ス ト:第2章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム の 構 成(P.122、)の 説 明 に 用

い る 。

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(2枚)。

留 意 点:こ の フ ォ イ ル は,プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム の 概 念 を 理 解 さ せ る の に

用 い る 。'

ま ず,プ ロ グ ラ ミ ン グ の 負 担 を 軽 減 す る た め に プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム

が 開 発 さ れ た こ と を 強 調 す る 。

ベ ー ス で,プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム の 中 心 を な す も の は プ ロ グ ラ ミ ン グ

言 語 と プ ・ セ ッサ で あ る こ と を 示 し,両 者 の 関 係 を 十 分 に 理 解 さ せ.る よ う に

す る 。

さ ら に,1枚 目 の マ ス ク を と り,記 号 言 語 と コ ン パ イ ラ 言 語 の 説 明 を す る。

2枚 目 の マ ス ク を と り,ア セ ン ブ ラ,コ ン パ イ ラ ジ ェ ネ レ ー タ な ど の 用 語 の

意 味 を よ く理 解 さ せ て お く こ と 。

、

●
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3-27翻 訳 の仕 組 み

テ キ ス ト:第2章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム の 翻 訳 の 仕 組 み(P124～P

127)の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は,第2.5図 か ら 第2.7図,第2、3表

と 第2.4表 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:オ 一一■〈レ イ 法(2枚)。

留 意 点:1枚 目 を 映 し て,学 習 者 に は 第2.5図 と第2.6図,第2.3表 を 参 照 さ

せ,'パ ス1の 働 き に つ い て 説 明 す る 。

パ ス1で のお もな仕 事 は,マ ク ロ命令 に対 応 す る アセ ン ブ ラ言 語 の ル ーチ

ンの そ う入 と名 前 の相 対番 地 の表 を作 る こ とで あ る こ とを 説 明 す る。

こ の あ と,2枚 目 を オ ーー一くレ イ し,学 習 者 に は 第2.7図 と 第2、4表 を 参 照

さ せ,パ ス2の 働 き に つ い て 説 明 す る 。 そ し て,パ ス2の お も な 仕 事 は,間

違 った命 令 コー ドが使 わ れ て い るな ど,ア セ ン ブ ラ言 語 の文 法 に合 わ な い も

のが あ るか ど うか の文 法 検 査 と,ア セ ン ブラ言 語 の 命令 コー ドを 機 械 語 の命

令 コー ドに 置 き換 え る こ とで あ る こ とを 説 明 す る。
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3-28開 い た サ ブ ルー チ ン

テ キ ス ト:第2章 のサ ブル ー チ ン とマ ク ロ命令 の 開 い たサ ブル ーチ ン(P.120)

の 説 明 に用 い る。 学 習者 に は第2.9図 を参 照 させ る こ と。

用法=オ ー バ レイ(2枚)。

留 意 点:1枚 目 を映 しな が ら,頻 繁 に使 わ れ るル ー チ ンや,複 雑 なル ー チ ンな

どを あ らか じめ作 っ て保 管 して お き,誰 で も使 用 で きる ものをサ ブル ー チ ン

とい うこ とを 説 明 す る。

またそ れ に よ って プ ログ ラム作成 が容 易 に な る こ とを述 べ る。

そ の あ とで2枚 目を オ ーバ レイ し,同 じサ ブル ーチ ンを そ の つ ど必 要 な個

所 に そ う入 した ものを 開 い たサ ブル ー チ ン とい うことを説 明 す る。

一 般 には 開 い たサ ブル ー チ ンは
,磁 気 テ ー プや磁 気 デ ィスク に あ らか じめ

記録 してお き,必 要 の つ ど呼 び 出 す方 法 が とられ る こ とを つけ 加 え る こ と。
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3-29閉 じた サブ ル ー チ ン

テ キ ス ト・:第2章 の サ ブ ル ー チ ン と マ ク ロ 命 令 の 閉 じ た サ ブ ル ー チ ン(P.127

～130)の 説 明 に用 い る。 学 習者 には 第2.10図 を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。

留 意 点:1枚 目を 映 して,主 ル ー チ ンで 閉 じたサ ブル ー チ ンに復 帰 点 をセ ッ ト

す る こ とを説 明す る。

そ の あ とで,2枚 目を オ ーバ レイ し,サ ブル ーチ ンに制 御 が 渡 り,サ ブル

ー チ ンを実 行 した あ とで復 帰 点 に戻 って くる こ とを 説 明 す る。

3枚 目を オ ー・ミレイす る と きも同様 で あ る。

呼 出 し,リ ンケ ジ,入 口点,出 口,復 帰 点 な どの用 語 を よ く理 解 させ る こ

と。

また,開 い たサ ブル ーチ ン と比較 し,そ れ ぞ れの 特徴,使 用 の方 法 な どを

ま とめ る必要 が あ る。

'
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3-30入 出 力 制御 シ ステ ム

テ キ ス ト:第2章 の 入 出力 制御 シ ステ ム(P.130)の 説 明に 用 い る。

用 法:ス ラ イ ド ・チ ャー ト的 用法。

留 意 点:こ の フ ナィ ル で は,入 出 力制 御 シス テ ム とは何 か,そ の概念 を理 解 さ

せ る。

コ ン ピ ュータ の プ ・グラ ムは,入 力,処 理,出 力 の 三 つに分 けて 考 えるこ

とが で きるが,記 号 言 語 で プ ログ ラムを 書 く と,プ ロ グラ ムの 中で 入 出 力 の

部 分 の プ ・グ ラ ミ ン グが かな り負担 とな る。 そ こで,入 出力 の部 分 を マ ク ・

命 令 で 書 け る よ うに して,プ ログ ラムを 書 く負担 を軽 くす る こ とを 考 え,入

出力 制 御 シ ステ ム が作 られた こ とを 説 明 す る。 入 出力 制御 システ ム のル ーチ
、

ンを 利用 す るに あ た って は,マ ク ロ命令(た とえばGET,PUT)を 使 う

こ とに よ って必 要 な 入出 力ル ー チ ンが,原 始 プ ・ グラ ムの中 に そ う入 され る

こ とを 強調 す る こ と。
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3-31入 出 力制 御 シ ステ ムの 機 能

、

テ キ ス ト:第2章 の 入 出力 制 御 シ ステム(P130～132)の 説 明 に用 い る。 ・

用法:リ7〈 一一ス法 とマ スキ ン グ法(5枚)。1枚 ず つ マ スク を と りな が ら,入

出力 制 御 シ ステム の機 能 に つい て説 明を 進 め る。

留意 点 イ:こり7オ イ ルを 用 い るに 先 だ っ て マ ク ロ命 令 の一 般 的 な 働 き につ い て

ふ れ る。 フ ォイル3-30を 用 い て説明 した入 出力制 御 シ ステ ム の概 念 を ふ

まえて,単 に読み 書 きの入 出 力 機 能以 外 に この フ ォイ ル で示 した よ うな機 能

を も達 成 して くれ る こ とを 説 明 す る。

ブ ・ ック化 とデ ブ ・ ック化,入 力 と演 算 とを 同時 処理 す る ため の制御 の仕

方 につ い ては,フ ォイル3-32と フ ォイ ル3-33を 参 照 す る こ と。

まとめ で もこの フ ォイル を 用 い,入 出力 制御 シス テ ムの機 能 には どん な も

の が あ るか発 問 し答 え させ るの も効 果が あ る。
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3-32プ ロツ ク化 とデ ブ ロッ ク化

/

テ キ ス ト:第2章 の 入 出 力 制 御 シ ス テ ム の ブ ・ ッ ク 化 と デ ブPッ ク 化(P .131)

の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は 第2.13図 と 第'2.14図 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:マ スキ ン グ法(1枚)。

留 意 点:ベ ー スを 映 して,磁 気 テ ー プや磁 気 デ ィ スク にデ ータを 記憶 させ る と

きは,そ れ らを効 率 的 に利 用 し,入 出 力命 令 の回 数 を 減 らすた め に,複 数個

の デ ー タ を1ブ ロ ッ ク と し て 書 き 込 む こ と を 説 明 す る 。 そ し て,こ の よ う な

処 理 を プ ロ ジ ク 化 と よ'ぶ こ と を 述 べ る 。 そ の あ と マ ス ク を 取 りは ず し て,ブ

ロ ッ ク,化 さ れ た レ コ ー ドを 処 理 す る 場 合 に は,デ ブ ロ ッ ク 化 が 必 要 で あ る こ

と を 説 明 す る 。 こ の よ う な プ ロ ッ 久 化 ,デ ブ ロ ック 化 の 機 能 は 入 出 力 制 御 シ

ス テ ム が 行 な っ て く れ る の で,プ ・ グ ラ ミ ン グ に さ い し て は ブ ロ ッ ク 化 さ れ

て い な い レ コ ー ドを 処 理 す る の と ほ と ん ど 変 ら な い こ と を 強 調 す る 。

最 後 に フ ァ イ ル,ブ ロ ック,レ コ ー ド の 関 係 を ま と め て お く こ と。
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3-33同 時処 理

テ キ ス ト:第2章 の入 出力 制御 シ ステ ムの 入 出力 と演算 とを 同時 処 理 す るた め

の 制御(P.132)の 説 明 に用 い る。 学 習者 には第2.16図 を参 照 させ る こ

と。

用 法:オ ーバ レイ法(2枚)。

留 意 点: .ま ず1枚 目を 映 し,入 力,演 算,処 理 が同 時処 理 され ない 場 合 の 説 明

を行 な う。 この 場合 の問題 点 を 指 摘 させ,ど の よ うに して 解決 すれ ば よい か

を 考 えさ せ る。

入 力 と演 算 を 同時 処 理 す るた め には,一 つ 前 の レコー ドの演 算 を行 な って

い る と きにつ ぎの レゴ ー ドの 入 力 が行 な え る よ うに緩 衝域 を 設 け る とよい こ

とを 説 明 す る。

また,演 算 と出 力 が同 時 に行 な え る ため に も緩 衝域 を用 い れ ば よい こ とを

具 体 的 に説 明 し,2枚 目を オー バ レイ す る。

この よ うな 同時処 理 を 実 現 す るた め に,入 出 力制 御 シ ステ ムで は緩 衝 域 を

使 用 した り,入 出力 チ ャネル を制 御 して くれ る こ とを 説 明 す る。
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3-34サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム

`

テ キ ス ト:第2章 の サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム(P.132'-P.136)の 説 明 に 用 い る。

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(2枚)

留 意 点:こ の フ ォ イ ル で は,た び た び 使 用 す る プ ロ グ ラ ム を,そ の つ ど 作 成 す

る の は め ん ど う な の で,サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム と よ ば れ る 既 製 の プ ロ グ ラ ム

が 提 供 さ れ て お り,現 在 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム に 欠 か せ な い 重 要 な も の

で あ っ て,そ の 種 類 も 非 常 に 多 い こ と を 説 明 す る 。

そ し て,利 用 者 が サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム を 使 用 す る と き は,特 定 の 作 業 の

た め に 必 要 な 情 報 を パ ラ メ ー タ と し て サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム に 与 え さ え す れ

ば よ く,そ の 使 い 方 は 簡 単 で あ る こ と を 説 明 す る 。

で き れ ぽ,実 際 の 分 類 組 合 わ せ プ ロ グ ラ ム の 制 御 カ ー ドな ど を 示 し て,コ

ン ピ ュ ー タ を 作 動 さ せ て み る と よ い 。
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3-35分 類 組 合 わ せプ ログラ ム(1)

テ キ ス ト:第2章 の サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム の 分 類 組 合 わ せ プ ロ グ ラ ム(P.133)

の 説 明 に 用 い る。

用 法:オ ー バ レ イ 法(2枚)。

留 意 点:こ の フ ォ イ ル で は,分 類 組 合 わ せ プ ロ グ ラ ム の 分 類 機 能 と 組 合 わ せ 機

・'

能 を説 明す る。

まず,1枚 目を映 して,分 類 機 能 の説 明 を した あ とで,2枚 目を オ ーバ レ

イ し,分 類 の終 った フ ァ イル の レコー ドを突 き合 わせ て 一 つ の フ ァイ ル にす

る こ とを,組 合 わ せ とい うことを説 明を す る。

昇順,降 順,照 合順 序,制 御 カー ドな どの 用 語 につ い て も説 明 す る こ と。
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3-36分 類 組 合 わ せプ ログ ラ ム(2)

テ キ ス ト:第'2章 の サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム の 分 類 組 合 わ せ プ ロ グ ラ ム(P133)

の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は 第2.17図 を 参 照 さ せ る こ と 。

用 法:オ ー バ レ イ 法(2枚)。

留 意 点:こ の フ ォ イ ル で は 分 類 組 合 わ せ プPグ ラ ム の 具 体 的 な 適 用 例 を 説 明 す

る。

ノ

1枚 目を映 して,社 員番号 順 に並 ん でい な い新 入 社 員 名 の7ア イルが あ る

こ とを述 べ,分 類 組 合 わ せ プロ グラ ムの分類 機能 を 使 用 して社 員番 号順 に分

類 して 出力 す る こ とを 説 明 す る。

2枚 目を オ ー バ レイ して,そ れぞ れ分 類 ず み の 旧 社 員 フ ァイル と新 入社 員

ファイ ルを,社 員番 号li頂に一 つ の フ.アイル に ま とめ る組 合 わせ 機 能 につ いて

説 明す る。 一…

この フ ォイル は,分 類 組 合 わ せ プP .グ ラ ムを 使 用 した1例 で あ り,磁 気 テ

ー プ ・フ ァイル や磁 気 デ ィ スク ・フ ァイ ル の処 理 には 非 常 に有 用 で あ る こ と

をつ け 加 え る こ と。
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3-37デ ー タ変換 プ ログ ラ ム

テ キ ス ト:第2章 のサ ー ビ ス ・プロ グ ラム のデ ・一夕変 換 プ ログ ラム(P .135)

の説 明 に 用 い る。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。

留 意 点:あ る媒 体 のデ ー タを,記 録 の仕方 や表 現 の仕 方 を変 えな が ら別 の 媒 体

に移 す プ ロ グ ラムが,デ ーータff換 プ ・グ ラA
.であ る ことを説 明 す る。

そ の あ とで,1枚 目を 映 して磁 気 テー プか ら磁 気 デ ィ スクへ の例 を 説 明 す

る。

この他 に,ど ん な ものが あるか 学 習 者 に 考 え させ,質 問 して答 がで る ご と

に オ ーバ レイ して い く。

デ ー タ変 換 プ ・グラ ムが,現 実 の どの よ うな場 面 で必 要 とな るか を 十分 に

認 識 させ る ご とが重 要 で あ る。
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3-38プ ログ ラ ミ ング言 語 の 種類

テ キ ス ト:第2章 の プ ログ ラ ミン グ言語 の 種類(R136～137)の 説 明 に用 い

る。 学 習者 には第2.20図 と第2.21図 を参 照 させ る こ と。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(2枚)。

留 意 点:ベ ー スを 映 して,プ ・グ ラ ミソグ言語 は,機 械 向 き言 語 と問題 向 き言

語 に大 別 され る こ とを述 べ,、両者 の特徴 に つい て 説 明 を行 な う。

そ の あ と,そ れ ぞ れ どの よ うな プロ グ ラ ミ ング言語 が あ るか,学 習者 に質

問 して答 がで た らマ スクを とる と よい。

各 プ ・グラ ミング言 語 につ い ては,大 きな特徴 を述 べ る程度 にす る こ と。
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3-39ソ フ トウ エア の発 展

テ キ ス ト:第2章 ソ フ トウ ェ アの発 展(P.138)の 説 明 に用 い る。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。

留 意 点:こ こで は,初 期 の処理 形 態 で あ る2パ ス方 式 と現在 の処 理 形 態 を 対比

させ,ソ フ トウ ェ アの発 展 の説 明 を行 な う。

まず,1枚 目を 学 習者 に示 して,現 在 の処 理 形態 では 翻 訳 か ら実行 まで連

続 して計 算 機 が行 な うこ とを説 明 す る。

次 に,2枚 目を オ ーバ レイ して;初 期 の2パ ス方 式 では,原 始 プロ グ ラム

を 目的 プ ログ ラム の形 で カ ー ドに 打 出 し,そ れ を オ ペ レー タ が も う一 度 計 算

機 にか け て実行 させ て い た こ とを説 明 す る。

そ の あ と,両 者 を 対 比 させて,コ ン ピュー タ を よ り効 率 よ く,よ り使 いや

す くす るため に ソ フ トウ ェアの技 術 が重 要 で あ り,今 後 そ の技 術 は さ らに発
'

戻 す るで あろ うこ とを理 解 させ る。
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3-40プ ログ ラ ミ ング ・シ ステ ム の発 展

テ キ ス ト:第2章 の ソ フ ト ウ エ ア の 発 展 の プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム の 発 展

(P.138)の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に はP.138の 図 を 参 照 さ せ る 。

用 法:リ バ ー ス 法 。

留 意 点:ハ ー ド ウ エ ア の 機 能 が 発 達 し,コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 が 高 度 に な る と,

コ ン ピ ュ ー タ を で き る だ け 簡 単 に,か つ 効 果 的 に 使 う た め,ソ フ ト ウ エ ア の

り

進 歩 も 著 し い こ と を 説 明 し,そ の あ と で,そ の い く つ か の 側 面 を 紹 介 す る 。

プPグ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム の 発 展 を 明 確 に す る た め に こ の フ ォ イ ル を 用 い る 。

ま ず,制 御 プ ・ グ ラ ム に つ い て 説 明 し,制 御 プ ・ グ ラ ム の も と で 働 く個 々 の

プ ロ グ ラ ム 群 に つ い て ま と め る 。 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム と い う用 語 に

つ い て も 言 及 す る 。

な お,IOCSの 機 能 は 制 御 プ ロ グ ラ ム の 機 能 の 一 つ で あ る こ と を つ け 加

え て お く こ と。 、
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3-41FORTRANの 特 徴

テ キス ト:第3章 のFORTRANのFORTRANの 特 徴(P.141)の 説 明 に

用 い る。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン.グ法(.4枚)。

留意 点:こ のフ ォイル は,FORTRANの 特徴 に つ い て概 要 を理 解 させ るの に

用 い る。 、

1枚 目の マ スクを と り,科 学技 術 計算 向 きの 言語 の 開発 が必 要で あった 当

時 の状 況を 説 明 し,そ の 後 のFORTRANの 発 達 の歴 史 を 説 明 す る とよい。

また,FORTRANは 簡潔 な表 現 な の で覚 えや す い こ とや,数 式 に近 い表

現 が で きる こ とを2枚 目,3枚 目の マ スクを と りなが ら説 明 す る。

4'枚 目 のマ スク を と り,フ ァイル処 理 や デ ー タ の編 集 な どには 不便 な の で,

事務 処 理 に あ ま り向 か ない ことを説 明す る。

その他,わ が 国 で も1967年 にFORTRANのJIS規 格 が制 定 され,

機能 の大 きい順 に水 準7000,水 準5000,水 準3000の3段 階 が あ り,

水 準 の高 い ものは低 い ものを 完全 に含 ん でい るが,そ の逆 は適 用 で きない こ

とを補 足説 明 す る。
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3-42FORTRANプ ログ ラ ムの 例

テ キ ス ト:第3章 のFORTRANのFORTRANプ ログラ ムの例(P .141～

P.146)の 説 明 に用 い る。

用 法:ス ライ ド・チ ャー ト的 用法 。

留意 点:こ の フ ォイ ルで は,簡 単なFORTRANプ ログラム の例 に つ い て説明

し,FORTRAN言 語 の概 略を 紹 介 す る。

READ文 やWRITE文,FORMAT文 に つい ては,第3.6図(P .144)

第3.7図(P.144)を 参 照 して 説 明 す る と よい。

また,READ命 令 な どを実行 文,FORMAT文 を非 実 行文 と呼 ぶ こ と も

補足 す る。'

この フ ォイ ル につ い て 十分 に理 解 で きた ら,簡 単 な問 題 を 出 して 学習 者 に

プ ロ グラ ムを組 ませ て み る とよい。'

な お,こ の フ ォイ ル の説 明 に あ た っ ては,問 題 の 内容 と流 れ 図 を あ らか じ

め板 書 して お き,そ れ と対 比 しな が ら説 明 す る こ と。

板 書 は そ の後 のALGOL,PL/1な どの例 題 に もその ま ま活用 す る こ と。

'
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READ(5,10)J,K

FORMAT(313)

IF(工.EQ.0)(}O

LIxJ-K

WR工TE(6,15)

FORMAT(lHO,工6)

GOTO

STOP

END
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3-43 .ALGOLの 特 徴

テ キ ス ト:第3章 のALGOLのALGO工 、の 特 徴(P .147)の 説 明 に 用 い る 。

学 習 者 に は 第3.10図 と 第3.11図 を 参 照 さ せ る こ と 。

用 法:リ バ ー ス 法 。

留 駄:こ の フ ォィノレで は,科 学 技 縮 卜馴 き言語 で あ るFORTRANと 比 較

しなが ら,ALGOLの 特徴 を浮 き彫 りに してゆ く。

ALGOLは,FORTRANよ り少 し遅 れて 考案 され,そ の頃 にはFORTR

ANが 実 用 化 され 始 め たの で,地 理 的条 件 も手伝 っ て ア メ リカではALGOI、

に対 す る関 心 が 低 く,ヨ ー ロ ッパ を 中心 に して発 達 した こ とを述 べ る。

また,ALGOLは ブ ロ ック構 造 にな ってお り,そ の特 徴 を第3.]0図 と第

3.11図 を参 照 して 説 明 す る と よい。

この他 の詳細 な文 法 につ いて の 比較 は,フ ォイ ル3-44を も とに,適 宜

行 な うよ う,にす る。
へ

以上 の他,わ が国 で も'1967年 にJIS規 格 が制 定 され,機 能 の大 きい

順 に水準7000か ら水準3000ま で の5段 階 に規 定 され て お り,入 出 力

の機能 に つい ては水 準70か ら水 準30の5段 階 に規 定 され て い る こ とを補

足 説 明 す る こ と。
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3-44ALGOLプ ロ グラム の例

テ キ ス ト:第3章 のALGOLのALGOLプ ロ グ ラ ム の 例(P.147～P.149)の

説 明 に 用 い る 。

用 法:ス ラ.イ ド ∵チ ャ ー ト的 用 法 。

留 意 点:こ の フ ォ イ ル で:は,簡 単 なALGOLプ ロ グ ラ ム の 例 に つ い て 説 明 し な

が ら,ALGOL言 語 の 概 略 を 紹 介 す る 。"

こ の フ ォ イ ル の プ ロ グ ラ ム の 例 は,7オ イ ル3-42FORTRANプ ロ グ

ラ ム の 例 と同 じ で あ る 。

し た が っ て,こ の コ ー デ ィ ン グ例 に つ い て 説 明 を 進 め な が ら,FORTRAN

と の 相 違 点 な ど を 学 習 者 に 比 較,検 討 を さ せ る よ う に す る と .よい 。
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]
RE工DA工.be8in

inte8erI,」,K,L;

YOMU:INPUT1(2,1,」,K);

i†Othen80toOWARI;

L:=工xJ-K;

OUTPUT1(3,L);

80to、r!0卜/∪;

OWARI:end

《 、
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3-45COBOLの 特徴

テ キ ス ト:第3章 のCOBOLのCOBO・Lの 特 徴(P149～P.159)の 説 明 に 用

い る 。 学 習 者 に は 必 要 に 応 じ て 第3.13図 を 参 照 さ せ る こ と。

、↓

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(5枚)。

留 意 点:COBOI.は,現 在最 も よ く利 用 され てい る事 務 計 算 用 の プ ログ ラ ミン

グ言 語 で あ り,こ の フ ォイル を 用い て,COBOLの 利 点 と問題 点 を浮 き彫 り

に す る。

冷,

特 徴 の第1は,事 務 計 算 向 きで あ る こ と。 第2に,英 語 の 表 現 法 に近 い 形

で処 理 手 順 を 記述 す る ことが で きる こ ど,

第3に,各 項 目 をわ か りや す い 名称 で 定 義で き るの で,完 成 した プ ・グ ラ

ムの改 訂 が簡 単 に で き.るこ と。

第4に 事 務 計 算 向 きの プ ログ ラ ミン グ言語 で あ るた め,7ア イ ル処 理 や デ

ー タの編 集 に向 い て い るこ とな どの利 点 を 説 明 す る
。

一 方 ,問 題 点 と して は英 語 的表 現 で ある ことから 表 現 形 式 が冗 長 にな るこ

とを述 べ る。

そ の他,第3.13図 を参 照 してCOBOLは 四つ の部 に分 か れ てい る こ とを

説 明す る。

、
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事務計算
向 き

ファイル処理

デLタの編集
向き

英語的
表 現

COBOL

形式が

冗 長

保守や変更

が容易
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3-46COBOLプ ログ ラムの 例

テ キ ス ト:第3章 のCOBOLのCOBOLプ ロ グ ラ ム の 例(P150～P.156)の

説 明 に 用 い る 。

用 法 ・・ ラ イ ド ・チ ・ 一 ・的 用 法 ・ ㍍.㌧
、

留 意 点:こ の フ ォイル では,簡 単 なCOBOLプ ログ ラA'の 例 につ い て説 明 しな

が ら,COB()L言 語 の 概 略を 紹 介 す る。 .

このフ迦 には,手綱 ㍗ 示してあるの馳 の鰍 ついては

板 書 な どで補 足 し'k説 明 す る こ と6こ の 例 は,フ ォイル3-42と3-44

で用 い た 内容 と同 じ もの をCOBOL言 語 で表 現 しteも ので あ る。 説 明 の途 中

あ るいは ま とめ の と き に,フ'オ イル3-45で 示 した特徴 に該 当 す る もの が

あれば,適 宜 指 摘 してゆ くと よい。

また,FORTRANやALGOL言 語 の例 と も比較 して,そ の特 徴 を 明 確 に

す る よ うに す る こと も必 要 で あ る。

COBOLは,一 般 に 最 もよ く利 用 され て い る プ ・グ ラ ミング言語 で あ るの

で,十 分 に学 習者 に理 解 させ る こ と。

な お,FORTRANやALGOLプ ログ ラ ムの例 と合 わせ るた め に,READ

命 令 の終 りの判 断 を使 わず に,IF文 で 入 力 デ ータ が 終 りか ど うか の判 定 を

してい る こ とを 補 足 す る こ と。

ノ

一334一



PROCEDUREDIV工SION.

HAJ工ME.

OPENINPUTCARD-F,OUTPUTPRINT-・F.

YOMU,

READCARD-FATEND(}OTOOWARI.

IFZERO(}OTOOVVAR工.

COMPUTEL=工 ×こ「-K.

WRITEPR工NT-RECBEFORE2.

GOTOYOト りU.

OWARI.

CLOSECARD-F,PRINT-F.

δTOPRUN.
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3-47PL/1の 特 徴

テ キ ス ト:第3章 のPL/1のPL/1の 特徴(R156～R159)の 説 明 に用 い る。

用法:リ バ ー ス法 とマ ス キ ング法(3枚)。

留 意 点=こ の フォ イ ル では,他 の プPグ ラ ミソ グ言語 と比 較 してPL/1に は

どの よ うな特 徴 が あ る か説 明す るの に用 い る。

汎 用 性 につ い ては,コ ン ピュータ の適 用 分野 が広 が っ たた め,高 性能 なハ

ー ドウエ アの機 能 が使 い こなせ ,あ らゆ る デ ータ処 理 の分 野 に 向 く,高 水準

の言 語 が 必 要 と され る よ うにな った こ とを 補 足 す る。

積 木 方 式 につ い て は,PL/1の 設 計 思想 の一 つ と して,積 木 の よ うに必 要

に応 じて必 要 な機 能 を積 み重 ね てゆ くこ との で き る積 木 方式 が採 用 されて い

る。 した が って,あ る問 題 の プ ログラ ミン グを す るには,そ れ に 関係 す る部

分 だ け を 知 っ てい れ ば こ と足 りる こ とな どを 説 明 す る。'

書 きや す さに つ い て は,コ ー テ ィ ングな どを 例 示 して説 明す る と よい。
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鶴
PL/1ノ 珍

言 語 は

凡用惟
一経 営 計 算

一科 学 計 算

一事 務 計 算
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3-48PL/1プ ログ ラ ム の例

テ キス ト:第3章 のPL/1のPL/1プ ログ ラムの例(P.159)の 説 明 に

用 い る。 学 習者 にほ,第3.1表 と第3.2表 を必 要 に応 じて参 照 させ6こ と。

用 法:ス ラ イ ド ・チ ャー ト的 用 法。

留意 点:こ の フ ォ.dル で は,簡 単 なPL/1プ ロ グラム の例 に つ い て説 明 しな

が ら,PL/1言 語 の概 略 を紹 介 を す る。'

この コー デ ィ ン グ例 に つ い て説 明 を進 め なが ら,PL/1はFORTRAN,

COBOL,ALGOLな どの特徴 を か ね備 えてい る こ とを,適 宜 板 書な どで補

足 して 説明 す る こ と。

な お,FORTRAN,ALGOLプ ログ ラム の例 と合 わ せ るため に,IF文

で 入 力 デ ータ が終 りか ど うか の判 定 を して い る こ とを 補足 す る こ と。
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REIDAI:PROCEDUREOPT工ONS(1)1AIN);

DECLAREDECIivlAL(3)

DECIi∨1AL(3)

DECIMAL(3)

DECIIVIAL(6);

ONENDFILE(SYSIN)GOTOOWARI;

YOMU:GETEDIT(1,JK)

(COLU『)1N(D,F(3),F(3),F(3));

工FTHENGOTOOWARI;

L=Jう ぐ」-K;

PUTEDIT(L)

(COLU卜4N(1),F(6));

GOTOYOMU;

OWAR1:ENDREIDAI;
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3-49RPGの 特徴

テ キス ト1第3章 のRPGのRPGの 特 徴(R159～R160)の 説明 に用 い る。

学 習 者 には必 要 に応 じて第3.25図 か ら第3.31図 を 参照 させ る こと。

用 法:リ バ ー ス法。

留 意 点:RPGの 特 徴、と して,報 告 書 の作成 を少 ない 時 間 と労 力 でで き るよ う

に開 発 され て い る こ とを,こ の フォ イルで説 明 す る。

また,RPGは 他 の言語 と異 な り,'ジ ェ ネ レー タ に よ り目的 プログ ラムが

生 成 され る こ とを 説 明 す る。

ざ らに,RPGが 他 の プ・ グ ラ ミン グ言語 と最 も大 き く相 違 す る点 は,あ

らか じめ項 目が印 刷 さ れた仕 様 書 を 使用 し,必 要 な情 報 を パ ラメ ータ の形 で

記入 す る こ とを強 調 す る こ と。
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3-50RPGプ ログ ラムの 例

テ キ ス ト:第3章 のRPGのRPGプ ログ ラム の例(P159～R]62)の 説 明

に用 い る。 学 習者 に は必 要 に応 じて第3.25図 か ら第3.3]図 を 参 照 させ る

こ と。

用 法:ス ライ ド ・チ ャー ト的用 法 。

留 意 点:こ の フ ォ イルは,RPGの 仕 様 書 の うち演 算仕 様 書 の部 分 だ け を示 し

た もの で ある。

こ の7オ イル で 示 して い ない他 の仕様 書 に つ いて も,板 書 な どで 補 足 説 明

し,そ れ ぞ れの仕 様 書 の特 性 ・関 連 性 を十 分 に理 解 させ る こと。

フ ァイ ル仕 様 書 は,処 理 に必 要 な すべ て の フ ァイル を 示 すた め に用 い,入

力仕 様 書 は,入 力7ア イ ル の レコー ドにつ い て の記 述 と,レ コー ド内の項 目

につ い ての記 述 の 二 つの部分 に分 か れ てい る こ とな どを 説 明す る。 演 算 仕様

書 は演 算処 理 につ い て の 記述 で あ り,出 力仕 様 書 は,出 力 フ ァイル の仕 様 を

記 述 す る こ とを説 明 す る。

この フ ォ イル で示 して い るの は,こ れ まで 他 の 言語 の例 の説 明 に用い た 内

容 の演 算処 理 の部 分,つ ま り,1×J-KニLの 計算 を 行 な っ てい る。 これ

を も とに他 の言 語 の場 合 の演 算 処理 の指 定 と比較 しな が ら説 明す る こ と。
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4-1シ ステ ムの 概 念

ノ

テ キ ス ト:第1章 の シ ステム設 計 の 前提 とな るべ き,シ ステム の概 念 把 握(P.

165)の 説 明 に用 いQ。

'用 法=オ ーバ レイ法(2枚)
。1枚 目で シ ステ ムの 概 念,2枚 目で システ ムの 階

層 性 を 例 を上 げ て説 明 してい る。

留 意 点:シ ステ ム設 計 の講 義 を助 け るた め に シ ステ ムの概 念 を,図 を 示 しな が

ら,① 全 体 か ら部分 を 見 る とい う考 え方 か ら発 生 した もの で ある こ と② シス

テ ム には 多 くの 要素 が含 まれ て い て③ そ れ らは お 互 い に関連 を持 っ て共通 の

目的 を達成 す る よ うに作 用 しい る こ とな どに注 意 して説 明 す る。

次 に,複 雑 な シ ステ ムはサ ブシ ステ ムで構 成 され,そ の サ ブシ ステ ムは そ

れ 自身 が また サ ブ シ ステ ムを 持 つ。 これ を シ ステ ムの階 層性 と呼 ぶ が,各 階

層 に よっ て価 値 判 断 の基 準 が変 わ る こ とを 図 の例 で説 明 す る。(P.165の

ね らい を参 照 す る こ と)

＼
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4-2シ ステ ム分 析 の 手 順

テ キ ス ト:第1章 の シ ステ ム設計 の手順 の うち,シ ステ ム分 析 の手 順 の説 明

(P.167)に 用 い る。 学 習者 にはP.167の 図 を参 照 させ る。

用法:リ バ ー ス法 とマ ス キ ング法(3枚)。

留 意 点=シ ステ ム分 析 の た めの 準備 とは ど うい うこ とを す るの かを1枚 目を 示

しなが ら,で き るだ け具 体 的 な ね らい を 定 めた ほ うが作 業 が容 易 にな る こ と

な どを説 明す る。 また シ ステ ム検 討 の範 囲 と1ヰ,何 を意 味 す るかを 説 明 し,

シ ステ ムの 目的,影 響 を 受 け る範 囲 な どについ て 補足 す る。 次 に2枚 目を示

し,現 行 シ ステ ムの理 解 か ら,新 しい シ ステ ムの 要件 を明確 に す る まで を 説

明 す る。 最 後 に3枚 目を示 し,シ ステ ムの 設計 か ら完成 まで を説 明 し,も う

一度 全 体 の手 順 を復 習 す る。
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システム分析の手順
頃一 一 一 一 ー 一 一 で 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一
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準 備
検討の方針決定

作業計画

一 一 一

1

-一 一

妙
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一 一 一

データ収 集 、記録 、分 析1

<少

システム の要件の明確化1
ぺ少

システム の概要の設 計1
妙

1シ ステムの提案書の作成1
妙

1シ ス テム の詳 細 設 計1
妙

1シ ステム の作成 、改 訂1
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4-3シ ス テ ムの 例

'

テ キ ス ト=第1章 の シ ス テ ム 設 計 の 手 順 の う ち,シ ス テ ム の 外 わ く(P .]68)

の 説 明 に 用 い る.学 習 者 に は 第i.1図 を 参 照 さ せ る 。

用 法=オ ー バ レ イ 法(2枚)。1枚 目 で,事 業 モ デ ル の 構 造,2枚 目 で 情 報 や

＼ 「

資 金 の 流 れを 矢 印 を使 って 説明 して い る。

留意点1シ ステムの外わ く揃 明恒 ため噂 純化計 た麟 醐 の図を示 し,

構 造 と して何 が 必 要 で あ るかを 特 に 入 力,出 力,資 源 とい う観 点 か ら説 明 す

る。

次 に図 の構 造 を 持 つ事 業 モ デル の中 で,情 報 と資金 の流 れ が,供 給 者 か ら

需 要 者 まで どの よ うに流 れ てい くがを 考 え させ,説 明 させ る。 意 見 の ま とま

りを み た とこ ろで2枚 目を オー バ ーレイ し解 答 を示・す と ともに 事業運 営 の た め

の情 報 に つい て補 足 説 明 を す る。
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4-4新 シ ステ ムの 設 計手 順

テ キ ス ト:第1章 の シ ス テ ム 設 計 の 手 順(P.170)の う ち,新 シ ス テ ム の 設

計 手 順 と シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア,プ ・ グ ラ マ,コ ー ダ の 作 業 分 担 の 説 明 に

用 い る 。'学 習 者 に は 第1.2図 を 参 照 す る 。

用 法:オ ー ・ミレ イ 法(2枚)。1枚 目 で 現 状 分 析 か ら シ ス テ ム の 完 成 ま で の 手

順 を,2枚 目 で シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア,プ ・ グ ラ マ,コ ー ダ の 作 業 分 担 を

説 明 し て い る。

留 意 点:新 シ ス テ ム を 設 計 す る手 順 を,シ ス テ ム 分 析,シ ス テ ム 設 計,プ ・ グ

ラ ミン グの 三 つに分 割 し各 々 の作 業 内容 を 図 を示 しな が ら説 明 す る。 特 に シ

ステ ム設 計 の作 業 内容 に焦 点 を 合 わ せ,帳 票 の 設 計,コ ー ドの 設 計,シ ス テ

ム流 れ 図 の作成,`フ ァイル の仕 様 の決 定,シ ステ ムの仕 様 書 の ま とめ ,な ど

の作 業 が あ る こ とを説 明 す る。

次 に,2枚 目を オ ー一一くレイ し,各 要 員の作 業分 担 を説 明 す る。
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新システムの設計手順

(現 状)

∪

1シ ステム分析1

↓
1シ ステム設計1

∪
1カ グラミング1

∪

(シ スr弘の蹴)

f
シ
ス
ニム

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
↓
…

下

コ
ー
ダ

↓

…ト

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

②
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4-5コ ー ド作 成 の 手 順

テ キ ス ト:第1章 の コ ー ド設 計 の うち,コ ー ドを作 成 す る手 順(P.171～P.175)

の概 要 説 明 に用 い る。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)。1枚 自で デ ー タの体 系 化,2枚 目,3枚 目で コ

ー ド作 成 の手 順 を 説 明 す るの に用 い る
。

留 意 点:本 説 明 に 入 る前 に,コ ー ドの意 味(利 点,欠 点)を 説 明 し,ど の様 な

物 を ユー ド化 す る と よいか を理 解 させ る。

次 に図 を 示 し,デ ー タの体 系 化 の 必要 性 及 び方 法 を説 明 す る。

2枚 の図 を オ ー バ レイ させ た時 点 で,コ ー ド作 成 を誤 まった場 合 の問題 点

を説 明 し,コ ー ド作 成 の手順 と して最初 に デー タ の体 系 化 を行 な う事 を,よ

く理 解 させ るρ

ノ

ノ
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コード作成の手順

①

コード作成の手順

デLタ の体 系化

コードの

種類の決定

コ ード・ブ ック

の 作 成

③

コード作成の手順

コードの

種類の決定

②
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4-6コ ー ドの 種 類(1)

テ キ ス ト:第1章 の コ ー ド設 計 の うち,コ ー ド の 種 類 と 用 法(P172～P.175)

の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は 第1.1表 お よ び 第1.2表 を 参 照 さ せ る 。

用 法:オ ー ・ミレ イ 法(2枚)。1枚 目 で 順 番 コ ー ド,2枚 目 で 区 分 コ ー ド,2

枚 を 重 ね て 両 コ ー ドの 比 較 を 説 明 す る の に 用 い る 。

留 意 点:1枚 目 を 示 し,順 番 コ ー ドを 説 明 す る 。 次 に1枚 目 を と り,2枚 目 を

示 し区 分 コ ー ドを 説 明 す る 。 最 後 に2枚 を 示 し,両 方 を 比 較 し な が ら 説 明 す

る 。

ま た,こ の 時 点 で,シ ス テ ム の 拡 張 な ど が 発 生 し た 場 合 の 事 を 説 明 し,コ

ー ドの 種 類 の 決 定 に は
,シ ス テ ム 全 体 を 考 慮 し て お か な く て は な ら な い 事 を

よ く理 解 さ せ る 。
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順番コードの例

市区町村

201札 幌 市

202函 館 市

203小 樽 市

区分コードの例

0000～02001401～1500

0201～03001501～2300

0301～04002301--3000
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4-7コ ー ドの 種 類(2)

テ キ ス ト=第1章 の コ ー ド設 計 の う ち コ ー ドの 種 類 と 用 法(P.173～175)の

説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は 第1.3表 お よ び 第1.4表 を 参 照 さ せ る 。

用 法=オ ー バ レ イ 法(3枚)。1枚 目,2枚 目 を 用 い て,け た 別 コ ー ド,3枚

目 を 用 い て,表 意 コ ー ド,.3枚 重 ね て 両 コ ー ドの 比 較 を 説 明 す る の に 用 い る 。

留 意 点:ま ず1枚 目 を 示 し,け た 別 コ ー ドに つ い て 考 え さ せ る 。 次 に2枚 目 を

示 し コ ー ドの 構 造 を 説 明 す る 。 次 に 表 意 コ ー ドの 例 を3枚 目 で 示 し,同 様 に

何 を 意 味 し て い る か を 考 え さ せ る 。 最 後 に 解 答 を 説 明 し,け た 別 コ ー ド と表

意 コ ー ドの 違 い を 認 識 さ せ る 。
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1

けた別 コードの例 けた別 コードの例

科 目 コ ー ド 科 目 コ ー ド

現 金 01100 現 金 01100一般現金
01110 一般現金 01110

預 金 01200 預 金 01200
定期預金 01240 定期預金 01240
定期積金 01242 定期積金 01242

表意コードの例

電球の種類 コ ー ド

電 球 13000
20W電 球 13020

250W電 球 13250

① ②

けた別 コードの例

科 目 コ ー ド

現 金 01100 01242
一般現金

0川0
Lr」 ㌣r

、
、レ ぷ 、s

預 金

定期預金
01200
01240 妻魏

定期積金 01242
、

表意コードの例

電球の種類 コ ー ド

電 球 13000
20W電 球 13020

250W電 球. 13250

③
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4-8コ ー ド変 換 の 誤 り検 査

テ キ ス ト:第]章 の コ ー ド設 計(P.175)の う ち,コ ー ド変 換 の 誤 り検 査 の

説 明 に 用 い る 。 へ

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ(2枚)。

留 意 点:ま ず コ ー ド変 換 の 誤 りが,ど の よ う な 原 因 で 発 生 す る か を 説 明 し,誤

ったデータを処理 す るこ迦 よって起 きる問題 と誤 り髄 の腰 性を認識 さ

せ る 。

次 に2枚 目を 示 し,誤 り検査 の方 法 の種 類 を 上 げ,各 方法 の特 徴 を 説 明 す

る 。

一360一



● データの誤 り

●記入や変換の誤り

●せん孔の誤 り

検査方法

● 検 査数字

● ハリシュ合計

● コードの対応 検査

● コードの相 関検 査



4-9検 査数 字 の作 り方'

テ キス ト:第]章 の コー ド設 計 の うち,検 査 数 字 を使 う方 法(P.174～]75)

の説 明 に用 い る。

用 法:マ スキ ン グ法(3枚)。 全 体 で3枚 構 成 とな って お り,順 々 に と りさ り

計算 過 程 を説 明 す る の に用 い る。

留意 点:デ ータ を コー ド化 す る過 程 を板 書 しなが ら,エ ラ ーの発生 す る個 所 を

考 え させ る。 更 に,そ れを防 ぐ方 法 お よび,エ ラー の検 出方法 を検 討 す る。

そ の ・ 二 つ の方 法 として検査 数字 の作 り方 を 順 を 追 って説 明す る。

次 に,そ の他 の検 査 方 法 を板 書 し,説 明 しな が ら,検 査 とい う過程 の 屯要

性 及 び適 切 な検 査 方 法 を認 識 させ る。
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加減算を使 った検査数字の作 り方

コード 回 回 回 回
× × × ×

乗 算 口回口回

84518

横に加算8十4+5+1+8ニ26

算

字鐡

減

検

30-『

59劃
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4-|0フ ァ イ ル設 計 の た め の作 業

テ キ ス ト:第1章 の フ ァ イ ル 設 計 の う ち,フ ァ イ ル 設 計 の た め の 作 業(P]76)

の 説 明 に 用 い る 。 学 習 者 に は 第1.5図 を 参 照 さ せ る 。

用 法1オ ー ・ミレ イ 法(2枚)。1枚 目 で フ ァ イ ル と レ コ ー ド と 項 目 の 関 係 を 具

体 的 な 例 で 説 明 し,2枚 目 で フ ァ イ ル 設 計 の た め の 作 業 の 種 類 を 説 明 し て い

る 。

留 意 点:1枚 目 を 示 し,フ ァ イ ル と レ コ ー ド と項 目 の 関 係 を 具 体 的 な 例 で 説 明

し,コ,ン ピ ュ ー タ 処 理 で 扱 わ れ る 一 つ の ま と ま っ た 単 位 が レ コ ー ドで あ る こ

と を 理 解 さ せ る 。

次 に 板 書 し な が ら,フ ァ イ ル を 集 合 概 念 で と ら え,フ ァ イ ル,レ コ ー ド,

項 目 ζな るこ とを説 明 す る。

.最 後 に,2枚 目 を オ ー バ レ イ し,フ ァ イ ル 設 計 と は,フ ァ イ ル 全 体 の 設 計,

レ コ ー ドの 設 計,項 目 の 設 計 の 作 業 が 必 要 で あ る こ と を 理 解 さ せ る 。
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ワァイル設計のための作業

① 取引先基本ファイル

取
里
程

取
引
先
一

罫
禁
書

3項 目

② レ1-"(取 引先カード)

ワァイル設計のための作業

① 取引先基本ファイル

曇



4-1|印 刷 す る 際 のデ ー タの 編 集

テ キ ス ト:第1章 の フ ァイル設 計 の う
.ち印 刷 す る際 の デ ー タの編 集(P.18])

につ い て 説明 す る。

用法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(3枚) 。紙 カ ー ドにせ ん孔 され た デ ー タ を

印 刷す る場 合 に お け る編集 の重要 性 を 説明 す る 。

留 意 点:印 刷 す る際 の 編 集 の 重要性 に つい て 説 明 し,紙 カー ドにせ ん孔 され た

デ ータ を どの よ うに編 集 した ら,読 み や す くな る かを 考え させ る。

フ ォイ ルを 示 し,そ の具体例 を説 明 す る と と もに,浮 動編 集 記 号を使 う意

味 や,一 般 的 な編 集 処理 と して ど の よ うな ものが あ る かを,板 書 しなが ら説

明 す る。
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データの編 集
一 一 編燕 「 一

編藪 一一一一

入金 高

00007250

年 月 日

7204.05

△△△△7250

△△△△7,250

*来 来x7250

△△△+7250

¥△ △△7,250

△△△¥7,250

72-O∠[-05

、72/0∠[/05
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4-12紙 カ ー ド設計 手順

テ キ ス ト:第1章 の フ ァ イ ル 設 計 の カ ー ド設 計(P181～P184)の 説 明 に 用

い る。 学 習 者 に は 第1.12図 か ら 第1.14図 を 参 照 さ せ る こ と 。

用 法:リ バ ー ス 法 。

留 意 点:テ キ ス トで は,取 引 カ ー ドを 中 心 に 説 明 し て い る と い う こ と を 留 意 し

な け れ ば な ら な い 。 そ れ を ふ ま え て そ れ ぞ れ に つ い て の 考 慮 す べ き 要 点 を 説

明 す る 。

な お 学 習 者 に は,テ キ ス トに 示 さ れ て い る そ れ ぞ れ の 手 順 に つ い て の 留 意

点 と,第1.12図,第1.13図,第1.]4図 を 対 応 さ せ 考 え さ せ る よ う指 導

す る よ う に 努 め る こ と。

、
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4-13原 書 類 設 計 の ポ イ ン ト

テ キ ス ト:第1章 の フ ァ イ ル 設 計 の う ち,原 書 類 の 設 計(P.]84～Rl85)の

説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は 第1.15図 を 参 照 さ せ る こ と 。

用 法:リ バ ー ス 法
o

留 意 点:カ ー ド設 計 に も とず い て,原 書 類(伝 票)が 設 計 され る こ とを 説 明す

る。 次 に原 書類 を 説 明 す る際 に考慮 すべ きポ イ ン トを フ ォイル を 示 しな が ら

説明 す る。

説 明 は具 体 的 な 例 を あげ,で きれは 実 際 の伝 票 と紙 カー ドを提 示 した り,

第1.15図 を 利 用 させ る こ と。

また原 譜 類 の紛 失 を 防 ぐた め に,持 運 び や保管 には 総括 表 を つけ,束(パ

ッチ)と して扱 うよ うにす る とい うこ とを 補足 説 明 す る。.
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原書類設計のポイン ト

1記 載順序とせん孔順序 との一致

2せ ん孔箇所の明確化

3色 、題字などの工夫

4紙 カードと原書類との対応づけ

5最 少限の記入量

一371一



4-14磁 気 テ ー プ ・ラ ベ ル

テ キ ス ト:第1章 シ ステ ム 設 計 の磁 気 テ ー プの ラベ ル(P.]85)の 説明 に用

い る。 学 習者 には第1.16図 を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。 磁 気 テ ー プの ラベ ルが処理 され て い く様 子 を説 明

明 す る。

留 意 点:1枚 目 では,ボ リュー ム見 出 しラベ ル,2枚 目では,フ ァイ ル見 出 し

ラベ ル,3枚 目で は,フ ァイ ル終 わ りラベ ル の 役割 りを説 明す る。

図 では,ラ ベ ル の入 出 力 の処 理 過 程 が描 かれ て い る(入 カ ー上側,出 カ ー

下側)の で,ラ ベ ル が どの よ うた処 理 され る かを 補足 説 明 し,ラ ベ ル の意 味

とい うものを よ く理 解 させ る。 また,ボ リ ュー ム見 出 しラベ ル の 出力 の処 理

につ い ては,疑 問 を 持 つ学 習者 が い る と思 わ れ るの で,ボ リュー ム 見出 しラ

ベ ル は,あ らか じめ作成 す るル ーチ ンが ある ことを説 明Lて お く。
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磁 気テーワ。・ラベル(D

ボリュ虫

見出しラベ1レ

通し番号

利用条件

所有者氏名

1に]

ポリ壬ム

見出しラベル 正 「
①

磁 気テーワ。・ラベル(D

ボリューム

見出しラペ1レ

ファイル

見出しラペル

T

M

1ξ

T

M

ファイル

終力りラベル

u ↓
弼

u
通し番号

利用条件

所有者氏名

ファイル名
順序番号

作成 日付
満了日付
レコード形式

ファイル

見出しラベル

と同形式

△

u u
ボリューム

見出しラベル

ファイル

見出じヲベ1レ

T

M

1,

T

M

ファイル

終力りラベル

{1

③

磁 気テーワ.・ラベル(D

ボリューム ファWレ

見出しラベル 見出しラベル

通し番号

利用条件

所儲 氏名

ファイル名

順序番号
作成 日付

満了日付
レ}ド形式

ボリューム ファηレ

見出しラベル 見出じラ心レ L
②
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4-15マ ル チ フ ァ イ ル ・ボ リ ュ ー ム と マ ル チ ボ リ ュ ー ム'フ ァ イ ル

、

テ キ ス ト:第1章 シ ス テ ム 設 計 の 磁 気 テ ー プ ・ラ ベ ル(P.186)の 説 明 に 用

い る 。 学 習 者 に は 第1.16図 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法=オ]バ レ イ 法(2枚)

留 意 点:最 初 に,ボ リ ュ ー ム と フ ァ イ ル の 違 い を 説 明 し,そ れ を 理 解 さ せ る の

に 用 い る。

1枚 目 で は,一 つ の 磁 気 テ ー プ の 中 に,入 金 台 帳 と 在 庫 台 帳 の 二 つ の フ ァ

イ ル が 入 っ て い る 。 こ の よ う な ボ リ ュ ー ム を マ ル チ フ ァ イ ル ・ボ リ ュ ー ム と

呼 ぶ こ と を 説 明 し,そ の 時 の ラ ベ ル は,ど の よ う に な っ て い る か を 第1.]6

図 で 説 明 す る。2枚 目 の 図 を オ ー バ レ イ し,同 様 の 方 法 で マ ル チ ボ リ ュ ー-A・

フ ァ イ ル に つ い て 説 明 す る 。

次 に2枚 の 図 を 比 較 し な が ら,マ ル チ ボ リ ュ ー ム ・7ア イ ル,マ ル チ フ ァ

イ ル ・ボ リ ュ ー ム,シ ン グ ル ボ リ ュ ー ム ・フ ァ イ ル な ど の 特 色 を 補 足 説 明 す

る。

/
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(

マ肝 ファイノレ'エリューム

十

マル チファイル ・ボ リューム

② 轟
マルチボ リューム ・ワァイル

+⑧ 入金 台帳③
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4-1 .6レ コ ー ドの 長 さ と プ ロ ツ ク 化

テ キ ス ト:第1章 シ ス テ ム 設 計 の レ コ ー ドの 長 さ と ブ ロ ック 化(P .186～187)

の 説 明 に 用 い る。

用 法:オ ー バ レ イ 法(3枚)。

留 意 点:1枚 目 の 図 を 用 い て,'ブ ロ ッ ク 化 を 行 な う こ と に よ っ て,テ ー プ が 経

済 的 に 用 い ら れ る こ と を 説 明 す る 。 次 に ブ ロ ッ ク 化 さ れ た デ ー プ が ど の よ う

に 処 理 さ れ る か の 説 明 を 始 め る 。2枚 目 を オ ー バ レ イ し,読 み 込 み は,1ブ

・ ッ ク 単 位 に 行 な わ れ る こ と を 説 明 し,入 出 力 の 処 理 は 遅 い た め
,ブ ・ ック

数 は 大 き い ほ ど効 率 的 で あ る こ と を 説 明 す る 。 ま た そ の 時,ブ ・ ッ ク 単 位 に

読 み 込 ま れ る た め,ブ ロ ック 長 を 大 き く す る と,メ モ リ も 多 く必 要 と な る こ

と も 注 意 し て お く。3枚 目 を オ7バ レ イ し,処 理 は1レ コ ー ド単 位 に 行 な わ

れ る こ と を 説 明 し,論 理 レ コ ー ド と 物 理 レ コ ー ドの 違 い に つ い て 説 明 す る。

＼
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4-17流 れ 図(1)

テ キ ス ト:第1章 の シ ス テ ム 設 計 の 流 れ 図(P.]88)の 説 明 に 用 い る 。 学 習

者 に は 第1.20図 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:オ ー バ レ イ 法(3枚)。 流 れ 図 の う ち,シ ス テ ム 流 れ 図 を 中 心 に 説 明 す

る。

留 意 点:]枚 目 で,流 れ 図 に は シ ス テ ム 流 れ 図 と プ ロ グ ラ ム 流 れ 図 が あ る こ と

を 説 明 す る 。2枚 目 の 図 を オ ー バ レ イ し,シ ス テ ム の 流 れ 図 と は ど の よ うな

も の か を 説 明 す る 。

3枚 目 の 図 を オ ー バ レ イ し,シ ス テ ム の 流 れ 図 に よ り,ど の よ う な こ と が

把 握 で き る が を 説 明 し,第1.20図 を 参 照 し な が ら,具 体 的 な 例 を あ げ て 説

明 す る 。
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流 れ 図(D

流 れ図

システム流れ図 プログラム流れ図

①

流 れ 図(D

仕事の流れ図

作業内容の全体的な把握

ワログラム作成の基礎

①処理順序

② ワロクラムの個数

③各プ[]グラムの入力と出力

④プログラムの作成順序

⑤処理時間の見積り
⑥機械操作の順序

③

流 れ 図(D

L{
仕事の流れ図

作業内容の全体的な把握

プログラム作成の基礎

②
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4-18流 れ 図(2)

テ キ ス ト:第1章 の シ ス テ ム 設 計 の 流 れ 図(P.188～P]90)の 説 明 に 用 い る。

学 習 者 に は 第1.20図 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:オ'一 ・〈レ イ 法(3枚)。 シ ス テ ム の 流 れ 図 が で き る ま で の 過 程 を 説 明 。

1留意 点:1枚 目.の 図 で は,入 力 は 月 別 デ ー タ で,出 力 は 報 告 書 と い う ブ ラ ッ ク ・

ボ ッ ク ス の シ ステ ム で あ る 。

2枚 目 の 図』を オ ー バ レ4し,シ ス テ ム を 機 能 的 に 分 割 し,二 つ の サ ブ シ ス

テ ム が 構 成 さ れ る こ と を 説 明 す る 。3枚 目 の 図 を オ ー バ レ イ し,一 つ の サ ブ

シ ス テ ム が プ ・ グ ラ ム に よ り構 成 さ れ る こ と を 説 明 し,こ の よ う に し て シ ス

テ ム 流 れ 図 が 作 成 さ れ て い く こ と を 理 解 さ せ る 。 ま た 集 計 サ ブ シ ス テ ム の 流

れ が ど う な る か を 学 習 者 に 考 え さ ぜ る と よ い 。
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4-19プ ログ ラ ム設 計 の作業 手 川頁

テ キス ト:第1章 の コ ン ピ ュータ利 用 の ブ ・グ ラム 設計 につ い て,プ ・ グ ラム

設 計 の作 業手 順(P.190)に 従 って説 明 す る。 学 習者 に'は第1,21図 を参

照 させ る こ と。

用 法 ・:オー バ レイ法(4枚),第1.21図 の問 題 定 義 か ら最 終的 な文 書化 ま で

の流 れを 復 習 させ,プ ・グ ラム設 計 の作 業 手 順 を 完 全 にマ スタ ー させ る。

留 意点:1枚 目で プ ログ ラ ム設 計の作 業 手順 の全 ぼ うを 明 らか に し,2枚 目て

システ ム設 計 の部 分 を,3枚 目 で プ ・グ ラム設 計 の 部分 を,最 後 に プ ・グ ラ

ム流 れ図 を復 習 させ る。

また,シ ステ ム設 計 とプ ・グ ラム設 計 の関 連 も しっ か り復 習 す る。

あ とで プ ログ ラ ムの 設 計 の まとめ と して も う一 度 利 用 す る と効果 的 で ある。

/
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プログラム設計の作業手順

プ忽
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システム設計く
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↓

↓
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1コ ーディング1
↓
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①
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4-20問 題 の定 義

テ キ ス ト 第1章 シ ステ ム設 計 の プ ロ グラム の設 計 の問題 の定 義(P.19])

の 説 明 に用 い る。 学 習者 には 第1.21図 、を参 照 させ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(4枚)。

留 意 点:第1.21図 を 用 い て,プPグ ラ ム設 計 の作 業手 順 を あ らか じめ 説 明 し

て お く。2枚 目を オ ーバ レイ し,最 初 に問題 を明確 に す る こ とが必 要 で あ り,

そ れ には どの よ うな情 報 が必要 か を検 討 させ る。 次 に,2枚 目を取 り,3枚

目を オ ー・ミレイ し,入 力,処 理,出 力 に関 す る三 つの情 報 が 必 要 で あ る こ と

を 説 明 す る。 最後 に,3枚 目を取 り,4枚 目を オ ーバ レイ し,具 体 的 に,三

つ の情 報 とは どの よ うな ものか を 説 明 し,こ れ らの情 報 で問題 が明確 に な る

こ とを理 解 させ る。
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問題 の定義

①

問題 の定義

入力情報

処理情報

出力情報

何が

必要か?

③

問題 の定 義

?

?

?

問題の

明確化

②

問題 の定義

売上カードを分類

売上金額 の集計と

日報 のF聞U

売上日報 の形式と内容

④
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4-21流 れ 線 の き ま り

テ キ ス ト:第]章 の シ ステ ム設 計 の うち,流 れ 線 の き ま り(P.192)の 説 明

に用 い る。 学 習者 に は第1.24図 を参 照 させ る こ と。

用 法:リ バ ー ス法 。

留 意 点:流 れ 図 を書 くと きには,標 準 的 な き ま りが あ る こ とをL4流 れ 図(P.

]88)を 参 照 させ なが ら復 習 す る。

特 に,流 れ線 の き ま り

① 上 か ら 下,左 か ら右

② ① 以外 の 例 は 矢印 を い れ る

③ 線 の交差

④ 線 の合 流

　

な どに つ いて は,例 を あ げて 納得 させ る。 最 後 に フ ォ イル を参 照 させ なが

ら,具 体 的 に それ が ど う使 われ てい るか を 考 え さ せ る。

/

'
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流 れ線のきまり

噺
カードを

読 む

終りか

同じ力十か

売上日報
の印刷

売上日報
の印刷

売上合計
を計算
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4-22流 れ図作成上 の注意 点

テ キ ス ト:第1章 の シ ステ ム設計 の うち,流 れ 図の 注意 点(P.192)の 説 明

に用 い る。 学 習者 に は第1.25図 を参 照 させ るこ と。

用 法:リ バ ー ス法。

留 意 点:流 れ図 を 書 くと きの注 意 点 を フ ォイ ル を示 しな が ら説 明 す る。 次 に そ

の意味 を 学 習者 に考 え させ なが ら,第1.25図 を 参 照 させ,具 体 的 な詳細 流

れ図 と対 応 させ て説 明 す る。
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① 表記はわかりやすく、必要に

応 じて注釈

紙 カードに 月次

せ ん孔 作業

② 分岐先のラベルを記入

売上カード

を読 む

③ 流れ図と原始プログラムの

対応づけ
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4-23判 断表(|)

テ キ ス ト=第1章 シ ステ ム設 計 の判 断表(P.]98～P.200)の 説 明 に用 い る。

学 習者 には第1.9表 と第1.10表 を参 照 させ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(2枚)

留 意 点=1枚 目で,判 断 表 は 四 つ の欄 よ り構成 され る ことを 説 明す る。 次 に,

そ れぞ れ の欄(条 件 表 題 欄 は条 件 に な る事 項 を記 入 し,条 件 記 入欄 には,肯

定 の場 合 〈Y>,否 定 の場 合 〈N>を 記 入。 行 動 表題 欄 に は条 件 が 満足 され

た 時 に とるべ き行 動 を 記 入 し,行 動 記 入欄 に は行 動 す る場 合 〈X>を 記 入す

る)を 補 足説 明す る。

次 に,2枚 目を オ ー バ レイ し,具 体 的 な例 で説 明 を行 な う。

次 に,テ キ ス トの第1.'9表 と比 較 させ,判 断 表 には,制 限 記入方 式,拡 張

記 入形 式,混 合 記 入 方 式 の 三 つの形 式 が ある こ とを 補 足説 明 す る。
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判断表(D

(判断規則番号)

条件表題欄 条件記入欄

行動表題欄 行動記入欄

①

判 断 表(1)＼ (判断規則番号)

条件表題欄
`

条件記入欄

行動表題欄1行 動記入欄

1 2 3 4 5 6 7 8

1等予約申込み Y Y Y Y N N N N

1等 空席あり Y Y N N Y Y N N

2等 空席あり Y N Y N Y N Y N

1等発売 X X

2等発売 X X X
取消し待ち X X X

注)1等 の予約てない時

は2等 の予約 ②
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4-24判 断表(2)

テキ ス ト:第1章 システ ム設 計 の判 断表(P.198～P.200)の 説 明 に用い る。

用 法==オ 一一・〈レイ法(2枚)。

留 意 点:1枚 目を提 示 し,判 断 表 の特徴 を 説 明す る。 整理 しや すい とい う問 題

は,7オ イ ル4-25で 説 明 す るた め,こ こで は 簡 単 に触 れ るだけ にす る。

す べ て の 条件 の提 示 が 出来 る こ とを説 明 す る と き,そ の条件 を満 す た め に

は2nの 判 断 規 則番 号 が必 要 で あ る ことを述 べ,nと は何 か を 考 え させ る。

2枚 目を オ ーバ レイ し,nと は表題 数 で あ る こ とを 説 明 す る。 また,す べ

て の条 件 の提 示 が可 能 な ため,条 件 もれ が発 生 しない とい う利点 や,下 か ら

条件 を一 つ 置 きにY,Nと 記 入 して い く と考 えや すい ことな どを説 明す る。

`
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判 断 表(2)

特徴

① 理解 しやすい

② 簡潔である

③ 整理しやすい

④ 全条件の提示が可能

判断規則番号数=2n

判 断 表(2)

特徴

① 理解 しやすい

② 簡潔である

③ 整理しやすい

④ 全条件の提示が苛能

判断規則番号数=2n

判断規則番号

表 題

①

②

③

④
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4-25半1)断 表(3)

テキ ス ト:第1章 シ ステ ム設 計 の判 断 表(P.198～P.200)の 説 明 に用 い る。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。

留 意点:1枚 目を示 し,こ の判断 表 が整 理 可能 で あ る こ とを,『 フ ォイ ル4-2

3,4-24を 用 い て説 明 す る。 そ して, .条 件 記 入欄 の空 白は判 断 が不 要 で

あ る こ とを説 明 す る。 次 に,学 習 者 に1枚 目 の完 全 な もの を作成 さ せ,ど の

よ うに整理 出来 るか を 考 え させ る。

2枚 目を オ ーバ レイ し,こ の よ うな型 に整理 出来 る こ とを説 明 す る。
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半1」断 表(3)

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8r 15 16

1等の予約 Y Y Y Y Y Y Y Y N N

他の等でも可 Y Y Y Y N N N N N N

1等 空席あり Y Y N N Y Y N N N N
2等 空席あり Y N Y N Y N Y N Y N

1等発売 X × X X
2等発売 X X

予約取消し待ち × X X X

①

半1」幽〒表(3)

＼ 1 2 3 4 5 6 ワ 8～ 15 16

1等 の予約 Y Y Y Y Y Y Y Y N N
他の等でも可 Y Y Y Y N N N N( N N

1等空席あり Y Y N N Y Y N N{N N
2等 空席あり Y N Y N Y N Y N Y N

1等発売 X × X X '

2等発売 X /X
予約取消し待ち × X X(( X

＼ ;:1β 4 1認 1612 槍

②

1等 の予約 Y Y Y Y N N N N

他の等でも可 Y Y N Y Y N

1等 空席あり Y N N N Y N
2等 空席あり Y N Y N N N

1等発売
l

X X
2等発売 X X
予約取消し待ち × × X X

ノ
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4-26標 準 化 の意 義

テ キ ス ト:第]章 の 情 報処 理 規格 の うち,標 準化 の意 義(P.202)の 説 明 に

用 い る。

用法:オ ー バ レイ法(3枚)。

留 意 点:ま ず1枚 目を 示 し,標 準 化 す る意 義 を 十分 に説 明す る。 そ の うえで情

報 処 理 分野 で標 準 化 が必 要 とみ な され る 三 つの例 を 示 し考 え させ る。

次 に2枚 目を オ ーバ レイ し,標 準化 す るの が適 当 と思 われ る例 をあ げ,期

待 され る効 果 を考 え させ る。

次 に3枚 目を オ ー バ レイ し,も た ら され る利 点 に つい て補 足 す る こ とに よ

り,標 準 化 とい う問 題 を 全体 的 な視 野 で理 解 させ る。

`
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標準化の意義

標準化

1フUグラム開発1コ ンピュータ使用 情報交換教育

①

標準化の意義

1標 準 化1

/↓ ＼
1フ匂ゲラム開発川 コンビrタ使用ll情 報交換教育1

↓ ↓ ↓
・到頁文書化

の標準化

・情報処理用語

の統一

・操作説明書の

標準化

ン

・八一ドウエアソフト

ワェァの仕様

・入出力媒体

・デダファ膨 式

・データコードなど

の標準化↓
作業の指示と

情報伝達の

効率化

③

標準化の意義

1標 準 化1

/↓ ＼
1フn鳳酬 1繍交換嫡

↓
1コン鉦 タ朗1↓

↓
・到頁文書化

の標準化

・情報処理用語

の統一

・操作説明書の

標剰 ヒ

・ハ十ウェアソフト

ワェァの仕様

・入出力媒体

・デダファ伽 多式

・デタ}ドなど

の標準化

②
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4-27情 報 処 理 規格 の 内 容

テ キ ス ト:第1章 の情 報 処 理 規格 の情 報処 理規 格 の 内容(P .203～P. 、204)を

説 明す るの に用 い る。 学 習者 に は第1.34図 を参 照 させ る こ と。

用法:リ バ ー ス法。JISの 中で,プ ログ ラム開発 作 業 に関係 の 深い もの を と

りあげ る。

留 意 点:こ こで は,特 に他 の個 所 で 触 れ る機 会 の少 な い文 書化 の 規格 と,デ ー .

タ ・ゴー ドの 規 格 に つ い て簡 単 に触 れ る。 標 準 化 の作 業 を行 な っ てい る主 な

団体 を あげ,各 々の 活動 状 況を 説 明 す る。

また規 格 化 す る意 義 を標 準 化 とい う事 を 熟考 させ た 上 で認 識 させ る。

・ 帳票 の設 計 基 準 につ いて 掲 示 さ れて い る例 を と り上 げ説 明 を 加 え る
。

・ 規格 票 の様 式 につ い て も掲 示 され てい る例 を と り上 げ説 明 を 加 え る
。

・ デ ータ ・コー ドに つい ては
,第134図 の例 を あげ,JISと して制 定

され て い るデ ー タ ・コー ドお よび規 格 を決 め る作 業 が進 ん で い る もの も説

明 す る。
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情報処理規格の内容

① 情報処理用語

② 文書化についての規格

・帳票の設計基準

・規格票の様式

・情報処理用流れ図記号

③ 情報の記億媒体

④ ワ.ログラミング言語

⑤ デ'一タ ・コード

⑥ 事務用品についての規格
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4-28コ ン ピュ ー タ利用 の発 展 段 階

テ キ ス ト:第2章 の コ ン ピ ュー タ利 用 の歴 史 の うち,コ ン ピ ュータ 利 用 の発 展

段 階(P.206)の 説明 に用 い る。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。

留 意 点':情 報処 理 の標 準 的 な発 展段 階 を具 体 的 な例 を上 げな が ら説 明 す る。 ま

ず1枚 目 の マ スクを 取 り去 り部分 的 な事 務 処理 の機 械 化 に つい て給 与 計 算 ,

販売統 計 などの例を上げなが ら説明す る。 次に2枚 目を取 り去 り,部 分 的な

管理業務 の機械化 について販 売管理,在 庫管理 な どの例を上げなが ら説明す

る。 ,

同 様 に,3枚 目,4枚 目を取 り去 り,部 分 的 な 計 画業 務 の機 械 化,総 合 的

な情 報 処 理 につ い て説 明 す る。 最 後 に,も う一 度 発 展段 階 の ま とめ を して ,

現 在 は 計 画業 務 の機 械 化 まで が 一般 的で,総 合 的 な情 報処 理 の実 現 を 目 ざ し

て努 力 が続 け られ て い る状 況 で あ る こ とを補 足 す る。

＼
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4-29コ ン ピュ ー タ導 入 の 経 過

テ キ ス ト:第2章 の コ ン ビュー一夕利 用 の歴 史 の うち ,コ ンピ ュー タ導 入 の経 過

(P.206～P208)の 説 明 に 用 い る。 学 習者 には 第2.1表 と第2 .1図 を参 照

させ る こ と。

用 法:リ バー ス法,マ ス キ ング 法(3枚)。 あ る企 業 の コ.ン ピ ュー タ導入 と業

務 の機 械 化 の過 程 を 順 を追 って 説 明 してい る。

留 意 点:ま ず1枚 目 の フ ォイル を 示 し,あ る企 業 を例 に と り,機 械 化 の過 程 と

処理 業 務 の両 面 か ら説 明 す る こ とを述 べ る。 次 に2枚 目を オ ー バ レイ し,パ

ンチ ・カー ド・シ ステ ムの導 入 に至 った理 由を説 明 す る
。 次 に3枚 目を オ ー

バ レイ し,小 型 コ ン ピュー タ導 入 の理 由を 処理 業 務 の拡 大 との 関連 で説 明す

る。 最後 に4枚 目を オ ー バ レイ し,大 型 コン ピュータ の導 入 とオ ンライ ン化

につ い て説 明 す る。 特 にオ ンラ イ ン ・シ ステ ム に よ る処 理 を バ ッチ処 理 との

相 異 や,持 た ら され た効 果 につ いて詳 し く述 べ る。
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〆

コン巳ユータ導入の経過

1小型コンビrタ(第2号 機)」 「
1←_____一.。.e>`/矢 型 コンピュータ

1パ ンチカードシス私 ノノL三 三=一 ー 一一 →1

//』N型]ンEユ ータ(第1号 機),

1← 一 一 一 →l

l販売統計 給与計算ノ

/在 庫管理,工程管理1オ ンライゾシス『弘l
f← 一一 「一→1← 一 一 一一 ◆1

原価計算 1による総合管理1
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4-30コ ン ピュ ー タ利 用 の効 果

テ キ ス ト:第2章 の コ ソ ピ ュ ーー一夕 利 用 の 現 状 の う ち,コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 効 果

(P209～P.2]0)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は 第2.2表 と 第2.3表 を 参 照

さ せ る こ と 。

用 法:リ バ ー ス 法 と .Rス キ ン グ 法(2枚)。

留 意 点.:最 初 に,な ぜ コ ン ピ ュ ー タ が こ の よ うに 広 く 使 わ れ る よ うに な っ た 理

由 と コ ン ピ ュ ー タ 利 用 を 促 し た 原 因 を 説 明 す る 。

次 に,コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 仕 方(① デ ー タ の 集 計,計 算,編 集,② デ ー タ

の 加 工,分 析,将 来 の 計 画,予 測)を 説 明 す る 。

次 に,コ ン ピ ュ ー タ の 適 用 業 務 を 第2.2表 を 参 照 さ せ な が ら 説 明 し,つ づ
:

＼ ・

い て,コ ン ピ ュー タ の利 用例 を 説 明 した後,学 習者 に フ ォイル を示 し直 接 的

効 果'と間 接 的 効 果 を考 え させ,1枚 目 と2枚 目を取 り去 っ てそ の結論 を与 え

る。 その 後 で第2.3表 を 学 習者 に参照 さ せ,ま とめ を す る こ と。

/
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コンピュータ利用の効果

直接的な効果
「 天元蚕二季語 用⑳ 「一一一

処理範囲の拡大

正確かつ迅速

事務処理の標準化

間接的な効果

1「信 頼1函 痂 百 工 一 一 『 『-m-一 一

1事務の簡素化,質 の向上

1企業の体質を改善

L企業 のイメ=ジ ニ・エ三旦 ____
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4-31オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム

テ キ ス ト:第2章 の コン ピ ュー タ応 用 の 技法 の うち オ ンラ イ ン ・シ ステム(P.

210～P211)の 説 明 に用 い る。「学 習 者 には第2.3図 第2.4図 を参 照 させ る

こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。

留 意 点:1枚 目を示 し,オ ンラ イ ン ・シ ステ ムを構成 す る機 器 につ い て説 明 す

る。 また 利用 形態 で分 類 す る と,リ アル ・タ イム処理 方式 とバ ッチ処 理 方 式

が あ る こ とを説 明 す る。

リアル ・タ イ ム処 理 方 式 に は現 実 に どん な シ ステ ムが あ るかを 学 習者 に発

問 しな が ら2枚 目を オ ーバ レイ す る。 この フォ イルは リアル ・タ イ ム処 理 方

式 の例 で あ り,オ ンラ イ ン ・リアル タ イ ム ・シ ステムや タ イ ム シ ェア リン グ ・

シ ステム な どが これ に相 当 す る こ とを,具 体 的 な例 で説 明 す る。

同様 に バ ッチ処 理 方 式 につ い て も,発 問 しな が ら,2枚 目を 取 り去 り3枚

目を牙 ニバ レイす る。 この フ ォイル は,バ ッチ処 理 方式 の例 で あ り,リ モー

ド ・バ ッチ ・シ ステ ムや デ ー タ収 集 シ ステ ムな どが これ に相 当 す る こ とを 具

体 的 な例 で 説 明す る。 端末 装 置 の種 類 お よび,デ ー タ とジ ョブ制 御 のた め の

待 ち行列 が作 られ る こと が,リ アル タ イ ム処 理 方式 と異 な る こ とを 明 確 に す

る こ と。(具 体 的 な例 につ いて は で き るだけ テ キ ス トの例 で説 明 す る こ と)。

最 後 にオ ンラ イ ン ・シ ステ ムは,コ ン ピ ュータ の新 しい応 用 技 術 と して,

最近 急 激 に広 が って お り,情 報 化 社 会 の核 と して欠 くべ か らざ る もの で あ る

ことに 言 及 して お くこ と。
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4-32経 営 情報 シ ス テム

テ キ ス ト:第2章 の コ ン ピ ュ ー タ 応 用 の 技 法 の うち
,経 営 情 報 シ ス テ ム(P.2

12)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は 第2 .5図 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:オ ー バ レ イ 法(3枚)。 経 営 と 情 報 と デ ー タ ・ベ ー ス に つ い て 説 明 す る
。

留 意 点:1枚 目を示 し,経 営情 報 シ ステム に つ い て簡 単 に述 べ ,経 営 にお け る

組 織 と業 務 に つい て 説 明 す る。 また コ ン ピュータ の利 用 の仕 方 は ,事 務 処 理

と計 画管 理 に分 け て考 え る ことが で き る こ とに言及 す る
。 次 に2枚 目を オ ー

バ レイ し ,組 織 に よって利 用 す る情 報 が 異 な るこ とを 説明 す る。

最 後 に3枚 目 を オ ーバ レイ し,経 営 情 報 シ ステ ムの実 現 のた め には デ ータ ・

ベ ー スが不 可決 で あ る こ とを説 明 し ,デ ータ ・ベ ー スの位 置づ け と,利 用 の

仕 方 につ い て,で きるだ け具 体 的 な例 で 補足 す る。
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経営情報システム

経 営 コンピュータ

企業業務
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①
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4-33コ ン ピュ ータ との 対 話 シ ス テム

ゾ

テ キ ス ト:第2章 の コン ピ ュー タ応 用 の技 法 の うち ,人 と コン ピ ュー タ との対

話 システ ム(P.212)の 説 明 に用 い る。

用法:リ バ ー ス法。

留 意 点:フ ォイルを 示 し,コ ン ピ ュー タ に接続 した タ イ プ ライタ型 端末 装 置,

文 字表 示 装 置,ラ イ ト ・ペ ンが使 え る映像 表 示 装 置,音 声応 答 装 置 な どを使

って,コ ン ピ ュー タ と対 話 を しなが ら作 業 を 進 め て い くとい う技法 力㍉ 人 と

コン ピ ュー タ との対 話 シ ステ ム と して 注 目 され る よ うに な った こ とを 説 明 す

る。

対話 システ ムは,こ れ か ら の成 長 分 野 で あ りプ ・ グラ ムを作 成 した り,各

種 設 計業 務 や 教 育 な ど多方 面 に,積 極 的 な適 用 が 行 なわ れ つ つ あ る ことを 説

明す る。

,プ

〆

.シ
ぜ
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